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lBl テルル鉱物中の ”I

術立火グ里)t I 東丈技研群 崖k ｛：：：封，田中を易ほ

テルル鉱将を含む多后中好-tz_)ンの 1司他｛，利比ク裏席、：：：・フ、！ Z よ昆こ多くの
輝戸f疇告され I /30.「eの二皇忍苅f襄パぷ a.3沿違象I Iょ判：：レて 1 /21\'紅
＇叫 9て文仇ザ(II I'61位体ヽ／す『シじ¢ i上｝わ 3 農微九t,グ9'扉痰·,r れてい 3 。 ：心 1!.5]
k ?し，1..[＜，，，貌が出；ざれて• I ~が，，主しレ 1,1) ウラン，,'- J，ク a かう勺入＇舷： } 
n濯id q彦石と lい）反応£起して王いた叱l·笠｝が'/23ゐ，／3OTe 、：拗蔑ざれて，
Jlj,呵e か‘笙し＂た。 2) ミュー中閑} I:'.デ Iレ／ンの，［H 互i芦trl i::: [ ；；とダる絃．二の
ミ 2 ー和叩遺とし'l,. Iり，匝名、コお、「｝炉か餌打’ーヤ 9ゞ澤党によ？て高ェヶ
ルf`‘ー屯i、名像チが希笙レ':::.れが忽fの行tfや屯,ft;;,祖釘"foti=1 £起してお、，ぐ
ュー中柑l 手阜が登 I[. しf：：レず｝。 3) テiv ／レ‘位冴りが国にず｝祈分を鯰潟仮序I ：：
りうン皆かりの閉；哨 1'• 1J.fI, Xe は同mmヽ．、多佑：：存在レ，ンれが、竹品にのと
をj-::じりこiれ「てとす｝名QJ, <7JJ 7 の仮岐妍分在し． h れ、そ＇れ、一長一方辰？“みタ

1) 
伐々心j:: i1J 2) の仮貌•i•た 1 て I 屹のり知葬ic. l, Z, ·Te鉱廂炉C1J 121[( 屠
= 1•'1X IOワy)直広•雌 9 ｝ンコ詞み Z いる。デルル鉱叶 1-:: 兌ぃ炉ざ依 a
呪げ＇．炉印（f 3 ゲ叫Z ズ 1,::: レ 3,•テルルの様反応にお束す｝ものとすれ Iぷ｀；当
舷町£、少宙す｝ lf 1’'て｀祈｝。（叩 l ょ•• 12町e(n.r)'叫4TeLI土ヽユ！を、
139fe （い）＇2国土叶e 乙竹ユ；、加土），したが，て，テルIレ
”£多t名石印に叱名紅・＂ [ ｝ンしができれ,r,2妃釦這印句
麻 n g午が｀か｀ yし仔う。一ー＂よ）仔目的で現丘手でに・傍f, t鉱恥~,吋げ
袖紅び｀く輝 L ff ? 1..ぎ「ご、；れ手でに和稲町紅ぽ£ 1 豹：：：、1 て＂ ：—`噸
考りう a
憚門］哨坂県謬屈の比 Te)..s(Tet叫'j l}?t I' た） £含し＃砂 2901r （デIレ

Iレ呵r 2る力） J紅ひ＇比．呑直疇彦,:/}自佐，ノテル／グ、各 0岩丘杓砂ir（ア、_, I ピ
“y ：伶む）り 2輝£入ケレ．ギ｀＇篠タリウム I二ふ: ·?て⑮出·~を夜分畠後し、 1厖
蜘麦ik 千 9 段i臼{f ,9 た。
[1 の分脅t J r.-紅が:r: otーオ虹 4和ii}杓在千 1'. 、昼恰フラ 1 つ中 ·z ぶ岐レな1J'’ク
瀑雌lこ F l 狂／墳m i令綺し，ク麦エーニ：I2 二 10;,I)蒻応退元左．哨鯰しなll' つ
う 1)...“留麻拮し，以迄 I::. t a 考仕細出該鯰レて精態,._, 1をのら， lrえば2 しレ「：：：

じ庄［追臀J和妃い叫のだ岳ゲ段として 放仰凶‘/lf滋 9こよった。すケ
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わり I匁ら祝｀府りぶi ]訊 2 負1危培て終伍｝桑が、XI9'31/2seC.て｀’joク
豆和レ ＇九 11. r)'立 1-=- j: J ~成□ ＇’゜ I ('ｽ. ~ 12 、 6hr) "『埠放射能£
“fレた。
俄直拭粋贅慰］ 恩付したf↓及訊｀狩かり唄1 定訊料 £1芦J Iこあたク Z iよ色
パ¢麟．理虹砂レたが，辰、終冬知 I# iだのようなす、＇まで＇哀吐窪· I 得た。

経射はら一らい悼罰戸＇ガ直惰
- I2 の椅｀椛ク；扉向知：： [’; " — ru2 として的足

忙I 刀伐〕 ”‘I dJ生成炊財叩さわの 2 §9 ぃビナ想fれ．fた担わ叩の
仰のため呵（竹 r) 12" 1 (T~;:::25”沼） 9•F が｀心7 1. (11 、 2n)‘勺信：：：：：I3 d.) 
“信があ？ a'/ 屁が位しい。 ‘3°I 硯厚f“庇微販杓能脅f紅がf氏レペ II/
虐スヤクト己メーグ去所いて仔った。『煤スペクi- Iレおよグ＇了―『I51時·粁数ズヘ‘

7 /-}り直臼l叫と追？て行った。
〔辱］ " K 輝ふ行，た大／は鉱石にフ 11'21 よ，子，虹狩ヴ；貶入が高フたりし
く、碩 9` 『輝，杉界が得iれなが 1 f：：：．今祖鉱石 1< クいてば，戎fL 李だ［記鳴；
行がで n }が／これf 1̀ q f知辱；こ［れ 1i’.、”立のわ応 l打f、す 3 ピ虎シジ
れJ IJ/J1 t,"/ 1繕スペ 7 1- Iレが認めりれ a, : ti}在令昂1. i叫 I ；；矛レ 1 5 ぅ．叩和示
レf< /JIJJ Cl 穆阜 11, I和践入品）祠料に上とク< l司孫な化釦怠乍£ぅ、7 ，て翌杵

戎‘l 生レん名の 1“h } 3 ：：れ欣＇行今

和埓と男レ 1I し，たり9 ＂ス、゜ 7 卜！レて＂
K•V 

ぁ 1 が', 530，ヴ9-？包fク，//.rIJーIと0クク

店£ク、／］一，て／ら91, ｢ ^ 乙如ぅ

れj F } o/ i;.'ークがヶj水｝かつ・訂

む争ゎl、すく碩，を的で1} 名t1,”心 累
t:. “'-7汐んe IJ o b”- J I くつ l/ て,1-.

うのパ£足邸し＇町の和紅月 {l2位）上
て＇’府嗜打フしが'£鱈＿ tれた。視丘 位
li ：れi詞｀粁 l ご 7 ぎ了—r i5l 埒計数広 意
l< f }l l901 り庫鯰£ iべ｀く努カレて
リ｝。呵の h 丘の危咋すi fl［にフ
しi 1 名依筍 1 J. 

ン

i) I‘恥くa3 ししtai. J，知ph戸・此es.

廷， 2 2. 67 {/ti,ク）
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深冷 I店況中の紋宣裂゜
1 B 2 

壬呆キ 娃苓

日中皇男，逗末玲，井上烈，夫，恙木仁三詞 植末憔 3

（←亜丈枝詞，糾都立た， 滋禾鬼エ丈）

知／点に系した妥冷底孟拭料ょy紋森よ杖釦をキ由生し） その中の広（T炉'7.#
XID牙；固．i)および‘式（丁½. = 2.5)(I 句；互．mo が）のt逗身，t筵王琲l 定し，沖2.厖矛 3 表 Iこ
示す誌泉を得た。 そ仇 5 の移泉をまとみて沖 4 君のよ 5 に登甥してみ 3 とfl' I

とが 2 のコアすン 7° Iし全体の平均として 0.03.! 0.03 とりう A尤％eIO ヒじが得られ 3 。

ほ 3 のコアすンフ° Iレ，ホ紋2：註゜とも枝出限界以下マ‘’ぢ 3 ので｀‘不戎かな他しヵ·袢 3

峨なかった。） この比 1ま文献（I) に逗競し文対（ュ） z`` yo&戸れんがg(I国した他と末呟

的には 1司 C’ i色z'・巧 3 。 このヒヒよy祐ぶ＇よ牧'• 8比゜の全困己分折しま E 亨闊屋の元廷

への降下に印す 3 毒玲をするの Z`' 苓 3 が） 戎在それ（こ少手な杖，反応• O)窟乾疋遁, <?) 
て I} iのご＇その社果を待っ z 雄定的な言恥諸としてし）。

安蔀（I) ば叫急叶凶．， Sc, e:がc.e.- _il.2.- I 3 4-8 (I 9 6 8) 

(_2.)沙伍圧n^' /Ja如こ 牢 /o Iヽ (/?68)

jp I 表久n 埋試科っ豆注

航：与名 採追坦，ぎ， コア 訊‘科各§ 姦店ょ') →‘足之 乾粒乞そ
(Ctｻ1,) (;/-) 

了ED:5 -3/
23゜ o 7'N り．8c= q> IA 0 -23 136 

13~゜ 45'E 9テワ） IB 23-4-7 15/ 

543 '1,,.,,山.u.p
松
2A  47-73 /#3 

28  ク3-/00 178 

3A  /00-/2/ ／＃ゲ

38 /;)...{ー／4-3 /32 

4-A ／生3-/¢3 182 

Lf-B 16 3 ー／ 93 15 {, 

kH-61-2 初゜4-7'N 1 8cの¢ A 0-2.3 228 

$t, 1. 145゜ 44 E タテワゾ g 23-46 2.3 9 

5205m"位ep 辺 C 46-8? 60/ 

k H-6'7-5 l ら゜4-'a,N ロ伍中 p 0-20 6 33 

＄七， 5 qェ
168ー 12'w タテウ') a 20-4-0 7 / if 
S200m ol.心p 姥；•
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いけれ

f下＇惰:,_ @ 

―→'加
t .s呪“

如 2 表
2..｢ 

A！が削定辞果

⇔介、、し必I,心

窄内f

一釦/,f"
iクマI“ I 令i::,-<.,Y...

杓0 -r;/f で 2 す・ヽ

祐店［ウグ'l-8 註
幻·ー→°{ 

h.'し伸
可〇［一’f
16 

lり 1 IO ー→‘>
;t, 3 表 'Be (})苺I 定糸う屎

忌吹庄— A926 

No 〔ip仇心（幻 U七）］
(IA+lB) 0./L/--.:!:.0.27 

(2At2.13) -o. 08 1. 0. 32 

(At B) 0.22 土 o. I り

C o. o9 エ 0.13

p 0.06.t0.09 

Q -o. 04-1. o. I I 

A 0. 4-3 エ o. 3 r; 

B -o. 08 土 0. 3 4-

C o. lb:t0.[4 

$a.rm,p/e. Be 10 

-c,-叫-4叫-| 
No 〔d.-p叫位(d..Yf砂））

IA 7汀¢工 2.01/

I 8 6. 86.1. 2．む
Oct，胚砥12. I

2A  4. 78 工 3./£

2 8 7.62 工 3.4I
/168 

3A 0. 63 土 2.31

3 8 -0. (6:t.'7. 6 

I A 7.'10:t. 2.3I 

4A 4.25":t 2．伍 Cou磁el.- orn,

4 B /. 0/.t. 3.51 厄!,,2.3寸1£1.Y,II/-

A 2. 1?S土 0.64 
I 969 l 

B 0.50 土 /.3 5' , 

p o.87:t /.28 : 

Q 0.2午土 0．午3

2.'73 1. o.3'i Co“可た4 ク ' 
A 

M 吟y,2q~J四el-5;

B 2.37!. o. ?2 
1 q研

c 竹ダ土 0/s- ; 

カ 4 柔結果王とめ

I 

~p ec, fi c Ac+,vi十］〔rJ..p=/に各（的叶）］芯 a吠pie.. A信』゜
Ai乙ら

-------ｷ  

式゜
必

I A,I B.2A砂 0.05 土CJ.2/ 7.2 土 /.2 o.of:t0. 03 

A.B 0.20 工 O.IS 2.7 r 0.3 0.07 土 o.o5

| p,Q I o. 02.t 0.06 
o.3:to.4- o.o?t o.2.3 

必冬試科向の差を魚俎して全測定歪も果の稔字坊］をとつ。
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1 B 3 
砕h1'TLい印租彗叶渇収革につ 19 こ

京丈エ店、る 膊太
〇叱原弘‘止

篠／冤一言r
今面信嗣

ん拾立弘
岡本Jム信

＂年 1524佑町；紅豆巣 R つ｀，之う一遷ゥ吋究ぅー豆而ヒ 1 こ項蚤妖手と武
めて豆。今iで l逸中位｝ c＂翌肘 l f.、文阪 l1: tぷ｀‘うこ＇．、そず＇．仮存曲、詠ぅ沿．洛ぅ弁ぶ
ぅ知tゃ; ::.ととオー月妙ヒし．次 1: 非級復衷：ふ‘)高応料ャ、合うfクを沢、ちj
こヒどオニ目的ヒ l 「;。又，カド‘ミ治をi更吊―すうこヒ I~ ふつこ o.3 ぶ7 ヒ(J..)-,c1ア I~

み 3 笈虹枝り製ぅ r一ーならん迄に対ね彩琢セ炉｀心::..ヒげ才三 B 的ヒ I f、‘。

(.I) えな位疇と松｛オン文虎即〗で猜及し．知 I Z.、、t、ヽ呵叩(~ 1/4oo) を了か、

‘‘r、‘。什葱 I r、•Am を歪夕 ””7 取），ア 1レミ箔上げ這 5 セ．ア Iしミ箔て＇亙‘＜包,(,で
KU  R い輝臼噸t'’ノ0~30 吋 I可旺軒 lT: 。旦芽捧．恥， A5 、以 e L.os A&,;..，荘紅＂
輝杵製し、 20e這憂）検広格をrt. :, ?_ I叩/'1,0旦＇13,;41/ 117ヴ凶ゥ仮差戸、も
rく。ターゲ＇｀フト暑 Iず知£ふア『紅ヵ、 5 定め，比fいま Iす A心盾t: I司吋｀竺冴すI 乙ふ•あバ．
（墜射位苦て｀ぅ A“ に対す3 ヵドミ比iす約タ()20 t"みが·。)夜芸れな、シ／17(4 1 年ヴ

忍emesl3 皆．＜違ぅ虹‘硬用む｀さず'. II¢C4(n、 r) 及クすこ｀． II クeel,~ 笈紋し．一辺勺立こ'•II伝

ぅ rm、パ取マ小r、‘/17'-ノ II?”“9逢を促ぁ．~.~~をしゎr、'o :::..っ
皮戟、朽菜とオー表 I: ネし．｛詞 lr 、9 心dL..,L,;,&.ふとも今わせてネ I f、. 0 

(2) □ l 「: Aれ約西メJとア1レミ§も口＇｀乾燥召（ターゲ：フ砂序ざ＇す～／ウ臼ピ） 42,.,m 
屈ぅ 7° ラス午、フク枠＆ダク上 l、｀ウ＜、夕“づA伍がクアIしミ惰tゥせてサンド‘4号 ,:.1

てダーケ｀う卜と 1 r、ヽ．座射 1 J KvR~ f.,,-3 ク｛這（心遺む外＇ヽえゅ、紗 6 ずや。） Z"

“~ ／硫 l可吋ふ’。::.. 4 オ土＇ I如項も祠紅とんゎうが7｀直履和 (I)
四切r、, I3f/3久の応柘詑恥 l 「く。オニ表 I：：如ばすよう）：，高牧辛手賢 ,r ヰ仕奴へ゜クト
)1.,•1 影偲tぁ 3 ）受すな‘'今乙｀＇9.: ク、i詞い狐追認かり。ス．ターケ刃•?)-1心謬程
煩違這礼勾填兎ら I~2芦移度ぅ誤差義社后IJ'.ターケヤド刃1：対すお補＇J::. 11 必
啄て‘ばヽ＼，，こ直かり迂 l司 I: 本 I t心同国 I': Iす（1)で知1、, "仄和． c“"祈己累
d‘ う術碍＃贄ぅ冦を弓仄勺T 、l。（彼 Id 和辛r /'l. eutroんを（豆l l f、‘。)
(3) (1) ぅむ紅｀｛恥 l 「: 2仁如戸＇ぅJ- K KUR の Pれー 3 ぅ｛譴て｀辺ら～ヽ咳 I刀翌村

l 八＇。こゥ吋， ／知れ c4 をターケ｀'.;, J.にもf`、湯， 2-,,,れ a 追"ハ鳴令．砂‘珂；長”‘rぶ
ヽヽみ合り 3漉應泣 Iが＇。/..,.,,., ed.と1< ヒ．イ・フクスウェIV舒逮釦 ?',3 e『以汐豆クザ
クが行1 3-JJ、-ヵ、7 I-マれらし． 2””“ こ "rJ. tJふ嘉つ妥嗚ビークガ縞刃サ'i.)以弁らか斗
む這。 (l）ヒ叩如疇卓F ヒ忙、蘇頑＇］足心．｀ ｀＾ノ /I芍午”]グダ燿対仮乎
を示‘ぁr、＇。ジ莉足的な紅男とオニ長しこ手す。
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• •Ta.b Le I. —さ旦吐追よ声凶叫-. 叫l ---―一～ • -ー·--·..•• ●ーー一ー•-- 9 .--

E T~ じ如晶 M-a.ss 
t、 1ieは
（弁（沢）（か

13~ I’ 叫’ , 3 乙 I t /, ; I83. 0 ょ． 、I I 22．サ 8． 70I O.31 
I 4-0 

13~ S-3 7 I 2. ~ Z 3. 6 S. 6 0.:to. l • 
l 

1¥ 3g' 孔
勺I 238 5.3 1. 22.. 0県）士 0.02

11 '7切 ¥938 3.4 だ―2/.j 
クg' CJ. 釦8 土 o.57)
// 
IS77 2．斗礼 l b.3 XIO-2 

（力寮か仏＂娃：果）

平平軽直邊じ°ークり
炉預董,,r (Iヽ().6 土 o.s),

を・オ I J (I37• ＃土豆）でみ

3 。危\I オのヒ°ークに 1r”‘rり

ゥjMe str“ci“re /J：がれ・
A 二／33, /3夕 I←峨法か双

‘` 3 ふうに 5」必 d彰岸い刀，
rぷゾ知て ll ~ふうてみ
る。 A-==13ク～／3f o/吋

l5を外心も＼ l 。国和‘` / 
9 年パ碍’いが、紅塁
フこf、»すと．桑、、オクピーク

1 J(？夕丘紅）"fl.,,言わ
尻ーク I す(/PCJ、戸±.歿堺

移度ヽ： Tぶる。→

Table II. 、/Le[J Ra1ios 

→穫著幻判口非対
祖t t表わす
〔（ l1i.-M1)/A]泊

(o. 023 士 0.oo2) こ｀＇．

S叫＆叫昂 515如砧cs
\ : d' ＜合う。っi').

非対祖t pミfIぷio叫吟
rarameter Z沿ぅ l笥

釦 1 こ義明さ八
得う。
臼mi}枚ょ殺
"夕#.() t"m 。
井二）司 1 こt°ークiむ

加中 (FWTM)~70

口‘フト'!、9 ゜こ小か
らわか a jう I ・、イき

エ沿叶｀‘ー (eV～和:v)

, 

｀パ II`  197そ筐臨--
*~ 

-PN 
0. I:,72 士 0.007

(6.lt7:to.I{,) (3.oS 土 0.32)

vitkol,ｷt cょ XIO -2 X 10ｷ3 

"PN 
0秘q.:t 0.0{,5" 

(1.00.:!: 0．研） (1. 0 q.士 o./牛）

¥<nth 1.,,,~"-Cよ X 10 -I X 10 -2 

PN 
o. t:i 33 :t. 0.o3サ

(S-.21:t0.15) (11.~o 土 o.57)

X I 0-2- X IO-2 
w況K 2和•"l CcL 

it 
& b 慮 (6、9斗土 o.31) (2.9紅 o.b5")

丁C O.l 土 o. -2 • 3 
一· X 10 " • X 10 1 l 

-Kｷ I,·raむ恥た bj廿lC rne如1‘辻．ic t“be 迅i.he r叫恥
叫詮l•c •LIle CeL 泣込tro りitK ALし -<..s abo必 ¢.2

料→むr<I..dLa1LO)'\.. at 1hc the.,,.m al col“””し•
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Mass Nu.mberｷ 

匁m 町紗ぶ文今染！こ自然，杖浅、と）司椋なム…丞戸ここ乙 l 、‘わ乙．古）：走込
フ乙ヽヽるヒ危’え＄ふ碍ふ

r…一互加ッえ比り結果i『現在炉り乎である。又簡骨収亨JJヽら s辺幽ゥ
材相と牲定す記乞 1J非危：困難ど I とみ』1}、`.Se⇔辺-?-rll｀ダ～タグク｛反饒ゃ、
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ち←ムザーた元疇ぇ才バし＇汀既章なむ｀ざシか検討キで＇ある。

---, -1-- I -r 

Fi$I. JI.. 翌抵3-4二今竺迫金竺色立
FWTf1 

30 

5
 
2
 

ご
卜
に

L
L

/ ゜△~〇

。/

゜ム／ / 

2or/ ／べ゜如し。加mal-neu.tpn fi5Sron.. 
A Reactor-ne吐rop fission 

15" ロ Spontaneo心fiSS io n.

230 235" 2午〇 2午r 250 25r 

AF 

吋む邸ces

(a ) 了．<:i-. C血玩ghむ1e , 3 Inorg.N屯． C~em. 生， I (I'IS7) 
• 

(b) w.s. s“L&tec紅，守・ Ret．早， 73¢ (I f廷）
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l B4 秋介製片の砂st怠“‘“亨り汀算
魚紅祈 西明大 叩怠弘道 Oj可本仏信

ある摩必du:n A に対する虚訟界心んん必れ及ひびかや内での祝砂
？尋甚公亨み li - (/)次態臼ねる口丹り一つて＂／ゎ。理珈9.
加＆の一つ（、 均ーに同也［てし、る皮碕援型 I こよって sc年幻九碕n 愛砧エネルキ
一功，立も求め知公勾二如グア＝⑰+ら疇Me （全｀籾紅賛．裂片伍らメ
工名ルキー）と最J、 1こすな崎i[)／直乏季と［こ｛鯰、とこ”‘嘉認湛片のダ伍乙均
長iこれよで寸／かに考慮，べ、れて 9) な心。
他方恥グ＆号パ稜的（こ｛がられた終が展印）運勅エネルギー•直町幻 Iか
虹甚さ 遅粉エネ！レ手••一ゎ嘲と麦彩エネ Iし千こ— n 嗅t A/) 関杖とおいて芝pと
眉た（I)。促ら噂釦馴効果と考忍して＼）クかヽ爽秘的すさる樟心‘•あク。
幸い（こも孜随州だ凶＆ S訳¢左必虹 ·/Jヽ｀ sん必効果及ひ原紅い麦祈うを一噂｛て考

庖 l f::_ I"公式を提哨（た (2) 。汲らの質骨公べを｛l...,て 23SU ＋心核か裂外の
叩ECD（ザ“必予：今）とMEE （加必叩元乙必如乙弧~)
/)考え必 l こ茎すいて求わた。

ECD （む二つバ虞該令製片ので;t'- I 斉，力惰灯衷麦々足謀弓， 1 名，2 がら等（＜離
れていわと＼‘う仮足に甚 1·: 、 ZA,I z;,i、 2 が与之ら幻（tJ Zp,f：：：：占（今違 I _ZA2) 
ふり呑 I ~ゞ｛恥らり（森｀禾亥か袋をするがいも荷＼。み（4 し 3M/2z)A ：四t：：： O 
渭＜与こられJ-;J (l'1: (ff A:f("く）。
EC I>／こ甚す｀さ sん£訊遠が' Se-&ユあが） ( cl $(/―年） e-及こて与え

られた M界M& S必近必心がべと）月 1 ヽて得た｛合呆をそれぞれ紗［国に戻紋と・
麟て記す。 1闊とt I こ良< s紐効果をあらわ＼てい-?. 更にQpりり紅
（こ甚すいて心~(.3) :ti汀＇ Iこ卒の｛』から計算 l /喜果とえ録（記す。
砂亥忍慮心I i(J.. f゜～ ／勺て 1万松応↓建来と後＜濯（(_ I ヽ
る l 麟の履勺も松フていわ。 丸的で・＄もしたん辺必al.} s:圧ばJり(4) が'
肛約直翫紅f道と． EC l) （：よう特来と｛す戻＜啜（ z \ヽるヮ
MEEIょ s必呼乙呼直か裂いをfグ§) &t麦穀fこ合も呵糾励起エネ lしf
- Ex を最7\_ !こする炎足みとすク。 愛乃エネJレギー辺を 5C包知五号の質長から名
応疇ハ賃量ど多j, \た他と l 、相女伍に及辺戸 Eんc を 2 攻のふ//Y`
iて近代 I f:.こ儀と（て £;=砧ー少ー岳 （禽核か応Q俎） が長人とは

只を 厖ふーだ“5丞ン―£ 11 さ K刀C- .l.ぐfi__フて紋（』叶翫］に、長わた c ，算fこ
診棗と易2. 12)に史練と絞乳で哀こした。やぱ l) sん屁切果d)特阪と良くあら h l てー

^ ̂  - 0 0 -



いる。 麟鳴叩J. ECDll 場伶に比へこ（］、：ぃ疇iり ,1 以ている。
/4y灰；厄ん乙必以 (5) /J‘,1g粒うの：糾足 •l<X LX 忍足If)；訓定から直終的に表わた絡
泉パ謀で記す。 双粁に1累的 I ：：：得られた見秘（直と，ttJリー紋11" ｷ I か｛左
C ':Dり易釦濯閏ど 1ず乏噂さ（凸I馴） を示（＜ ＼ヽる。
息 Iこ詳l <,鱈四と ME丘とを紀校［て丑ると、粁 Iこ Z=50 ど Mづ 2` どの
吟～ん Iこ印れク鵜い坪の 1f7 I ：：：、入さfふ達ー、口、社勺八た。 ｣cz 
這松履支謬統上の寛荷ふど↓す求ゎクが‘ Z= 50 と底ねて（月iれ遺
叩 A’~119 がら～ ／ダ／ i (で摩ク沖 3 l図 11 (I) 叫知摩診。＜ゎ崖
書いて計犀 L f：：：与 l1 ZA nA/~I I'/ ク＇ら～／＃／ iでの績向をてのよ」表わす。
とこゎい·う方 M辱 n 場合、どx を舟文 1 こする臭を今 と（て＼）ゐf:..わ、 A勺V /.3之

許 I.{ /)る 3 （司 n (I) J)鰭／かで I戻扱｛）でめって、茅う l翫 (I) tJ)鈴八：：： Ii互柊閃
係 l ないp (I[)m 絆がて 1i M戸t_~·の原骨公氏 IC よク支叩エネfレギー
に打星‘,ti n‘みりd ，弓の夕の 1ヤガ、及くなって＇‘る、 い紅 nヽ｛、しわ月肴 n iz
扱I} にふく名＼うと 1 ヽうこと 11 、史りをす今危を［f(.』＂公べと 4 iた＇以 IJ｀ヽ紋‘
的で·佐J;;:i n、 あるい 1{ MEE 心氏）が灸かや「かでめ~ 13' らであわう・
心受功を 5忍した，＂公式を叶 1ヽて今りり閲文（『J ¥). ~ It和 4ズ底と

託しょうと多＼加’くか｀ 茫;~が豆初エネ／l ギー今在． s四必～復のエネfレ千｀

一りか、iJ乙・間を代手年ハ和さ討も使味わる 93，1 題ーくある。
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底ん砂②
(I) ぶ伍／＆九号；度侭・声．竿
／ク3g (I fヽ7)

(2)肱9M戸豆属応乙這ふj I伽／
忍炉、立／ （I90 ，ガr焔紗｝

戸至荘紅／f姦）

(3) J似卒屯召バルよ呟炉、丑

303 (I沢逗）

(4-) A.C 肱がよ“ノ・％今．,&.t;-.學］／／之
(I絋~,Z,,)だ0. 5年以“；今，J
⑳，竺攻;?3 (I寃5) ,J吟。加．

伍歿学｛／伶な）

5) 乞伝伍心乙祐属ノ鶯，
塁ふ危（グどえ）

伶．3 瞑誓紗“叩乙＆亭
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非移稔枝分哀i這（する各｛直の系紀生(JL)

1B5 

愈斑 。いいげ，捻囚L-,三、以i餐ぅ，夏目靖尺，天野侭

1. 荷電粒｝にJフて読起？れいをぃオい申喝い応研兄にあ，，ぱ縫：責
賢 l3を知 I可題であるぶ、契平住遣長？た/J自発オ亥ち裂の；3、あいのJ〉 1：克
紅矛紅4•庄立見:t, ~ Iミ叶っーこい店，＇。哀マ／：立束ヒみ／こ和麟ぅ麟疇嗅る
枝万裂のJ !'q尋のテ｀’- Jが｀履·だヒも，：以 L F ュと lこかんがみと、紅嘴
汀左矛比的 1こ悶祐刃ること這が戸。そ",~.g更、矛統臣健直渇国［J枝万
般今恥 Iヴ叉ま 2 れる守仔キの叙）やとみ；び、やの：：：：って｀、あること乏見えした。
2, すてiべit冷応2 年△ぐ絨老し E よ）ド、枝含役荷「紅 2 れる伊4王｝遺

松‘、冷r立＝ Ex/7．よ 十／，.f 1 (~x l "J恥超ェオ，JV 千＇’-） c`｀与とられ，一方萩今杖伐
以乞っかょ（よ，姿）守作うの叙なげ＇．iら工］、 ,v f’｀ーオタ 5 裟つ？いっ「訟っ
幻ぁ桂て｀与乙られ 3 とし戸 0寺に、 をぃオをう佼斤ク）芹f亙！；嚢もゑ比的["表ゎ 2 れら
：：ヒが見出つパ。 レかし祥ぃずっ枝万翠庁の年｛直/-:沿日 1 3 叶， 8賛 Tかずf§か＇
応たして l ｀た。

3 、政｀々が次ドヒっ仄方ぽ 1よ、守狂｝双之（：フ,, (ゾ『心ヒ咋よ灯恥八［を試‘
1認訊的 l:m ：とをやめて｀ 2 1直1)令i本的町頃（可から広ネ;,'縁、りJ扇納芍る：と
であっf。づ可＂2「｛直之観測し紅{it (::: ；；り叩直） q債危枚 Iサして 7° 口 ’7 ト
し戸奇＼佗．エネ Iレギ｀ー社、月設7) Iげ Il と＼オ程度汀晨fた態でCl) 1げ翠d) tiあり
とて＇危しい上いか｀誌めら,!t,J. :.と（：：羞 a し瓦 二 3 』／いかシ致\?11, f支危t'げ前
着 lこ見られる応心（の条統げ 0'「ふ圧包ず、咋よ詞万裟庁 4 億臀叙:. t:t fl'/ ? 
るかi F lJー走疇，1 れば、戸シ厄//ヒ結沿、レ尺。文 1 ：版1:; I和匂孜初励起ェ｝、 ,v
手｀ーイ坪桂さ求め今仄のに｀ 2fィ直の加起エネ ,v ギ'-Ex ［こっ// (の 1紋方と汀った。
贋としてい＆エ｝レギー見：：：国では 17;[叙粒ヶつJ叉出 I J和見乞翠る'c:.方とられ&の
で、 2 訊付般衣 4 (9 鱈 Mc/ 1亥月応t訊ヵ偲尉駅Hp,みJ疇起エネ Iレ石一
Eパ贔しみ「6 包る。 し応｀＇っ 2 ，谷のサ埠孜1J
旦＝凸）・幽＋（竿＼．謳＋（三ー）~ =(~陥．~x ~ -+(碍)Hc,~x 1ら 、｀）和凡、 MF (1) 

と「§う。 し::.うて＂Hしの支 I t. /J該戸這 I妻るず4王ぅ奴之／こよるもの［あ］、叫ぅ
麟ぃ見発守 4•生•うこ，叙V‘" 亥;i Tこの l長る勺［＇•あるか 5, i誌度

屹＝ー（賛）・亨ー（旦一） ・ニこ (2) 
MF, Ex んEx ＼牡MFMe匡x dEx 

と r5 ふ。たゞし、 与とら小紅幻ぅ製枝から生す｀る手とうが仄ー→＇足宝成＇才支!:沼する
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均 Igエネ Iレデ'-尋[{]1t /:-足があ＆とし l,, ~。た辺クを伍／也 ［漬測さ
れた谷り｛邑な Eバ m応しt 7° ロフトしに商 9 匂釈か夕衣＇のられる。厄ユ炉頑
（グ（汚／J咋．9、 /'JI I司し‘珈起エ｝、ルキー乙与えた呼 1こ観｀糾づれ仄 233U+ 0(,Iユ勺J
十以・1 みょ u‘, 23どU 召の叩佼て｀｀つ各之ターゲ‘し7 トオ玄，勿岱叙 l＝社してプ‘口し7 Iｭ
し戸'J I:. f！られる匂配 1：：芋し n 噂似してJいて、あ3 う。最向~ (心／）叫）/J、
与之られ謬が起エカ、 1レギ｀ーtの与えら 4t灯□ 裟原で観‘§’I 2 かた 2f 1直 2 渕足核（
;::..ヘ欠字戎校）ヵ度長訊：：ほし 1 7° ロゥトし斥り手 9 匂取もかう辰互られる。詳しくえ
とば、 玲心が‘屡費教lこよらす一足店らば、そのラ＞の｛直か｀＼ 払た））f砧一が‘像危釈
ダー：幻n応＇‘与えられる「5 シば、 吃l7J rじi外ィゑ穀し庄i戻？'- (I 十し）―f i告し R f直が
屹れ［こオ目名ずる。 かく L て衣のたに）式I:.

土年—＋土芦＝上 (3) 
在x 今ol..

ぃ m□ （ぺ含｝凶v) i:左用 II て叫re/JEx とd.））已／dEx I:.. i衣‘の尺と
ニう、投嘉 1J討りt':')飩 I困か‘'0 疇るとい）合百果と怜た。す h わ 5 励起エネ IV ギ‘
ー今ふ這 1 よ， そ今姪 II...ピし＇りゞ C が｀戸、ぅ裂口起り仄前 l::. 中 4王砂文名豆クで知れ
るということ／：戸る。 これた｀＇ 1 っ知見と｛伍長もJ lI 矛紅，枠全左与とるたのっ和·王
以広 I叩る厖I千厄衣切f結果，

乍＝~+壬—(!'/, ~土 o ()よ） [ ( 4 ) 

ソ?は= | lD  for AF 之錢 j 
l /. 0 + 0, I (AF ―tむ） 炉 AF く狂

店るいか戸清戻。 こ＞ lこ互 Ac I'! み合枚の行祖汀荻 L 便量数， A臼：：：次祐衣孜夜
の管危叙t'ある。かくして得らん疇急吟和恥心もか名苓 F‘ ものしか
られるか‘’. Er お I' くつか'7 I嗅文と今んでいる。以下｛笥犀i：贅す~.
4. 二＞ ｛：『くめ仄 2戸昂戌釦、ぼヱカ、 1レギー衣ゑ汲の＇それからつオ（且多か‘'1必了’’

しも明ぶひて｀長，＇ 9 :::.の条厄桂か要、裂牙るや虹伊沼の条，統ほ/J、放広がこナぅ
知11 デ― )1 ちぷじげ恥直り直し z 嗅がある。y'(?re..手和 12 yー：のエ 1ヽ Iレざ｀一
叩りを1 ず，了べ‘？っ竺成栽t'- i条て存く｀奔＝料以 F り且碁 199 iすよ；／ゆるやか
ぽ；；ふ，i.,_見乙ょ。叫恥月応和疇7...’'や＞君腿手しぉ疇嗅きて''
ょ．i区ェ｝ッギ'-型っを知庁か 3 守エネ IVギー翌這府／が在へq・秒汀か‘,J -ア｀
ヅトね I二ふ?tま 5 丑らてあ？し、礼ll竺しし店、＇， 苓？の向履がある 8

- 7 1 -



1 B 6 
炉ぐ今裂主芯拉棧つも池吋浮l 乏ーJ1

日店庖｝，厄討切一
0店忠り一／和場免，羞t船和／天凍ヤ名／夏目咋た

し這社炉い叫墳Ir, m .t.すべ‘1 9砂叩あリ／去た X っ？？く
が百荊求退＜て東訊（立 l二ぶヽヽ-.. L' 管弓（畔ぷ恥投 ふを放ね芍J。 したか｀) l.,及
遠バ核柑直直I、全 1：：：合（t J最尺へ劇車（t,'肴"l I咋知打ほ紅い辛
ぅ lす前心墳心l 定に＇I亨危す 3 ．応 I2 ，力 12 叩叩叫濱令tク名‘"1., ::.. ") 
か叫桓の午でp計考文m· ょが｀ 4 T,._ p—てi月 am如 l::. F ｝；韮i直ぅt yる.., 5ヽり
/-:.,...,、、1. I:::-.., ，，，オ姻叫令 c f吐 L "\.本し＝なうう涅芍紅した。す'1-わて／午
1'Cら叶括 I：か直 5 小）三っ＾ ；扉 l亙見 Nf，曲~ 1flヽ l L,商忍恥豆こめJ I• 

`, pと皐古とが l!.l祈年護兌0-.,斥叫l のケェン lヽ-- 99 らの甲和$, ~緑9
試料紅打酌企邑幸、そも叫隕遺むのそれ e de 'c.し， これt (_I) de.= d1 (lI) 
de. =O  r~ l =-っバ湛令/:.わrf'!. I 更に一崩堪苔，｝冠iてい叩な樟項知 a 音文て
表ょ困ふ K 女導入 L 1.) Na,t阜ず 3 キ爾正式t導ヽた。 二っが知｀f息た廂ルを染 9
知，伎ゥ湛Il 危泣ぶヽいが計埓；と［2 上る、も含辛'c. <.. 5 ̂-1 ｝手匂 ~ •1 毛ので 1滋炉°
ーセントの配＼紐｛扁先J‘ーみグ， これ 11 畔らか{::. J::.速 L た今っt紅•”‘`l "っ＊い毛
武裟の屯低t｀ばなりためであ 3 ヽ灸とうい•辛翁：：かll9 t l 丸 こ。知孜潟す
パ， モデ＇ゾ't. L 1. (.I) し l1I) の中巾た穀定 l._ tc..りあうか 3 =しt試みたo

n．ナ法 （日衿i']遺魔ナ 0試叩 1滋法渥知e t)  os de sd でみ a 't. L 1..) 
de. = ? • d(.1)  

しおヽく。 この戌令，弐知数 1りが｝み烹毎·No, lが‘I-::. :.'1'c. rJ:. :l 171 1.", J'<11知適直t見．
虫ずに（エ， 午でp訂蘇のみt`IE み ;,1I ず，常 Iこ1.f- C[Y 細t如i五I用す 3 こし‘• 

.ll‘ーダゑ 1な｝。すなわぢ／同時 I＝浪I直した牛冗 P 忌t I t立和直mt澄：叩雌
造か 5) f to ~1 "'オ恒"1 r1-［直t:足め 1 イれ｛｀れ却甚幸乙もt琢し｝ ふt-:...,の占柘む
牽の｛直 N(.午てp) し Nhnp-Y)OI ct. 17) T1砂t七たし 5 ^―た．
的C p言t芍{lとつヽヽt屯釦い~N IS l'l.)式によ， 1 が摩tホ l • 

N =凡／e
1 ーを（<=r +Hi-+ I,{社）

(.2) 

8 1ェ全躁遠（：吋すシ炉崩虚叶II和泣リ， ズ 1よ支店腹 I> よ 3 電ナのアテ＝ュエイ
ジョレっ茂ぃ表す舟1.`0)式でよえらか｝。令 H, v< 1iいずれ毛 X よ→ぶf' Gl I匂仕
1.‘｀あ 3 。 手た L3) 式のも？） r Iよいつーれ毛防， NF, IJぃ—＞之（租数ゞ表わェ小 3 。

兄＝弓エロ戸― d)  

2 p 
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4 7[_ r-t（卵昧さt羞父 1:..., 、ヽ-Z 11-1 N I な l'I:)か·tt埠さが 3.

N =地~(I ＋立）（＼ーを）／（ 1-½ パe) t4} 
Nc 沿

X匹鐙'c. l "1. tTJゆ和紐が‘‘みる。
治＝ < tr>. x; (O  

｀＞＝止王 ｢) 
N~ x; 

にJ

x: = ; f・• 2 」(?J
t ...r 1-0(i 

Xe= 差（ G ャ Hx+ K12) 心J

疇＾fi.（よ八‘応』着目q tの）屯II念，｝げし忌日 "'Pー曲匁滋＜心ぅ 5
J看g ＾毛の）れ吋北，ヽJ.,: ~ "> I灯令r年度fn知｀汎 3 。（年）式吋心らいくtr) 13 

和叩t細炉‘あ 3 ．使才， ptt和‘令 N” 同時計嘴叫-'-Ne"' 絲令”‘う毛手位
心t砕牢くも') 3`it埠 2 れ 3 。

“〉＝上． 1 -合＋ Xe 
N~ (I ー各）（メ; +心）

(9) 

こ） t` 
I 五＝合告： + x; (~ -I) (1 0) 

くむ）とく玲 I2, (I) a 3,l lよしn) 吋該 I:. 碁ヽヽ9 1 言t¥ :t小 3 と 3 I”文ヽヶ還，i::.. 1直
にな l a-, 1..“あ 3”‘うモデlv6)訳足か＾乙苔ずあれ 1れ (a-.., （正にな 3 こしが言雌コ
ホ 3 。 9 た／言サ斗0) B e 叫牧 1よ (II)式t.tt¥ 3 れ 3 平t9 P と給tもぇ知各団に＞ t知i
::'c..”‘いt...9 5. 

“p> =亡·(I ーを） ( l ＋舒） 6 ( ll) 

△沿,i, ~る阜、 Yえ泉，な・とぶ内初恥提贋} 9 9 墾同 9令ttか又 I吋ばす 3 積iE:.エ履1.芯り 3 。

△ Xv ＝甘与［（庫邁曾｝t r年 1叫叫）一ふt-1)..-,（如え刃多望 1司玲lt幸t)] (I2) 

直．紐泉 この方しなて． ’‘'Tb，に3Sm J I....Ba-1...OL.心武料 I:.~., t栓討し自錢良，斗

'1C P 言t牧かン心＂斗7C ~ -Y-印奇計恙い渥進（直 9‘ ら，（ユ）式な・とy^l4)式 1:. l:っ,.'1れそ｀’
れ計算 9 れ日崩複令万二っのi直，，北（よ，＼れそ、かれ）心ヒつのf直 I:: 公‘‘’てi I= 
ft 3 。 1印知，［い式カ・よ V` t9) 式1.ヤ~t埠マ小る二手王の手や r と昂もt和初考｀印， 令t-=­
(\9} 式1.ー，tこめられ 3 和3 p螺初和紛令＾ 1a 毛， { t1'I r 直に大い心 ~1-=11-=- t) l:::. 'c.
’‘"稽箕？かた。 2 れぅの乙しか~ I 本が式にょ，1., こ），っ対象ヽし七樟莉叶9,
莉社色吋洵迄ヽ士 1 ％以内 4 精穴1..i:;.な I I 1息 3 ヽらを玲3 かJ.
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核介製生成物がら介筵ざ札る放射淫同位元素の比放射談の吏化

1B8 (JI) 

名ェ試 甲田喜生

（目的） 核分移生成物がら捏体を加えずに化学的方法で今雛ざれた放射，佳同位

元素は無租体（ C 入y r i eY £Tee) と書がれること岱多いが·,ー殴 1~ Iま授雑な核分袋

と光の復の虔変て｀＇姿定同位：体もかなリ生じるのて｀‘悪担依てばな<.. 1 比放射袋 1ま分‘

誼；行なう時刻！＝よつて大中に変化する 化学的介謡ば芦向的に行ったと限定し

，介紅時の比放射袋が｀核介殺足忌予精門：担？てと＂のf兼に変化するか之訂卑によっ
て求めること左目的とした。なち＇，比放射託 1まトレーす実秘や々化牛的分離マ文涅

の限 I＝参考となリうる l, 自然界て“の核分裂生炊？b の行動の推定 1=- {利用て＂きる

と思わがる。

げ法） ~ Io 田放射化や討玲全て•発表した方法と基左的には同じて'•ある 19\~ I 

この発表の燎 I" 出された意見丸取入収） ( 1) 熟中牲手の＄泉束宏度をii- /0'乱／cぷ，兌c
として ('11., J O) 反た l" よる生成枝種の影省乏計第に入れた。 (2) 索手計箪捩
(TO5 BAc.. - 3 千 00) を利用して大きr 分の計算乏行ない計算精度をあゎt二 a (3) 
半漱莉の俎がよリ精度の浜り｛のが払たもt?J 1;): その 1直左入いてきf直し直 l t.。

(4) 時向の範囲 1まこれまて｀＇] ~ /, o oo, o o o 時·向 (I I 4年） to‘ったの左} 0,000, O 00 
り (I, I -1 o 年）まて'‘1~ 延長し 9 ：：の向て｀2. 2 畔兵左とつて計算 l t=,こヒな戸I‘

吏つt=-長て•ある，

元素については前同発表の Rll J z'( J Cs / 1'況 1 Sr 乏計算 L 直すとと丸

！＝莉t二 I=- 九， B:.., L;;.., Nb, Ce, l< Y,  I など名加之t:。核今製の呼
向については前同と同じく祖吟向分裂と 1 年向 I＝わたる介装（長時向分腿）のユ

つの場合 l＝分けて言f第 L t=-。

（イ） 箆時向分殺の場合。母U 1 ク99 ラム原み（ 235 g)か葱ヤ憐手 1=- よって短時向

に今製した K し 目的とする元来王含むすべての壌吏系月lJ左攻出し，各系利tf)最

和のfシ，ミーの王成賀量謙苓製牧年から言t耳し，分翌悛の時向の変化に応じて
表初"1 fンバーから月的とする元釈t1)核穫かへどれた~ lナ生成するか左 B 2,te 況 a1 2 

式によって箪出する。各哨向毎 1: 全系列tl)生戌官量左合計する，この中から放射

性の同位俵のみを麻出し，各吋向苺tf)放射応直五算出し合計する。 この合計直こ

前言己賀曼の合計信で割つて比放射微1直左耳出する｀。 なお＇， 核分襲 I= ;J:つてj棗吏芹、

列の違中の核積か直持·生政するtのか―あるかへ＇すべて茶列の O,5 ス以下tl) i§少な
音な0)て＂魚双した。 • 

0) 長時間 (1 年）分袋の場合。 B 2>.t e 汎紅の式から言秀導して次式左ィ専た。
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Nooj =上［ 1 - 入応心· • ··入J. e―入，T 入（応入4‘ ．．．入j 令T
刃 ·T （応入，）（J\.凸）（入:+-?I.,)•ヽ••(J..j—ん） ー（知入）（心ー知）． 9-• （研入）e 

丸祐ヽ・・・ Aた1

―`"••一（入，内）（いj) ••••（勾バj) e丙 TJ 
T = mmし ヒ l, 瓦，入ュ·ーぶjに各系列内の核種の壊吏定表左入.j,\_J ti。1.'" lt t'1 

系列の牧量左入れて計耳すると系列"'j番旦の核確が丁度 I,;-- 向の核介殺左終っ

た明旬 1：：生蚊している賀量か＾出る。目的とする元緊 I"- 至るまて＂の系列の全核種 1-::

ついてこの言t蔦名行ない，続いて時恒1 の従化』とともJ,:こ払らの各核種かし目的と

する元素の核檀が｀｀どれだけ主炊するかを 13 a te 如以の式によつて計算し， これ； ｣ 

すべて集計する。以使 1ま短時旬分製のときと同じ方法て＇‘比放射能左算出する。

（結果）前回発表した 5 核穆の比放射餞 1ま今回，電手計庫狂乏用い＇手戎茎月←一

粁耳式、｛吏こたに均わしす,. Cs 以外 1ま実 r条J:._前回と全＜吏らない結果が・｛昇られた。

ヤ，｝生手吸］炉とる C5 の比放射託の変化~はがなリ大き<.,牽大 I o 冗程度，，噌

大ぶある，：：のため長呼旬分製の生汲勃）の方が滋時旬分裟の｛のよ｀J I,000 時·向

ぼ：＝はあぃ比放射條玄示す， 3,0oo,ooo時同久て. It再ひ咽釦3寺向分製"" {のの方瓦甚

’` 1直£与える。か本的，：： ＼ま '37 C s の占める役割 bゞ最t大きく, 30 u/~ 前笈の

比放射笈の軌旬がきわあて長、＇。

今曰約たに計篤＼た元素の中 1: I ま（-n, I a) 反応によつて比放射捉が湘頂負，＝な
る程委iしするも"'1 1古栗．かった、 前因と同じく結果 1文両対数グヲフ.l:. 1"- 記示した．

Tc については分稜使 I, ooo 時向まて‘'1ま"”'丁c ぷ大許分であリ 紐特向分啜0)

湯合ば MC i ＾紅；／q- I 長時的分裂の場合はド c: ／『翫復の大ぎ＇ぃ直こ示すがJ
J, o o o 時旬以 1文て．、は両者とt "Tc が主とな，｝ノ長ぃ勘向 7'))(c~ ／『の 1＇直なとる、

Ce 1;t短時向 II MC しから，長時旬 1ま K C,9 /f力‘しなた→しかな起伏｀の階段i犬 I= 減

少‘して LP き， 7 万 9寺向（的i年）後 l= Ci /fな也），｝ I :i~ 2 0 万哨固て＂だぷ／fを

釦l.... て｛尽下してしまう

Kr は主と＼て 35 k ；による約 I OO  Ci /fバ籾応! oo~100, 000 府向と長吋
釦免く，， 了は短吋向分裂ては Io M ct」”‘t I 長詩店］ 1ま Io kc灼の折バ 3
っの大きい溶段状左示して減少してゆく。 Nb Iま 2 つの大き 11 洛段状左なして

如｀し 1 / 0 万時向以前 12 ほとんど減衰してしまう，

L ;i,.'¥. 2 つの溶没杖｀ I= 減裟 L て＼？くかー1 1也と翼なる17> Iま短時向今応場合，

呼0Ba →外0La の生蚊，，影官て 40~300 時応向で 1な時向の急全過 l＝よつてみヽ

之って比汝糸げとかサ曾大していることて．、ある”gr ぢ）比放射含乏か｀極大左示す。贔繹

2 つの／分裂のものも 1 万リ寺向までにほと人し翼衰 l てしまう。

B.a ¥;t 3 つの大ぎぃ惜段状左示して滋蒙する応，姦佼のf芦段＼ま 131c s 竺ら 13`
竺，3 ワ!'>;,. l：：よる｛のて• 137.,,. B入の半減其月岱短かいのて｀＇実用的な意おばf、さ

＼ヽと芸ぇられる。
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低濃度ウランーア］しミニウム合金中の
1 B 9 呵（四，f）枝今屎吃惰程

源研） O ,f左 1白正克・石森富這F

枝今製克 (F.F.) っ全届叶這程 II WiJC\.'j-らにより，また全属 AL五詞 IJ,
恥on枷他により，祥しく躙べられた。 l かし，1J -Al 令金中＾叡桓 1こつ＇｀て 1I
I~ とんどが克されて II な，．。 本厨..ば， u-Aし令金ヤ＾稲柱と1J濃度引司係 E
輝式とi t 1是払す 3 。
直］厚 I、クーゲットと厚いキャサーの杞去王採用：ター庄，a｝ (T) ぼ令全姑王
1 x 2 cn l：：：切りとり使用； キャ年 (C) 巧よびブランク箔 (B) 11 5. 、~* 0,0 f"び幻
の市薮 AL 箔 k J.tベ・ 6 に 1こ切りヒ ’9 伎用した。箔原 II 望量～面積法ならひ．． l::: マイク
ロメーター；去？万刷庄したC 矛ー泉 1こ丁 "v濃度と笙患こ示す． T , C. Z• よび9 B さク
ーゲ．．，卜篤合困：：： ＜壮あIf, JRR-2 手 r: II -3 直射 l 氏畷射後遺料こ 1 日
叫這却｀したへち，＇IY,’’z, 9 ,!1。,,1.1.Te,'"" Ba ~＇ょ戸1(e "'6 枝捜こ放記t学分祈
':: I り足骨 l た：

クーゲ．．，卜杭令伸を解体し， T， C 1,·よが B"'3 、つに分げ， ビ中ぞれと戌¢ぇ
棄逗体各数十，，，，！を合を H（じ即0渇醍1こ落薪丁る。 H1SO~ t加え r 得られ a Bび0匹
如悼碩液て．＂し知醸t孟 1.:: かえ T=· "'Iラ学；去て．．＂し痢定した。 BaSO4 のろ液
這涸法f H(L 疼液 1こ変え， H.l.to3 と溢酸とド｀ラジンを用｀、 Te E 金属 I豆逗元i...て今
葎，精嬰濱浪屯 Te t7Jろ液9ヽら Y, Ce 1,·ょが叩這ft物として口，
TBf-HNO3 系 L• よび一Hcl 祀象媚抽伝こ｝］月しれ相五今育，精製さ行｀＇，そ小ぞれ
判定し r= 。 Mo11 ＊醸化物っ這知．ら硫1ヒ物として今蘭精製役測定した。
国鰈ll 量·レーシ3ンカウンクー，ぶり弁 Iレ歿店い祈落て••9 9/Y9履痕 1エ

がスフローカウンクーて”行.,た.

オ1長 9名濱0) 1l 濱度と房さ

w9。可い mt/cm~

0.0搾北磁 o.011to.00031 ~33.6 112紅 3

4.66:!:0.02 0二55t o.002 28.82t0．羽 106.512.3
2~.~it o.62.I ~3.0t Z.3 

16.20tO.f412.件:!:0.0.Z.~訊唸 102士 1.4

2oA5士0.14-12.7~!0.Dl
53.4t.2 .011'1~.013. 
玲gt. 2.011io 土 5

1.0 t , 

0.午F・-=.-.--•一•つ！←一•一•一•7戸4
• _1ー·_....—I— I I— 
。。.01 0.05 0.2 1.o d 

1" 1 図甘-AL合全中の F.F．吋硲程
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わし表 可— Al 合金中の F. 'Ii.の丞程（吋／c記）

モ IL染ざ駅 91 95 99 132 140 141 比の平討3)

゜
1) 4お士0.02 391土0.02 3.86士 0.01 3 31 土0.02 2.99:!:0.01 2.33出0.01 0.%2 土 0.006

0. 55!.0.002 4.10 土 0.1s 3.'13:!:.o.6~ 4.1010.13 3. 65士0.09 ~.43士0．ら 3.39土0.10 0.3t紅0．022

2．件10.o2 4.6st o．ぉ 444士0．町 3.9位： 0.06 3. '19土 0.4i 3..24:t0.06 3.19士 0.11 0.393:!:0. 017 

1.7i.ｱ.O.o2 4月3土0.17 4..Z6土 0.4i 3.90:::!:0.f4 3.6紅o.o; 3.1'1土0.1s 2.99:l:.o.25 0.387土0.023

100 
2) 

10-17t. 0.0牛 10.11土0.03 10.63:t0.02 9.29士0.02. 3．科士0.0~ 8.27:!:.0.01 1.000 

4) J. I"q.Nud. (km．益 1324“3) 2) 叫S.Rev．卑 447“‘4) 3) 金屈日中の1直と咄比

［結果と考条］ 化苧牧辛， edfe effectおよひ．． Iメ字によりブ｀ランクt祥iさし r：：：のち，
餌戎 R= 2. wA~·(Ac 心）·/ f用 I9 鱈(R) さ茸払i...た。 :: ` 1=-, W I J'クーケ•；ット
厚； AC,AT はそ小四がれ C ょ·よ 1/T 吠放射能殆虔て．、ある。 得られた桔果；；了乙表1-: 示す。
o.o 1 f加ほ 1T "')合金て．．ぽ 7．．ランク祠を、力；｀尺ぎ可 r 尺で干あられrr 力•.,た． ＝つよ

うな場合に 1這あ繁縮ウランt伎甲すう地が；•石る。
填全島 X と Y 中の褪程の比 1工， Bohr"! 式に基．→． <Ni必がヮ省略武｀て．．牛えられ 3 : 

Rx • R;'= (Ax-• A芦）・（広・ば）ち (I) 

ミヽに， A と z,這金厖り原が音，すなわち加室平功賃ナ数， ぢよび原子番号。
すて， V-Aし合金 1こゥ，、て，加宦和5 貿董敷，加室和9原子吝号と (I)式に入れて

よ II と仮定する。 メゎol灯令I：：工、 1 て，布菟 l°J; (I-内 A41”<Aァ r 1を帝 II(9-4)かZ/T

となるのて．．， 上記合金中ならが l：：金属す中の稲程， R と Ru, の比は(2.)とな 3 。

R ·• R;'= { A Ai A;'+ <)((1 -AA,・心＇汁•{zぷぢ＋ IX (f-Z,41·Z判―片 (z) 

一方➔ ぇぇ童金扁中の FE の希程 l工 FF.が賃量数 1= ほとんど旅存しない (Pa"゜吐心）つ
ざ，金属す中の釦程?.!J(1-./,'c(呼直） t1.000 とi..て 1号たり桂挫に対する夕知 1直こ，
各狸合金：：．、と 1二平均した。矛ぇ表参照。 心値 lェ？伍non1,｀ルガ、刃J用した。

:i' 1 図 A I：：示すように，（2）弐っ計算位と実瞼湿 11 一致しな II '/It， 両君 1:r函し万7
1 7゜の喪ィヒをして II うよう！く見える。 そ二て．．，年ね貞f t ;2 甜 9 よう！＝神入し尼

R•R芦., f・｝伍心＇＋~ (1古ぶ）｝ •伍•祐't d (1 -ZAr写）戸 (3) 

(2戌｀咋算f亙と虹絵応遠 9、~ f { o(這ぷ：として求め 3 と：
f =,. 6 l, -o.6 6 ol （ク）

(3 ）式 I：：(4..成さ入れて計算 l f=舘果豆i圏 B ，こ示す。園から呵ら h、なよう l.::,

疇 B と実陰直）1 ， 子ずぅず←数を示すつて", 。 ~20唸万のかAL 令全十。EE
バ鰈l°t (3) ，（し）式‘t導出し盆 3 もっと考iる．
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1 B 1 o F1ss1D?L 丁faeヒ辺：：よるヽウランが芝量

目的｀

（酌請．”炉） ゜橋本哲尺岩叩勾
（三升石ぅ町碍注¥.) 杯王春

紅ウランり定量 Iか核外電3証みりり差晏が甲いるもりと，寝いもり叶護
5 弔，．るも 0 と 1:::- 入別さラる。節為と。し之 室量ぅと．［涯ぅえ．生芝冦洪｀哀＜汀究
2 紅ぶり、牧呑とし乙ウウン自身やい姓澤祖冴枚紅骰叶直するもりや，手
戸r匡 l：：：ずる放取に合和駅ぁザらド§ い可＇ ~I::. 和いても土嶺『 9‘‘ーグーと
停昨めに m領え和亨mrぶわ応、ご（す「よらす＇ケ rふかうす‘•あんどう「に準
紅が,i‘吉巧，応o.:: =)這べる翫i｀「？峠 l津秤 I：：ヽ万填 0 鵡養巧
にい＜麟そあり｀民こ疇繕11_ 1ゅ炉吋枚扉合羽ハ d｀ぅ畔詞
叩りも受巧．序喪凡：：： I3 ．二れずをい定量釦汀最も供壷りウラ以慕出さ
芝む 3 応ふる。平邦資遭｀が乎茂的ぅン伍迂りること L 約と豆る
豆、宕厄衿料柑叶ぷ'A‘ 心｀落疲訊叩叩、検置練fF翠可趙訊｀朽樟度，ゃ寿
知と丁¢吐り朽い仄芍宥え希と斗·られる卜りウムqそ渭厄餌ベギ虹
話知も上に．いくつかq得凋蒻や門につい之：：，，大弦、ム飼‘う｀伶汀虹喪られ
戸欣渥と比料T=-、
が公

参 2)~沢Q宋りカー未ネート穏 l：：：直径 5h氏］克乙ぶヶ、 ニ+'- I:: り＇＝ー）レ）弔急•
届剤こ• 四罫闘芥q白昏:-£ItL 1ヂ｀ t＂ 19 ー Ii.-在）石＜っフしア＝q梵峰） 10~"衿ネ
飩‘粁己入心汀誘芝り不°りカー本｀手ートバ• F とし・全芥乙セ臣万ンテーフ゜ぐ、と
らたもりと．莉和—吐E 切団アレスと甲い乙 l1> to.,,_ /0.2心 n 加戸力とで
へO L...、’／卜it l＝した布 A 5 咋訊｀担t T：：：．袴碕呵｀叶.!:. l 之）1''峯えに似直
応もつもりと L 之｀市真長qシりカデ）しとメ）、ラ羨、全て·ユデ況らに臥下 1：：：細かく
し，：：：：い：： 託いふ諏凸＝這止し呼．込？屯単燦倭再仄｀桑含反·可せ＇’
合屯、うラン E t) -l::.合庁ごせ戸も介 5 甲ぃ匡
知彗I疇此り疇ウラ＝）レ袴浪(7厄翡畷翁） 5 向い：：：釘酌
心 E 困払見、入、和 1込叫以下令い管：：：：と I) 二り輝違母q木爪

lf§が 7兄M) 這 h ，平 9 .:r.令レン 7戸カロ知知‘ガ村同ひざう疇じ，
二戸恒’｀床r祝‘栄］ら芦，
叫号鯉和註U R 受麟召Trじ T＝紅わ知ふ迂杖覆‘し，厄弄峠堪℃膀哀
2 で戸あと. ~I麦舟q名序rt:魯処涅屯 ＃名フッfe?K 告蒻で窒溢 1：：：てゴ百印q介
缶可 TJ LA 了::.そ＝か）＜ゃ涜＊こ舅泣怜まし、乾謝鑓岱錢翌むぅ， Trqek
皐虹李め、叶応とウぅン令量り由係て平‘あT(".. 
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鐸： TY＾ck 虹（f)とウラン混念に）［村犬式‘1-= か 1) ふうわこ卜る。

PｷI 

P2 

P3 

J = C•甕 •I135・ん• ;.  e. I: '1L(E)¢(E湛·=: B'C ·l危t
：：：ニさば。．｀ア平か‘ド出ぼ凡パウランqモル窒量 I I'3女 235汀q
一互比ん唸皆直表，だ：加-C._k臼玉奔． e,` 闘洟哩仔駐
亨）柊箪門謬束ノヶ（f):霰鐸繹新面積／ B．'定敦礼
麟戸呆，恥詫栢m び b ．：：：いからもわかる A‘ う［：：f弓
戸疇創｝之仏 3がら策捻罰界浪謬荘手令弓符
ぃ戸 l戸浪滋士がシうン 0 庭長が可応 r『る。
咤誇這 I) ,J舟ら只砂五了v砕湿慰伐戸吋-f3りも知了、
了9 ?-l ［すシリカデ‘ルm （二 a 於ネ l:: 0 ユ F胚りウラ→図紅
戸以た）にウラン＆牛4pp汎，令 1で詮が叶かう舟ら h店もりをtう
-Ta T厄い勺f e 手｀し Z げ（咋x 応／c心，↑四ass 立も 4 2、冷 x
心／心）衿ネとq了すで宇いも含ぅ玉と朽e55 l 疇 U る万寇と
祠穴差和狂＼，いz,.疇直和衿託q”と向い｝う
年とっ T：：゜：：：ハ渇，令和和虹戸り占食兒応砂0Wj q脊ヂ
c 冠fP I豆塁緬t>,＜し E. 裸嘩祝｀秤につい z ~ c'方ぅ囚こ応やし
怜外国和2... th.戸 l：：：沖らい以るデーダーと枕薮心戸八
が Ta丸 I::. 因ザて戸、 二鯰う玲らかかか ?Iぐ 7恥厖亭ion
TレO\c.. k ぅい証りー欧謬込

心ぷ傘、か量↑占合，予闘Z わいよ?/汀―表代、＇鐸和 I~—さ万＼ l
圧紐qぶら「§年かも aI7 支られ「§ひと：：：ろがう同計祠‘朽 ，令も一忠希料げ戸麟q -mm如砕袢外も仇ざり塔易 I二‘シぅ｀、噴
往心るが疫O 'f'応紗勢戊柑 2.ll戸砂ぅン［すコ刃臼叫向 ET [ 
蔚沿夜疇恥で内戸忌疇。p-2 が日I) I：：：：否げ 3 分浚内蛭年讀、
今さ訳弓か‘§いう炉1鑓：合に付落 l 戸日に知ウうン］斜斗られる。卜り
ウムJ彰誓パ？~-3 er 渤令、ウ乞ンい還量ぅね入し之 l\ 之も下哄蓉叫覧程度勅ヘ
之< 3 I：：可了‘‘戸． P-9IB釦疇応ぉバ奇江戸：）5s;/)n砧ゎ紐ぃ加·い．麟ぶ
かい。
I 

Sぃmp北e

A6rV-I 

J B-1 
'BC..R.-I 

Er.s P -I 
G.  2 
J合ー）

T~.,.ks( ppm)! 0fRer ぃo油(pp~

2.3) 225'1,q ,2IぶぷH 2.oべ* 2.r~ 
I'8 Iｷ I.l?.. 1!;/ 
1. r I 1.s, 1.81,., l唸， 1 ，7…
1.9 I l. 7 外， I ，80? l. 8“ヤ
2.2. [ 2.J*, 2.16: /.G4~ 2.1“怜
L I. 3.2 (ste1v)I 3.3 "'* 
ふk ャ u'[, 必号— 79 -
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1 B 1 1 
プラスうッグ傘躊、検虫器の特性とその応咀

（全及大毀） 。杉哺令蛉、中ゐ巷蔽上正i言

痴お租踪検出器として｛恙来雲卦や力‘‘ラス1ふど｀力‘⑨ヽ）られ，核分裂庁の検虹使
わ軋て、） （：：：。最逝で｀ば祠々の絶縁性物憧であるプ゜ラステック（ニト）認）凶久アセテ
づ輝nー又，ポリカーボ｀ネート）も①ヽ＞ら心るように 1ふ 9 I 核令製庁だけで‘fi （以昧立
手のよう Tむ怪粒うまでも検坐されるよう）こなった。その珠改姓~ 1Jと‘這するつ゜

ラステッグの検倣惑度 la つ゜ラ又テッグの種類しより臭 1a,リ／忠fく）司じ棧姜負のデラ
ステックでもキオ貿 l~ よって臭 rJ ~. ~ら 1(.~ Jt 1 tエッテング'1試森 1(. ふっても文芝
這石され；。やこで棧々のセル日イド｀万）レム（二ぃn セ）レ D-:ス＋誨うJ'う）も主
とし／改粒うのエ手）レギー，エッテング＇咲刈エッうング＇‘のラ晟度 1ぶじ＇の麦化り芹
うそれらの栓釦落の特牲と調べるととも IC. I その応®しして(-r1以）反認核令
裂 K1半う以来主うの検歩ゃ考疲中 d放射炉栓庶定量 rふと’t行 Tい［く。

将l生（打賃 Etchh" 条件）の検討
”立令8忍射のセ 1レ日朴ドカ）レム）i 6N N瓜OH で•エッテすシ。 その観勢刈遁 l心n7-

フo E)よるが表面も氷で放らすかしノ通忍汀衝荻鏡で行浴、3, d柱うにつヽアて奴¢)
諸、さ、ふ検討した。
CD．吟効練源もマイラーt )91 0)ぶう 1：：しノセ lレ 0~ ド'9C穆
々のエえルギーの吠柱きしあてノ入射耳)Vギ｀ーのキ恥達又．
よる1.ッうング哨令りの変化」）こ伴う飛鉢の消長と調へv る。

⑦．空気圧の連純麦化 (Or---64-cl/ll. Hi/24Ar) 日セルロイド
プィ）レムの定逗度務勤（約／，釦ッ／24h) によリJ彰約
註｝レギーの以粒き（吹碍琢）もスリ、ソ}-- (0,31111t1) C, 
起，各肴i/J)セ）レ nび（為筏ぶ青 1~ ど）やもの
アラステック（ネ、 9カーボ冷ート）アセテ4セルロース）にあて／
麟、形成畔い（図 2) とそれらの挺度を詞べる。
①．いの⑨と）司じ装量も使…以柱手のエ斗ルギ'-口善当）＜
痰達しセルロイド｀にあて、各科の入射エりや l＜対すうエ
`‘)知グ'i寺間の変化に伴う魚詠の直径や牧の変化との閑係
を祠ぺう。締果 l3)2) 3K ,if'.、す。またセ Iレ叫ド（葱，色逢哨）
匂身の1.ッテ叩‘'速度ltその複董威よリ 50゜C でQ叶／叫ルであっ r：：：。
＠．水 lこよ迂釦＄旦暉した逹績ェ斗）レギーの改粒3 (祉,A仇水弗吸）と（利ヽ） L セ

祠1~后;:N』贔笥
5.0 1!1n 1.2 買 \03cl p;'

+ (0.-1112) 
---)? 10-...,. 
タ、、4

喜冗霜 I
蘭2 50ーc 3闘ぁテ

□
口
昭

ご
識
？

5

必
f
"
"
が
｛

t
心
漆
；3

胃
]
]
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)Vn イドに対すう砂うング'9寺蘭ゃエッテンゲのラ忍 軋 3
知麟の重径との関糸と祠べ＇る。 (}<°’

⑤．各穏デラステッグの 14-MeV 守洸曳、射 I<:. ふ 3 Tん
叫汀文今裂 l＜対すぅ盤跨形成汀涌べ＇ rこ。こ
の廃セ Iレn イドカルム l~ネ亥分裂片菰跡、Eげて"↑らく
灯｝ぅに似、［：：：幕蒻、とも形巖すう。ミれ Lac 0) 
屈心まf::- LI- /2C （四れ') 3 改反応）＜ようも

のと考とられ；ので＇＇，宇呼犀も會）豆と
セルロイド＇との間！オ昼々の攻数のマイラー吸収体
を ll 之しで‘\4Mふ「中性き＆忍恥臼さなった。な
ぉミの和葛渇、ざ炊慕ャ水氏r で＇しJ. 1 iとんど兄ら炉ふガ‘.,f-:,。

エッテング寺問

/60今
115 

; 10/\40分i 5。ロ
エネJレギ‘—

応（令： Flss)⑰応c,k I＜対する）応餅濱略
の．i4凶V命l琵麟装習の＼日リの逸がい束か分布測定
特l此®(l)ようi（セ）レn イド｀音身音持速之池合）＜筵じ＇
るのでりこれも利紺する。その詩泉の一軒豆砲丹
K よぷ甘笈｝玩仄咸呟の結果し比鼓して）図 4 I< 示す。

⑦．天然砂改放身祁本の今砂刹定
セ lレロイドとうラニがり碍庁 I＜翠着しJ iうラシの令
和繕彗い。
⑤嘉液炉汎放射体遠麟量
訊環支炉芦0) 0.5M嘉う酸蒋浚と俗ヽ）／ぅ夏桑呼
蘭を這当 l←麦.i, I セ 1レ叫ド＇の希表中で＇のぺ莉合）こ
対すぅ恩度も痢定すう。

(^ IOB げぶ）反応 lごよう才、ウ素量0)言菜位）
2 種IJ)環度の本）う素入リヌ恥レス頷（東芝製） K 
そ軋汀 0~ 2 技豆 1 う一t liこんで＇宅）レ 01 ドも
恣着こも，立文原う炒でネ童々の峙閉り中此只、忍射
這 rふヽ）その本ウ素量t検鉗し［：： c 他Jこォ、ク眩咤
リテァ虔合直ヽ）て糸き迂朽止ぅ親村とし rぺ浩采多荻の匁狂悉躇も複澤した。
一方 14M釘＼わ性うの楊令セルロイド自身0:、 B紐心が多す芝＇うので＇）炉⑳しのパラ
プ4 ン＇も量芝 l4M勾屯1,甘きむ成達，t rこ詩，告泉／‘不う綬 I乙つヽ）て B紐吐の/. 3 渇ノリ
テァ蚕牙 Iくつヽ）て l、 2 倍と、ァう桑頁心藉虞＇グに。
⑤.Fi ssi紐曰心笠改粒う汀鯰
各穏ずうスデ、yクも用ヽ） l ヽ忍着 Iうぅンしの間 1＜マ化ラー吸収沐もし3 ごみ原紅アで、わl叱
紅註也，技今製片tがヲーで＇力、y卜しウラン0)手亥令槃のf原 Iく生じうび柱3- /J) 
技出、も祝分「::..

)114 
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＂唸e の土穀と 77As の準伍ズペ 7 卜 IV
l B 1 2 

京大ユ研 面明太・降魚ーゅ・中評、弘直・ 0/7ヽ（ら1差姻・ 1司4)A 、｛え

芦 I夕ぶ．J知V 皐危炭淑釦只（手政謝 0. f江介）の面夜乙けなヽヽt'l%渇紅7、
勺トル 9 改役を行なフ底渇：蘇グ知隼位スペ 1 卜 lパ封協I31 遥討 l 叶迄
県， 17Aパが＇もんだ校で’虜｝ ::: z ク‘"予想さ* J. 

L) i綿， P昴釦魚か這紋心彗
哨綱度f3. t5% q 7袋釦騎ネ I(}況1 さ }(uR • Pn寸で l 介すた 1す Z紅知·iた
戌，乙cc- G-ぷl i)I固体枝出器—..;.(J1} c.f P ff A て“y祷！頂戌し 9 7'111f(jehI しっ l 練l:レ
て 3 3 に報告しk..i.Z)ばなも Z/~、¢辰V 'I線0) Iすかに 乙／t，“叫／ I続に対し I. i 7
f93 危it否 b, バ紅託V't牌g柊出レたっ｀の表安（//. J叩蘭）かし予辺
さ哨J他q了緯 I: 1 ざク． 12I 今 1 バ分）i校虫 3 it;ず、｀れ； ］糸襲、度の，庁長 1鮫か
しヽ＼イ＇代の立 3 呻火外りi綜の分政比 b.IO 女よリ Iす Ii 3,h‘k il、か I 二とが＇や／胡
衣，，

'7”Ge kヽら 17Asへ 0 ，合印慕足号に対す,J 2／ぷ§如げ綿の収青比で77伝の 23吐eV
虚｝訊、民の八長i'則史かこt z 句， 1 ， 2ばと II) /igき吊た。こっ岨Ji吋liJ.f譴う紐
tい善た/J,Z7 :t 9. 93 と非兎 Iて 3 、: -,~して、 1 .J。
戸 0 ~Ii庄かt 77芦漢没に炉'<各凄可わ・釦紅ことして、

和：： 9．?J, £工T.::./. I 7 ，知．3 j.::.兄伍、Jce ：：ク．J7 ，ら、；J =ク． 22，ど17社I= ?99よ
さ哨た。

乙） ［ 14ぷ如Va 紺、q訊戸（T，
'17mGe .t悽受のi卸11 たかし，よ／り紅如v. t楳·5 77．如坦，日疇ょ釦J占ヽまた）i

z！謬 keV 卑仕 Iて記 3 b、0)、 l ずれかで＇あj ：：心＂予想3 小｝・ミIJ)ことを品シ
冠すぅ知立ぅ 7亥岨／ハ戸 Ku J~、 Pn-3 て＇乙グ分烹射し，みなよ応しi)-
ギ'.`5'応百！），即紐！促を行なった。凡紅如V y嘉す和—仔心に九 1v-t·'ー尻
和が続，で 1司呼和殺さとったとぅ蒻葱 I: 屁I炉 13 れ！りe-23 i kふ］エ匁y吋’’—礼国
ぉJ -{;.＂咆qエ不 l召＇1- 底呵て'·,t希恩！iりさが、なか 7 1-: &，司祐和名年たつ｀ l て克．和＇］な
穏む千なヽヽ／ ／？臼知l 澤贔虹｀我尋各ち，弓紅/'!、 7知V O,界か"/7千，t k-ev
彰恥括うて、＇J.::て少’'ギIフ乞

J)、-1牛夕 K討準．{!. II)スビ‘/
- 82 -



咽．5 keV 専位への 71"'丘e ガ＇よの戸免要tJ/今ft位
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7゜ログテ ACL S m計箪様I\ D しうい‘｀裔秤祈して 77叫q-e.及び＇ 77鱈e の生鮫量
ぃりあた。 こ遣 1 1. l 1.'t-豆声励印暉豆 1 尻に示す。
3) びH/《しのエネ Iレギーにょ否愛1t..研 2匹、哀す。一緞 l:..1`' ぅうンドり断
疇げぶ？イ‘／マーよ 1} 記ヽ\のぶ普 沖
ふぁ3 次｀ミの場合は疇 lュ 9呑とんど
羨叫色ヽ l 。 W以ke等，t.いホば‘6H／丘
はエネ Iレや一叩傍加とこもに噌 /)12- ~ 
エネ lレ硲—函心噂戸こ（冗い及
応“H／紅遣I：：一致すふと 2、つて、 l
るか、 7下（4l f)麟の鳩令 Itエネ
叫‘- 11.-よ 3 匂ぃ賽 lJほこんど‘
みゾうかず｀輝0)エネ Iレや｀ー範肛‘`
1まほゞ合準1 であって，（凡り麟
の和／ふの定約たも I} ゞ<.~ I曰恥。
また現在凩村の 1゜かり‘｀うム 1 1..-と｀ 1 

凶叱勺q様作 Iしよるアイ｀戊一の
浙面和紐f直こfィ、I ~づい再現
碕葛を行うて、ヽらので｀げ誌果との
疇い屯行いた＼l 。
猫翫回這知澤試論紅‘、 7l,丘e
の重陽子及応這走l叫数1こつヽ 9
て怒表L図ハさゞ凶れ）麟疇カ
起叫違i重ぃ渇応‘‘あるづぅ そ
れ 1;;,77 Asの料知 Ii岐氏が小さく
応1(Tl) 17)測定 1‘ヽ＼炉‘A$ が、かけ
炉度 Itヤす、、 T1...めの事没免であろ
ぅ口推i裔I.. t1...ぶ今回 6-e (Li)鯰慕
で‘76q-e trあ玖た豆fヵ起叫紅1剣
定L 直 L t1...IT)て｀｀ V 叶諄む印 l図
に示す。（rJ I 'I'\,）及足は現在手1.｀｀の
多くの虔稔t応｀ー（正弗に差代を
示 L 'lヽ l る。 汁の他tTJ 7,1...た 1ま代｛
鐸屯l l 瓜1 で使1 定＼ 71..t q t 1な
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ぅナ 4 -17)，~正行机匝') ~パ訃゜
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1Bl4 
も夜段厄 1::- ぷぅ粒喝l知爪庄 nえん

f̀ 1り［．rt. iじ． I幻好 8, ｰ l圧 1名氏吃

和手哀：：叩渇切れ、）瞑 l”‘3f 3 れ 3 釦凶成 1::. /')―・）る研況，5, 忍□ (`` t了タ
われ 2 いる。校、f如禾生灼疋 lク紐訂紡紐リ祗、ヽt辺直した研呪も，1（ 9 <.. 

か 1 巾 z `’3 。 札む•口ま戎 [C の研沢 lシよ＇） ，拍 9名f只、．）二つ、， 2, 令 1 了ッつ゜
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起レた戌の梨3f釦·与雙t知 3 拿をクf "̂ O‘') 1:::, り 3 ， 舒ら， 5ん~//切采々，後
多の_paiたi,tfじが、森のj慮｝＂臼;- l シつヽI z.｀囁報tりえ 3 . 
往む口多菟叱 Ij,励起秩 9‘ ら 核弓々光子沃虫後そどか拒径． 9,司じ z·· ，，っ 2
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2 B 1 6 知月にお Iうヵ反狭唸r ヒエタンとの反応

（原貨） 立叶叱見 k 久i訂を、& !I\勝欲

叩： 鱈 lくり）き続き［． T. 凜麦によ I) 庄介＇る 8°B.,. の反応苫・らHは反応籾
胤ヒして (i)--‘沢反応庄紋物の分硼反応 ⑨毛デしーター効果と掲べた。蒋 l<
置換反応、生紋物 C坤咄{7) -分手分解反応4．そ訊 l：：より庄研｀カブう □ ントし
疇K 歪応麟する疇Brl の反応這し研幻｝こしを目的にした。
虔琥： 文？内惑射した Br2.米ヒ反応初胤らHb. 条濯］籾と稟洛つインに ~I) かう久了
ンブo lしに入汎．特所 1-::. 孜沼後．うジ 1 ヵ‘‘ズ 7 日マtグう 1 4 ーによ I) I分耕し K 。
沢印履l}従しな、④金蚤届〗瓜マイうー膜．⑥象3~ I 、 I mしのがうス政を也し．
吃れそ胤Gi M 刀うンダーにJ I) 行った．
囀：考緊: l乳 1. ]_に梗弘恩④，⑥区用、、た場合めうジ 1 1J‘•ス 7 0 マトグう
ムを柔オ。®と用いた場合稚々庄欧籾ャゞ観魚さ爪み岱、⑨を用ヽ＼ K 偽令． CH品
、ら HsBr. CH2.BY2 C?汁である、沢 K _...史還人翌射 By;_'I:に未照射· Bri 1.ftO え．ス
ガベ‘／ジX - tJJ効果と潤べた。＠さ応這今 CH38r は、 Bら 2 ?n?rl, r---- (Oc汎Hg
直目で、ほぼ一定であリ 条庄成籾と CHぅ Br に対すうtヒとして求めて汁うじ
CH追t'2 I ず（i lg‘—走．他の庄紋籾 1j Br.zとともに急嗽、lご威ク］う。 （ Cュ H夕B冗H3Br
1ま．ぽ P‘ ら 0.8 に改ゥ） ®も用 "'k t易今らHsBr/CHぅ Br-. CH :z. Brヅ9CH函ともに 1呑ほ｀‘

ー喪t r戸．
lioBr の e；砿ば、 2 、 o MeV. ~2BY'(1J e一洲松 1ま． 044 MeV でありー がラス中の庫

祖まそ小啓u\.. 4.1 へう、 2 '111吼、 0 、 b4~o. 5"洲悦であう。従って、欣弦忍G)で後l走
さい⑧疇恨さl-1\. rふ、ヽ庄餃初は、主ヒしてl?2Br1:::よ l) 様諏さ八たも(}) t考えられ
う。こい咤渭麟紅加）うち、主欲IJJ"'で、あみら出喝、 (CHュ '(2砂）2 #/生成
磯ヒして知さうに汚えられる．

I)、“`虹朕．一敬 1く光疇麟：：：さう／＼口炉‘‘／象弓 l°J.涙尋素ぶリ H
保子芯弓1 さ応こヒ 1まさく戻U ウれてあ‘l) 同様 l::::.

ら H6 i" !/()BY---—→ C叫•+ H印Br I) 

屯じた訊5 ・ラ多｀ガル 1ま
ら出・ヤ ”BrBr -—• C.2.Hs12Br t Brｷ 2) 

2). (CH品r)2 (l)庄灰 1-j".ホット反応 1-: より庄じたら出 Br来が一郡悌 lか手的 1 -:.i;か
祠弟してし＝ C と生すろ。

ら H !i )?OBゞ―--→いしt H 咤r 3) 

C = c-t nBrBr → CH2呵松•CH2Br 4) 
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(80況 BrBr. 80 Br-Br ヒし＝しの反応 1な．＞哭の桑 Iミざ l) 危底し行くてヤよ、＼。

詞s虹因 Id) プいて起~ I. T. 反応によ！） ：：：の汎てしまう，＠、 C叫廿・ヤ

巧r Br の反応 1 す． 門゜翫の濃度． 辛裁筋の設点J:. 1J亜視見をきる。 ) 
今 CH2r213r• し出 Br-の生氏痰構を式ろ）． 4）の汁ヒ仮走］うじ？OBr 、 12Br の計
鱈魯を考えて、らHb ヤ8'oBげ→らH5li'°Br 禾t H{!) 反応まp‘r3lJ o 収年（数奢
芦）で起 1) 、 その謬／かは 10 ― II心c以内に 1承とんど乃碍争しているこにに打｀る，叉
同様に 1) の反応も P‘T31) の収李で起，ていうこにに rふろ。緒湖ヒし1..、反猿T ヒ
ら出の反応のt易，合ヒ l乱様に、 .,0Br t Cュ出にあ‘\T う主衣／~\まぬBr の水素引さ板き
反応戎：水長置房り反応であううヒ思印訊う。

①、ゾ

1200 

800 
一
u
n
o
u
400 

后9.I 
CH3Bt 
EtBr 

56621::..,.,5 
iso-PrBr 

C屯Br2
(CH2Br)2 

叩
恥＝ほ…吋
C述＝内）C)II.H8 

-JL i
 

、
’
贔,r 

8400』 I/ 

i

u
n
o
u
 」

1000 

Retention 
3000 

Time(sec) 

毛デレーター珈素： CHゞ0Br 、らH 唸r-
1ケすう。 レかし、 1.0 洲f (•零 \SC 外挿さ小奇‘‘
示していうク

ゴ，&r-. 砂［レ“

詞2 goBrBr ヒもに Xe 条加 I立リ或

一籾 ィj `/,Iか手反応t：：よつ虹尺区

Cr f叫 ck 紗；巧＂

-93 -



低級示令四a 7 1レコ-,レ 1：：：ヤす b 反訛トリ 1松<1)反加
2 B 1 7 

阪府柑中姉 湖困昌i... ,o 茫 1:Jlもっ手

（目的J

紺欲化合愕t忙—L と共に中柱手廂射する'l ,6Li (n,o( )T反応•乙'•生じる反陳卜 ’l 午伍ヒ
“.L て稽/1. <11丁棟滅1と合呵£年乙る。；＂名 1づ禾仰和綽合との反応•i~;主目 L 1.. 
紅＂況を直8) 1.禾瓦 和国 1叫級斥飽知 7 Iしユール，主と L 1. z-7"ケン -1→万ー1レ 1“ い｀
トラン又ー 2-7"テニ-l•オールに関 T る締采を祁告了る。

（度験］

純粋な試病と走酸リケゥムヒ共に石苓ア::., 70,しに痰圧名:f)'.. L て床 K 原子炉．“屯
i,/o、 3 Z房辺紅知し応弱，軒試料 11 f.K.戟り今,)1.,, Ii紅後、誼直 ri担僻吻侑t希 917 ( 
2 、主としてかス'71.7 -:i 1--'l'・ラ 7 /jf取ゎょひ·訪専侑の向姉fe 1-::: f. 'I 放灯 4t (t的 l＜終
灼直梨した。ざらに丁棺議践化合切 1-:: つヽヽ z 過マニが＇ン坑碩化 4 ひ＂才’/．．ン頷化
芹し~ r-'J ~奴1ii絹 L て分} I~ T /ii和を禾＇めた，
（稀果ヒ房寮 1
7.-7'’午ンI- 和や， 3-ブ・午ン/-;{や，トラ;;..ス-2ープ＇テ .:;.-I・オ少J 3-7"テニー［4ー／しの紅討表を手とめ1..

表

1w. sa.rn.ple. 2-0はl/1.-I-ol 3-B心yn-1-ol 廿ans-2鈷n-1-o{ 3-8{lten.-]-ol 
TDtal o巧・奴 l；名・ 504 530 493 判1

l Li...bi/e 1 ,e,7 ··”-- 13 竹

Mm-la.bile T 337 256 32r 3so 

{ ＆ぶd也 '71 砂 4 
Di.st. 256 999 2-ob I祁ー

噸呼か1-0I I oO -- --- ---

3-6内n-J-o/ 2 100 --- ---
t-2-6ute芹/-o l 汁｝＊ —· -- l 00 3.'l 

C-2-B心n十ol 4i -- 4,3 33 

3-6必丸-1-ol ー・・鬱ー 1tf.よ ぽ {00 

n-64血ol --- --- 巧｀ 井＊

紐il alc. •• -- --- し、 3 ---
和paワ9l a{c. ca.10 --~ --- ＾令一 I 

I 

* er 乃不稔わ誌合への T付na 注成物．
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知示1 っぽ「rll -t dp"'/41t10/ "I 1直£親化な籾と 900 ヒして倹篤し K 低であら．7 主生成
籾は何 Ml の必合も T 棟徴親化令切t·, Jr,-他和綽令へのト，I灼ム付加生成而が次 1-::.
吟く生成 L 7.いう似， 吃の割令 1'1-"包知紅令の位農＆ぴ性身t,二tべ心ふり兇なる．
a？ら、紅扁 Iく禾仰知§“”）あるt易合のす 11｀・， 又＝重綽合の分がT f"/J笙成”の収量
i1 位ヽ 1 ・ トラニスー 2—フ‘'テ::;.+;f--lV．らな 3-7"テこー［一オー／し照射 z••11 付1JD ~放物団佗 1-:::. f ,1生

係~ t,.··令岨屯叙吻のア ')Iしアルコー 1レ rf-どがかfi')のそ缶ぷ L Z いうo:·, ニヽJLら 1-1
ニ望締念へ~ T fす oa て＂生し．．るア 1レベルラジカ IV//) 分肖毛又｛っ水戻放Ii\ I：：ょ，て生成す

・るヒ考乙ら 1/l み． 一方 Z- 7`• ケンー／ーオ1レて1i男性係ラー 7いわシー／牙ルの量（れ抱<,y息t••
ぁ, f-. 

つを I-'.: 2-7‘・ケン- l-;f叫の反応．gヽらも， 3-7＂テニー／ーが1レの反応•ひう 1 シス及ひ••トラン

スー2-7’｀テン lー尤レが生戎 T 3 m前名＾方が蚊クシスl(?.f n 乎J合 1lゞ伶， I • J -7`、テニ十
オーIレの反応で（すシス及ひ’・トランスー 2-7" テ=--(•オ--,v Iでア Iしそ 1レラジ1J Iレかうの水長
放広 Z•生成 1 ると考えられ， その喀II 令 11-生成物の元係的を定住 1-:; tべ未定ざ‘/tる。
一う 2-T 午ンー（和四．．は中閑 l＜生し’’らt,•'-::;. Iレラジカ Iレの五侑印直 Iく闇1i: L 1.し 1

らた h ヒ偲、わ dl る，

7 1 I z.. l-7"ケン 1ーオー／し， トラニた 2- 7'テンー(-オー／レ及 h•参危ヒ L て 7 ロトニ醜ゥ斥応、

l叶用 L て親化令物のケ今肉丁分和を表ゎ k. C 下図，叔序は ,k 屎 I,,. 当 ‘l の％） >(_ 
叫棗メヶ，レ珀とメ午レン甚t"11-. 2-7"午叶砂，トラシス-2- 7'・テンー／ーオー／レ河,/tの必含
もメ午 Iレ見の方［, T 置硬（づ痢＜， その劉／合1-i 0,1 と向危tく一改 l, 。 ヌ~tJL （す
R.wla )1 d 手の Et OH 可直とt—敢t?.fl:.に示砲和及T,t·飩和夜表につ＜水麦を比軟す
るヒ，トラ.:..入-2-7"テンー(-オ—11.Jな U" '7ロト:::..酉委嗅 1-:. 示佗和足をの水長 1：：よ＇）勿< T 皇
喰 1"1-起さ Z りが一鍛 1-:. 芽店旅］K 歪心5防媒水長に比較してより'q< T 望痩T ぅ
二とが知ら,/してし 1 る1)1“, i5 月か旅示飩和足 1,, 7<. 9l＜長もt包和だ 1 l, つく渇，合に比．
べてか r[ l／紆＜丁開痕が起 3 うヒ名えク・ ニれ（す禾仰知笈壬 L の水艮 z祁斧 ri b 
T-H 阻咆反応•の他 lミニカ絡合へ n 丁付fJo 反応. o··痔·年しZ. ¥ I ?たわし佑元ら1/t ?. 
:.. n ::. t -0 9 ら "”l1 疫店に水夭t埓f..-rf. II 2-7オン[-和しの反応•に比終し乙卜 7

ンズー2-7'’1 ン[--,!ゃ-z:·1~ 親化な物i/)収そ-O`••高 L rf.るニヒ 0・・・咎烈’手想．士tlL ゥ．

2-Butyn-I-ol 

CH3- C.三C. -CH20 I,
I 
I I 

I I 

I I 
1 』

23 •ft, IG "I。

trttns-2-B心年1-ol

H 
CHr C = C. -CH2OH 
I H 
I·~- J : 

1 』 '1
!.  I ク：

' 
14% l8.5 °、 (0•(。

- 95 -

C..,.oton,c, ac以

H 
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2Bl8 

且立

有楼分る化合初 1：おける垣素のホットアト..... 4l:.,考 (Vリ
有嗚ー壷帝二成‘か昆品系

熊文エ 0 荒殺保圭 岸 III ャご明 大吉逗
四宮知郎

塾中性刃釦i,およザ｀棧要，I釦江杓虔ヘli2Bであよび｀ Iらりえ跳原ぅ渇郁し•3, セ

0) 固国0\イも送的 1生宵に泳荏する．p-こ‘，、口 T` ン 1,1:,ゃンセ’‘ンー 3 /\ロ.,..;;... 4 l'..アと千

モン辰ば失品、€. tもっ混品，そで＇ふる． ＼、0)よ)ぢ.:::.成分反栽晶で l3· 滉品ぅ返成

、均噴度、tきざfiと Iミょ，ても大さ、景誓さ礼るうスt汚とられる．本，史、唸 C

;3 , ミれ 8 q因るが足紐原｝へ斧前 1：和i Iぶす念営さ花因ぐ・ヘ応・i恥s，、、こ．怜

討 L fi • 
史
u) 混品諒製

試藁 It全て索法によ l）た分碕製 L R. ：れ；の緒製試萎と渇ヽ1 、モ 1しか幸q要
ばる：昆品 13 、 それそ・れヘモiし分幸0(成｀令分うど唸紅史Ji駅心這;zi..凶ド｀ア 1’ ア

イスーエq I - Iし中℃‘a 志冷法 1てよリ詞製した．

Q)葵中性手簸財

混品約辺～ 30 md と芯リエナレン立蓉 1: 苓入し、 K u k A 気送、音直中性ら果
4 、7 X i0a.n Ic.m f．足C.)こ、 3 分蘭、ドラ 4 ア 4 尺潟度iにし¥気逸管温度マ、軽打し尺亀

l3) 介誰祖t，杖財霞貝I直

筵．財後． 82爛Br―柊要，l｀王沐反応ぶ＝ 6分）さ令分汀わせる E め、試科 lす，卜｀ヲ 1 ア｛

ズ中，ぶよ心宦温t.. 3 蒔閑兵上方｛詈 l ~ •晶甘封凌、亜点駁，ヅ→ 9へ注哀ー、｀ンセ•
と 4 抽出、条 1-;: ~森1JlJ ｀瓶tうした．ざ分，： b 項屯逗酸さ加えて衰とう、魯 r炉分絨 L

屑礫担 、葉痣相 I~ 介越した．有袢伯 1: 7 ヽヽt l~ 、反紐王取｀子りを，0 ―,\’- 7 ロマ
ト」］＇、ラア 1 - 1こよリ，分謎 L ~ • (f,:込Oti: na.〇＝ 3: 4.2: 7, ~(.J) 辰南忘の白如 ld ` ォ
ートうさオ 7｀ラア 1 ¥::. 8 1) R↑屯求め、黒、化 1立蓬 1、へ打，応 r る」＜砥詠令さ口＇Iと）こ

泣研 5t t測屯し~.放胴吋這l1 定に I~ 、 凡I\T..t)検土器 3 ~ l<i :ou_心）硲ヰおと洛しも

：祖可器!1逹弔 L t::.. i;-zEr し恥＝祁町~/ 『=0、rr ー I. 'l H汀），入放用哀涅度＼3 、 ＇-'-'5b\.Eと＝

え、『5 日．た 0、じも閲） ＾免壻 4 d 、、 0、寸¥ ~ 1.t出．ァt,; ¢の、 ＼互油 1& s<Br ヽ），芍 M可

と酉TJ ~11c·. 界Il l：竪町した用束バ果遺試科(.‘·差＼弓iヽ＼ごや＾ ［ミ 0
結果吝寸炉考察
(1) t\°ラジフ" O へ＼‘ン也｀｀ン一ろ奥化アこナモン免

リ
¥ q足 lすぢ要，心プンナモン •.1 モ Iv ，分全 0、「2 で女品とつ｀る． ドライア 4 ス温言

筵肝後ドヲ，iァ. ?ズ蓬度；足店今渇令ゥ収幸～モ lしか率~ f'~~、泳さ函 1 lヽえす．
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閑素に→ヽヽ <'.:I~. 'I:. I し分弐←咋ぢ付屯J~ 1 つ 4 正曲ーにさもっ て、ヽ7-i. 、｀へ正曲、~ 1st 

相図にお＼丁る共品、点ド対応 L て、ヽ'd.アン千モン 4 や幸～モ＼し分全線l!il I~ 、や｀し

令圭 0．虹這て·忌浅すう喰 I可がある．ァラ男化アン千モンqモ 1し令幸がヽレ、さくせる

I~ と、□ 有磯ァン＋モ＞ T渚加t a "'1i.、‘ン亡｀ノ濠 1: 対するアンチもン｀比が．｀
増加するたぁと寿えられる． しかし召から、畏素．アンナモンヽI す． iit✓ q吟令でも
牧弐とモル分幸＾ F月 1 ：：： ＼す｀―宅へ現則注 l3 見土されな力‘..,た .1\• ーパークロマト

; 7 7 -iーc;· 1-.t、炉 0、iサJ虹狂紅 1：放町能帯ず褐ら叫口試ヒヘ全汰町言もに対~

する割 ~I万ヽト合 c ~o •/,古でモ恥令圭、q依荏t1Iす励らればかった．尺忠ヽアト 3
祁分q fス、• 7 卜 1し 1ず息全 1 みq届在さ元してお、リし有鷺アンナ℃ンl寸｀そへ放
財託心ヽ・ズかットと（こ未われ d か）たと思われる．

凶 Iし°了ジ Ta へ＼｀ンe-· y - a 遥化ァンナモン条

: 1 I手しiすミ虚化アンナもンqモiし令幸知41C`、共品t "?くる．2) ド｀テ 4 アイ． x ．温度
五記さドヲイア A ズ温度元荏0)希令へ収幸～モ 1し分幸の OO ト令 E 屈 21こ示―す．
彗食在：ゞ了と？ tン0\と収を肌につヽヽて~ ／＼・ラシフ'‘iJ.ム、‘ン℃ジ、一 3 累~t:. 7'ン
千もシ尿 3 品う礼た辰曲、t_ Id 見広さ礼召か＞た．ヤー／1・ー？ロマト］、ラア^- c・ 1寸

炉扇 炉mo．も/: iC,t" .... ,卜丁房られ、J滋心の合汰耽菜 1こぷr する弔LA t寸り¥o念
c 砂合でt（し令率 lミ聞未ば（ー、もさあ＞た． 、｀ m 桑こーし3 ァこ千モンヘ有憐肛幸‘
i~ 1,.、、こドラ 1 ア 1 ス邁度，え札よリ、＇苔這い屁今渇心に (3 か 1cl'J tんく TJ., tふり
壱還 C 1'：：：ーリン）‘．が念るヽと E 示＼てヽヽる．

5) i\•ラジ）口 lし＼’‘‘ノ℃｀シー吝阿 Iしt p.シtもンポ

: A 条し5 3 毘化アシナモン介も 1し分幸ヽ 0,9 店 1：丈ぶとさ o·っ．箆素、アこナモン
が有鹿収幸内 ro/ o 奴 F c、モ'\., I令率＼介玲店ft Iii 11, 1 9 I ばか＞た．

以上Q締兌よリ．惹中 1さう楠危，棧要注，l＂＆灼反応q辰函如要が、 II° ラこ、テロ
＾‘ンで‘/ - 3 魚iしでこt~ン，f eｷ ＼す共晶、R. R":.!t 1;: I~'"' 妾杓、点 E うっのか雙ら

4 ているが 1t,]l.:::.系 C“ ，-a- I守っき 1) e し社忍外うれば·か"'f-.尽氾瞼o ようば＝式分

滉肛桑 C 3 、丙託屎みへ希蔀 l：も硲t ~える因う「ーロリ呑く更t注和釦口柑mr

心蓉でぷる．

• •- 0.`展東＾ 100：三：口
三三呵可：三
::~こ14し ニロロニ，0：ニミご
｀五＇’i也 幻ぶi l 」如
図L 祖紅註謎函 囚え祖i出か碍潟直

')111te'(nぷr0~I Cぶt叫国l e.., IV, ［ふ・

よ） ね、｀J.. Iii i 1.、-
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有分吝ヒ合物にお1ナる宜表のポ•7 トアトい1t学 (VII)
2Bl9 匂徴ー魚抵2成分系における（れ，r-), (1. T.) 反応の｛占：6り

効泉

（摂大工） 0岸llI俊函・大吉昭•四宮知郎

昨与の曰｛ヒ21与会において 1)落融分醗法によって 2SbBr3•C~H、分各（ヒ合物の
81Br(n, r)'82il3r, B.2. m5r( I.T.)8'25r の渦程による化房効果と区別し） これとべ‘ン

ゼシー分~fヒ合疇奈l証箇用 L, 陛紺した刷ヒアンチモンを82mBr急良源として
利用てきることも見出した。今回は釦ヒア‘ーチモンーベ｀ンゼン扶湿体およい黛墳：
ァ`---チモン一へいンゼン授勘本ーモデ｀しーダーの名液相系中での町5r(れf)虹mBr­
(1.T.)32Brまたg2mBr(l.T.) で2.Brの接湯程1こ洋店引ヒ栄的効要迂ベンビン討裳沐
およびモ〒し一り一のイオンibヤテンジャ1レとの南係において検村した。

［実験J
話＿＿ ・目 邸ヒアンチモらベンゼンおよびその誘蕊体，メダ）ー 1しは常烹 1ご
より精製した。
中性荘珈割tアシ千モンまたば試料宕齋＆灼）エチレシアンブルに封八し）
百大廃狂たの民差管Nei.3まE は No. 2.が分またJ古3分醜蒻寸した。皇（ヒアこチモ
ンばすはや（用意しておいた単可分またl:f'.2咸｀分麦：：添JJD した。登特安ft芝湮踪
す b 奈も1~1 0)ぅ客i夜の一部己至9寺採瑕し分贖疇しだ．i也の天かす (1 、T.) 反応が
完3 すゐまで放昌 L i::.。
合ー一直但抽出1) により鹿掛沢心垂直·冗に分紐した。有樽化岩塘Iさ姦留法・ヘで
-l¥ー-70マトゲラフ法により介謡した。モ）プロム銹尊体は茎留法 1：：より有祖·

麟頑知で拭ゐこ謬碑かめたのち，や祖坦埠豆箆上這建＼能這1に
採距した落i籾の放約能の差から求めた。ぅ摂印この放約能第 に残存する ばば良
スヘ'7 卜 0:}- ト l) ーによ') l?ZB坊胡謂知罰註碍かめたのち｝ウェ lし乞｀ーチし一
シ 3 ン計数器乙｀鬼lj定し「こ

［結屎と考察］
1. 自化アこ千モンーベンゼン系て創ヒ?`...,.チモンの知し分苧が澱ケするぽど

全為器収率は忠＜后る廂的豆示した。項甜告系てlmlヌ率の海加1すみ 5 れ栢かった。
また項結落紺による結果仝有禄収率芝与える主枕過程lm(I.T、)過程ご｀ぉった。
2. .t詑の森ぁ•よひ卑(t了こ手も:., -I-I しI ら里（ヒアンチモンーキシ L ンの

各系I：：：ついて屯~it立チモンのモ 1し分辛か茸汀すがまと全荏樗収菜ブ＇ロムお
木伏う、プロム銹偉申碑のいずれもやや増加謬位向匂更した。しかし Tれが｀ら，
プ0ム銹甚体と全底棧収宅の比(R 恥/T) は宝堕したモIし令年の範囲因で一足の

·1) 旬t:. 2 I 早念弔甜連，I-7 i q Ciq68) 0之田．
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（直を示した。二のことはプ'0ム銹偽体の辻嗽l::l";t遷度｛衣朽性がTさいことも示すも
のである。ジ｀フ｀｀〇ムき戻魯釦四t.全為換奴苧との辻．（ Rs'"~/T) 1さいづ｀れもう眉慶 1 こ
依存してし 1 がこれら 1t C-Br 結合が勺れでれ一段月ぁ、よい布段降抵揖によ b も
のとして税朝ときら．
3. (A)自（ピ？こチモンーベンゼンーメ.q J - I レ:, (8)鄭tアンチモンーフ"O ムヘ＂

ンセ｀｀ン一メ.q)ー 1しおよ(>‘‘(C.)衛ヒ？ ｀／チモンーベ•こ已‘ンーフ‘`〇ムベンゼンの毛
系で 1な (I.T.) 麟•ぷ拮宍牙 I 図0\謀石紐成―A碑曲純切庸られた。 R 恥／T1直 l cfA 
では一定てな(J B ではメダ）一 l しの但漕度透渫では一定値ととる(t§向屯示し，
C で（す一定であった． R 的／T （直 Id A, 8 lA ずル心一定で知，c.. C:｀は一定を•尻
った。二の二とからi--ダ）ー 1しばモ〒‘しーターと L て作用し rJT•堡の添加こ奴年と
蓉しく侭．下させるが プ0 ムヘいンゼンはモデ｀しーダーと L 之｛乍月包ず祗百虎物頓

て｀ぁることか羊ll った。 C での RBy2/T 危が一定である二 c Iまジ 7"O ムヘ｀・ンビ＇シり
庄成がポフト皇果と 7~ロムベンロっンと(/\—設店祖揖によつものてあること＆示し
ている。

4. (11,r)-(I.T.) あ、以い (1,T.)百応9二よる全有構奴立苺たば7‘'ロム誘萄佐収申
とア l しキ 1 しべ｀ンゼンのイオン{tポ’テン己ヤ lしとの固に一定の南毎が見出ざれ瓦
しかしプロなおよい‘・ニトロベン也ンではア l し千 l しべ｀ーゼンでの直烈:..trs，のずれ
か｀、大きがった．暉のイオ:., {ti.r〒ンシャ Iしと化学戻応詩が六、フトアトムの荷竜
状態とには十分相知啜ると君えられ切が，扁磁俎屯与える国手としての分全
の待量苔た l°d-辰引団の蓄董等の寄与も空桓Zき写い。
40 

30 

芯
、20

5 

Sbむ,-中 -MeOH
(.I.T.) 

SbBt",—わBrMe.OH
く I.T.)

Sb8r3-の一が3r
(I. T.) 

Me叫Q)Br .s 、元ふH 中 .s 心3r

Mole Fro.c.+ion Dilue,it 
因 1 ． 卸即SbBr3 のち成分ぼ中 1巧I” りzm記 l.T.) 巧2Br 1:” 凋蕊収辛
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2B20 

液相におげる反跳臭素原子と莫化ベンゼン
との反応

東北火理場）lj丸信） 0小林差彰

旦四：反跳臭素原、子と芳香族化合物との反応については、主として全首機収率
について将討ざれてきたが、誨硯性がよくなし＼、戸st- irradi.dfion re叫ion により
生成物の今怖ヵゞ吸化するなどの問題点がある。そ：：て｀．．言式科の精製，今祈茶件な
どに：主党し，：夜相プロモベンゼンに中性手照射してg, Br （れ， I） 82mBr上ら 82Br (J)過

程によリ生しる反跳生成物，とくに。-, m-, pージ｀ブロモベンゼン叶詞性を， 8た

および NEちを添加するスカベンジャー法（：：：よ＇）検討 l f:.。この種の侃究［ま．最
1̀)' 

近叩（・れ，y)3尺は反応につぎ Stock /in らによリ報告ざれているが．反跳臭秦につ
いてはナ介、に 1ょ榜討されていない。

疇： C6HsBr -Br2 および'Cし均 B.,.- NEら約 0.3 ~を石英管に封入し， KUR,
J RR-2, あ｀よびJ R R - 3(/) 気送管て‘.30 秒～ 2 介閑照肘した。完湿下て..g 
〇介間放置後開管 L. 亜誼暇ナトリウいI心容波て無樟生成均を抽出した。各種キ
ャリアーを加えた有様相を力｀＇スクロマトグラフィーにより今難（ BENTO I-.IE 34, 

25%, CELITE 54--5 80 ~I oo mesh, S rr,吋X 75 ⑳)ドライアイスーエタ）一

）レ温度て｀｀トラッフ゜して Na. I (TQ)検出詈l こ坑寺綾 L t:. y様スペクト b メーターによ
り測定した。全有楳収率はこれとは別に．東北文理学部中性子発生装置よ＇）得ら
れい速中性手を減連して．褐色アン 7゜ルに封入した約4 }り試特に照りす（室温，
2 時間）して車めた。

結果と考察： （i）生成物：カラム温度 9 0~Is o ゜C の昇湿がスクロマトグラ

フィーによる今村て．、は、 C6Hs82Br, 0-, m•,f- c6 出砧Br が主生放物て｀‘， NEt燐加系

ては他に叙量の Cz HげBrが検出された。
• (ii)スカベシジャー曲線；全有楼収率， C6 H『Br, および C6 応 8戸Br の収率と添加物

との閉 1桑を． Br2 の場合図 1 に、 NEt 3 の場合r:B1 2 ，こそれそれ示した。全有楕：収率 1 よ

恥系の方が全般に高く｀恥 0 rn.fに外神して 1専られる “ho t"収率て約 7 災の差
かある。涸々の生成‘効についてみると｀ Cヽ H均よ lよ面系にとも（こ a therm4(') と

“ho t”の卸今がみられ，かつ “ho t"収率：まほぼ等しし、。一方 C討杵 Br82B叫叉辛｛よ

恥系の方が｀忘く、全遭度に国にわたって直隷的な澱少を示す。一｀れ！こ対して NE応
系で（ま“ナhermaI)) /.i叉季がみられ、 «hot"収率心紡 2. 5 芦低い e これらは Bv 言、？臭と H

置埃との反応機構の違いを示すものと考えうれる。高沸，合、化合物ゆ臭素系ぶ和 5
％高い。

(iii)グプロモベンゼンの配向 1生： 3 種の農性床の収率をp-体に対する特吋｛直と l
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て図 3, 図4- I こ示し「：：：。 Oサ本， m-i年についてば l 水柔~置換あた，）に換算してある。
C6 均 8よ！ 00 箕の喝合，衛突雅率からのすれがあ'), Oｷ I m I ? = 3 / 2 I 3 と
なる。 ーーの媛 m 1ま 8r2 系 (0~O. 3 m. t、)て｀、も変化しなし 1 から、 C 枯erma/'] のラジ｀

カル届結合過程の寄与（よない。一方 NEち系て（まi o→·~ 0 1 m, t，の範囲て｀＇ 9 ：要度に

、家荏して釈向注が虔化し、 0. 2 m.f, 7.'は o/m/ p =3/ 牛／ 5 となる。以上の

結昂は（（加t')反応も苓音族化合物の置換基の影響を反 lナるたけて．＇なく、場合によ

って（ま添加籾も重要な役割を果たしていることを示している。一穀に液桓系にお

いて 1よ収率か品いこととも角文合わせると、 «hot”置換反応を “non radica I 
one sTep prccess” たけて鼓明すること 1よ困蔚佳て｀｀、：夜キ目における反跳反応の複雑

性t示している。

只），一

竺
^ 40’— 

図 1 : スカベンジャー曲森(8峰）

〇：全有機収宇 即
QJ : C甜582尻

• : c、出 8内Br ^ 40 

芭

0

0
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2
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-
a戸

習
＼
の
。
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。

IO-s 忍 0,1 0,2 0,3 0-4-
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叫一亨―一令一―-e-—→-
-9 .ー8 

こ叫一互面一一土―-D一ーロ

二 30
竺
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図 2: スカベンジャ＿曲線 (NEも系）

〇：全有湊収率

① : C紺り2Bト

•'. c、出．Br82Br

20 L の

1：こ04-
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0 : 0-C心8戸Br
ロ： n` ク

• : fーク

C,2. 0.3 

[By2J m 、す，

回 3; シ．，ブロムベ‘シセ｀｀シの西詞t生（恥糸）

o 、h ゜ lò5,63 0 • I 0. 2 0．与
[ NEお］ m.t會

図牛：ジプロムベンセンの配向佳(NEわ条）

，
一
十

。

1) Er. S t碍．ck/;n a. nc!万． Tornau, Radiochim. AC.ta) 1..(2/3)J 95 (/968). 
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チャージスペクトッメーダーの裕作~とげ今 ’l｀抹‘し
2 B 2 2 I こつヽヽて

蜜叱知を必I孝信 吉原賢二ヘギ益男大如食歎譴岱
手窟正之表谷哀尺光叫ニ

ポット了トム反応心疇へ所咽に貸可うこtき日的とし、特殊 rJ令マージ｀人
,~ 7 トロメーダーを製作しに敗詈へ湘埓叶注沢喰ヽ葬采 1-::: つりて棟告内る。
"ヽ鯰 Iざ F;8· ＼に示す虚） （;-.二全唱登今和計さ茎本t L){ 沢発生虻宣ふ‘

よび＿ y-ス、ポリウムと組合てたもりであ~.

，＼祝嗜として Af)(-{;o さ岡）、刈紐貯てとつて 4 オン碍う l3 ガ電う何費 I：：よ
9 ても作爪 a よう」オン称さ‘Jース・ぶりうムに内欽してあ 3. 3 カら気停卜専
入してイオン源卸 Iごぷ ll て庄じド正電宿‘4 オンid'玉竺亭危 l E 5 の力‘｀イドりこ），．
年：っ C l Iぶられて一つ"I i紅t 01) 、 6 の輝糸 E 通直す3. こへ需麟に

し95 &iesしレ、／ズぁよび牛塗極レンズt応てあ＇）ーイオンq収界』砕！誇樟旦
勾t o ぷリ格炉年して、）る。iオンi1'分＼今屑芍t•7 の定滋石によって分離
さ札-8 0)反応虹：：？ばし．ごこ'(-\\ガら鼻ダ浪 F 叶荘見炉衝史して 1オンん
ぅ反如さ起す。そ戎応訊物門0\ l){\° ぅー I~ .tつ-c. 1 次り戸心詞ぅ
介ン諺疇こみりび｀く。こ心ヽ） l `欠イオン＼点は 1い辱ぅ増科（畔叫必ぶ
7) 9’/ f t l て使 1'½1)にぶ 9 てモニ 7 -内 3 。反応釦ゥっ生臥如ォンは l2へ
;日ミで虚；且-;}Ji'.この文＼）にも知se ししズq侭用によ I) 如辛さJ:: rfてあ~ ~) 

13 今分 2 ん呵系にぶリ冷雌され F1 オン 1さ景終的iこ l4 の咤う堵作袷t-:よ 9 ℃簑本
｛い。 l5' I:! t文 4 オンヘ記鈴計｀ 16 i｝ン妥 4 オンヘカウ‘- 1-c• あるJ
楚ケ街繋による了 IL i｀ンイオこイ（汲打にぶ Il て‘)ースーポリウム零、丘で変之
にと芝へ 4 オシ登へ豆 li F 令｀ 2( (I,,)に元す屯りであ 3 。こベヽ）イオンカ直 Iか牛
kすであ 1) 、反応釦特地 l てある。国F 見らように 1mo ~2ooo v 近｀叩獄 e
庄じら・訂2 反応窒で、J一ス、芥リウムt l既i.l ""> 3_ ヽ灯にし F 考店‘は后3 、:,_(p)

ヘぶうに、＼”汀―泊四豆釦ミを生じ、 3060V 逗 0 (—嚢i氣(J' I手と人ビ消欠内；．

）守一糸仔 c 生~ L Ts::幻 4 オンによる
ふオ十 A( →ふ- -t Aけ

内＼壽店交喚紅荘 ~2 投、ク前屯 H伎印 l 検討―t f-。悉界さオ 1 表ド界ず．
ヌ・反応宦し：：l\.づ、クンで尊入し A f-,- t•衡弩 l r-.ヒさが頁受スペ）卜）し ri辱っ

いて検訂し F.

I) c. F. 釘 ~se, R€."• $c:..,i. I... s t．，紐，ヰ叫q 51). 
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）．刃屁謬置 z 電子1呼 I可
イオン｝原 3, イオン：そ気体浮入岳f
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石 ?. 反応·皇 1 、 リヘ° 7- /0 . 気体手入吾I) I I 雹和髯~ /l, ナ 2 電
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2B23 

ケ＜ージ・ 7、ペクト、、メメー 1 ーのオ全な'§, n 夜討

釦仄上裔以， o 紋込ぎ，＼沿 I') かt）
犬阪久）；シ冷評々各力 L 私芹ば、

、m． 俎瑾支応叩泣いに玖戊 1こ；‘fう，矛t7訃過棧 1• 力かりか？ 1し沼的む
柔t::..りgも 1 し吋 3 りi匂 1 1 ンをか印 3 シとによっt，研免するため I こ 1 f -:;.,̀, 

(I}' 
又~ 7 Iヽ,,メー 9 -t祇i后した．イマーシ・・スペグt- ¥'2 ·'-ターつ、祖礼 I3. 、"
ク杵計'l ll It:ん b'I司げ 1: ちつわ，·、か祈対象し 1^’ う、f 1 、ノ吃が 4,12 峨 1:.'少なりたり、

~ ~ 1,,'f, /0一国（＝ lob er.5,) h人 1｀の 4 オプもい·ぇそ的に校 k t』 1 3 ［うな起泊
豆 I：：する）況＇允、があ 3 。 K 二 9 ぷ追係印、，うrf'-7."~{-;tン名むt伐庄，ン・／2 毘
這悌咽 1 Ifぃtも、バ九脊，：t 3 雑各d) tり投ク1-成 la 、1-:.. 1J I た叫力 ‘loー／7 ［AJ程

及1,·ある。吃つt°、二りナf出 1 t&t 1 り l-:. f!ふ 1 3 f2 り l シ 11 ，砂t森趙杓 Iべ、
さムす 3 ＝しか・ 1、 3, 1 12 ーえ昨肉計致もたり込んで戎Ilえ1!.., 煉，砂町ェt J、ミ

1., 1, J 1 'i.、＇う炉｝免t府 1 ~ /ぐ lv 7、訂数；広V. 1紅しな ,1 ~ば 11 らな：、！竺．J ;'" /~ 

IV ス計殺vk ，二Jか ll.・、¥l1 知色tァ疇 4 レ• 9 /Uそパ｛るシとが久 1 3 n t•, 7・ータれ

拉 9ヽ＇、 aり素，＝ 4文午，）J: 1.t 1 'c.、、 7 か1 1..もあ}. し 11'11,~ >々い、~ <. IP 、，られt I, 3 

lり＃史J覧栢も力ず 3 シロパIが冷， l. 吃I) 1 1 1‘l f IVl、各1 如J., I' 心9 1 3 ::. t 
ぼ、乃" f 4 ツが 4氏 S 1 3. 3 し、 1 f二 I ヽ• IV 又；及訪令わも広、，と 3 卜t、, 3 /!/rｭ

応,~ ll 7,- 司；と V'} } •兄，， 1.. り泡枯役駁t t惰 9P 1 3 笞の 2文＆っ既みもみる 9ヽ{39)
しんっ h" 来、1,常りt箸の 1 1 尺が入 3 <., 1ょうし、瑶｝数もうぺ 1i‘)エi斥.t.ヘ）月程 oヽ、 3

りう卜 1iヽJ o 吃ンび、代々は激追多 I二丈気 1国外 "'7' ラス噌てガ伐 l司J-::閉紀 3 卜心
("/-) 

3免？・ 1 / -ド叱シ―/1 電 3 t惰 At咳((.,'(.,'E:..吋）に危 8 した，こ，，こ， C、 E IVI 、

ば火っような吋長直 l 1,ぃ 3. (.I) 応．｀i, ~'-'椅土贋崩 (._L) シ脊街倉汐’‘』 V,
•J 1,. S) 国肴の／ 4 又..が中::J..,' ($1-Jた気•=. ~ 1 し乙もか川文初fl＼・セ．屹？• t 3 a J 

1こ侭Z, A-Iv •~ -'!I複みや？’ti I、ンこ入射し 1= i就口‘mたr 1 か 1,, 3 が，り）アィ、ノ IIヽ噂
人319. (I,)バ I，，，ス凌あ介令が狭、り，（ウ方よび凶ク錢 •l' 足。<. i氏ェえ Iv Y ーっ比牧的

貨屹紋のた1 、, i 1 ン）＝つい 1 も滋ぁ 3 `ーしがも• 3 3 1iら 1ず．ケ v ーダ，スベJ

トワメー？ーの校よ谷．(1J I ぐ IV l、"紅，は， C、し，い，り＂迄入，＝よ， 1 可ヽtしな 3,
本良験t“＼1. B辺必ン社製¢ん4れne1tYOん CE 11 位ュgシ因，， 1 屹の可貨t ,1'i t1"  
L 1=-- o 

3名兄1,ヽよ四·輝彗 4"い行計 If)'>象 m四裂イ 1 シ滋 l こよ 7 t Hiナノおよ
び 9-I9” こ笠戒レ，なり5' ~eV I::. /b豆-し-z. “4ne£右~0>1.- I::. 入射 L た。

fイン； （シf加危た·’‘• 2.、ケ kv, 3 k yク昧りムぅ•ん IO色 IO＇といク庄／屯＇：人3 なゲイ
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ン·z1f.l L , Z-，夕 KII ～ヽ 3 kV の粒 Ii) --iｷ Id' 

ふ 7 た、 ケ｀ 4 ン l iJ lo厄 11 ぽ粒初した．

ゲi ン のを元沿麻 •I’呈が．比阜支的玲、，こしぃ·

ハ・ル 7、凌お／か和；叶 9b をた＇がふ／/,:yにな 3 し，

恥遠になフ l, I ぐ I✓ ス丈易今升’‘＇，うた<..
F，尻／f.吋．fJI93夕⑫メ 1::.I; 'J , バ／乞く位名

た。な，

因，り＇，ぐ；サ抒—T 硲に起／る），； 3 ノ 1 ちグ、りl)2 を、t'9I→ 3 芦yこ玲i.. 3 
?‘I ミネークによ，こ取り 7令，＜已 ) I‘、'i 9 3 00 こ，f· IV]. 9::. :.1_ _1 3 ，へ，苓ぁ

こと 9\· 玄 1 た。

ぇ、も考了

＇＝ア｀ i人

＂巧；吋”免 1£ か‘2-,,;iげ吋ふぅ知知J:_. §し，み戸ぽ応,'ほぼなt和 1：逹
し，以、 1支ll t-lv じ没化がな b のず、2-,i- KV hI、い•（史困 1 か~ばよ， 9 ::.し 9ゞ今， 1で，

払エの以9‘5.“んef砂c,.., E，勺ダ0 .2ク脅ヽ＇伍—レベスペ？ ／、ロメーダーク
バ IV 入封蚊り屁和めt麻むびあるンし 9汎認バ1'"'"'-z,·. I-I3 " (.) I幻がい叩す

3 ンとにiフし 7° ? 7 ンつ·ゃ夕oo ヶ叶 IV令オi1 打も合めた投広、今，令り今叶史ここ行っ

1=- ぷ、丈hJミ＼を\'.. r " ~玖今 3、し 1-:-.

三三ーニ］：二＝二［三三□三三― 一ーロ［ロ
:: 

• 
L-

• , 
亨
'-

'.. -----.----rr,..•一←—•-
4 • • •一→ｷ 

号一— •---— ー一ーニ

——+- -; 
ご―→

了 ―三＝— :一ー・一ー：
ー・

三 __ —-ロニ□＿ ·一 ' _ ーニ □王三f _ 
ーニ—ーニこ―------— 二三□ニニ , 9 -三ロニ ：二三三—ニ

''"''"''  
二ゴニ-- -— ーニ ••— ---lニ― -__--- ; ―．ーニニ- 二ニ＿—— — .• 
-- l .  •一--tt···t--11 •. It -• I -tl··--------t--ー· -. -- _ _ .  --
--ｷ •. • • - - - -、..." - - -- -- - -- - - -- • • 

. -, --------------— ｷ -
100 --e l□—玲三謡口巫羮□＿ーーニ竺三

三三二三□ ・- - ―三ニ―-
水全い I~位砕比叫定イが1

ぷy叫でヽしばかつで 9 ヽふ，
参考文祓

!) 品 l 、 I I 西汲，造庁、，竹味，戒淀， 13ふ他；厚クダ引茸会主甚シ妥ヤ絡正Jl

2) 通屈·,ノ元）社物辺 江 I 2,(1 1/ヽ;--)
3) ム． A. Dlｷet.a.ｷ Rev. Sc.,ｷ. In.i丘述｝ l 7(3 (/96夕）
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2B24 久放射係t ? \r たゆ硲束面ガ‘r、J.7) A'r 、ノ稽

（錢甜） 0牝届美対，斎巖げ

［目的］

”1乙お lfる爪ヽットアト入の象叡 I多＇ジ v\ こ I ぷ手彦‘1-判 3 長ぶク"‘°•そゥ負恥月”
量乙して）貧喧介呼私も悧 v＼て，•炊窮，移虔麦 1-::- 'v {;,なう，＼目伍長面ヵ‘•シカ、！屁
え，ゾや｀,,-,{ダン’の形クt v らぺゎシンも噸沿；1 ンした。

〔ク滋J

心スベクト lりのか紐巧0 ~ A~ ~j::- I"' 羞＼fたも,1J (f！研C) を 1Vし IO/b fo げ
刀渓彦ギし‘‘4 f這、乙レ'(_,稽く 9 避秒，£‘噸音な‘和るち‘クる、ヽ，久爺義が｀原因t‘’
パる乙狩元ゥれる各叫‘牙‘／もあ叙度5) 1~/V J...舒致ぷ氏‘乙冴鯰した。 A .::rソ逸
避戸ャ 5K-1" I'.:,, ----5 K-1'"の記‘祈羨立｀‘坊リ）定食m卵条党索髪不杉ぷゐ砥喝主乍ざ
入ヽ，乙·度$ 300 ．,w A("'{ooO ガ‘ツスiク禾月・ぢ）， 」インの 4尼伯釘萎幻”し£｀あら。柔
す‘‘イ::;(‘ハ急、亀庄祈応／卜ぶ度章久、ベクト似ゑ痢娑：し，クれ·も＄やfる。つぎ‘‘Iる 4
;;f、ハ原寃后も斥‘Iゾトも‘‘貨•童スベク)- I・パ乙 I9) Jクれるふン I る。 vューVi =ヘマg·
直拶 I,;:, 乙わン，品とふのベターン IF ＼禾ゞヽil ジ£‘，稽飩（即祗登衣し H 11o1A) が’ずクレ
が札化わのが‘Kいい。呼知 C゜／グ l→厖 9 v,t, 4 f四怠疱虹］ J巧 1-::- おずる
叡戸それ浴‘札 H,, H:i. i:; fると

立—=―~ (I) 
鯰如H: ー{,, H 戸

心｀らる。 MI·ょ貨歌図l\'v Iぷ術危反／ e |ぷ令直旦也，じ直：m臼·t`’/ d‘? 

H が‘ぎ紫it, 1/‘ ぎ蓉る定塚があゐ。各た屈翅裟クグ、＼，t, I~,,,,,.衷ク沃のぶう疹飢条力‘^
笏る。

ME  
("rtザ＝可 (2)

シシゃt=- Iざ］ A インが即屁辰狛£‘七？’こ、、る私経孔l 1}抵進渥勧多＞み 1バ／（パ）
ぶ，イf疇鼈多 0 の久．べ？トヅ 5。℃，を乞 lク；1)ぺ乞芦 I jc'P;:,己ふンがう知ククン
ぷぶぎ＇る。

／ぷ，所音．久ペクl--ヅ這皇しや＼-61 /"豚‘料tク・つき？＇メ経人~ 1 l--，／も｀，む1 迫 ','I
以o-Po 応棗ゎ§ ＜ゲ•埓し 1 ヽl~ 派くバr 庫し化。吃の廷菜，吃5) 1直 Iざ匹brb 刃女叙：揺
祥¥))夭乞ふク乙が＾｀了、されゎ。

（誌果乙秀慈J
捌足しぅ茶考象碍ぅ札た邸吼スベグトj/If)多千例も図iゎ‘X が‘図2, I,;:, 系し化。今糾

ー 1. r; 6 -



詞ギ／羞ク“乙げ＇店 I) 僑ぷシつの口/, 7 乙してわかれる:J) lク／心紫ち合す 9 4らい

状危-t‘況lj足し・ゃ。

2 れら／‘多の輝 Iつざ＼）あぎら分‘ンなっ后：：：：：'?-\な，スペクト IV が真彦度 Iつ？ X 
< i疇ずるンのうクとて‘、ある。とく I~亨 (M/~: t.t- 1.5)1-;;. クヽヽ、2- lり妥動がv、多じ

令し V‘ 。そり原因ジしてイイソ源喝今 Iク 9鱈ダゐ以）2 ジ，わ禾するじび（虚：叶）
のご-----'クが炉9 ジク l嗜9 わゐシレが芳 L ぅれる。文懇涙彦度を克今ぷくレ
て冽11足ずるジ／ シの C゚ ／クが減少すなクンが糸ぐずバ化。手ら今脅能 5 約＼ぞ履虞
げ順：峠中の尺ぎ、‘C゜／ 7 が載如屁。
含ゃ図 I lクで、ぐれる吝ジ l,::: ?b汀 o C゜／クが‘?b 十の C° / 7 吝＼）も垢 vヽク℃ぷレjぷ

し＼ぶ‘鰤J足臼。クの喝合わ／今町騎蕊vヽ渥’J足 £‘lざ， A也の 4‘牙、ノが·d‘ ざな？ ( 

‘‘るクジが易翠手慇乞れる。クの ~I含老えラ札る釘能移乙し C Iぷベース・金．“‘う
のザ（叫： 107,109) o)各｝があゐ。文癌 1,:;. Ii}-婿韮もあ＼f'（ら‘クも＇った‘涅1l 足t"
1ぷ，叩： 1o.3 t:-H/e : rv' (o '6'If)クつの乙° -/ 97  lっ今倫箪ざれた。

以ンの吝クに，裔魯スペり )-lJゃいいイダ‘／の冴ぢシi’残＇箔1J‘｀メ，ぐ／人金
島‘ウ 0うイずンカ炉わ？ 1 、ヽわ乙怨しゐ乙J ?b イず‘／の久ペクトヅンしてぶ） 1姿
席亀側パ、ぎく，高翫翌乙烙わ＼クし杉がい＼’！夏況 Iヽざく烙あぷ？身揺裔衷怜ぷ贅
しぅ札み。 ク・れ疹棗烙度が‘麦妥r を杖‘誌も‘‘ば）叩（M/e : z,,o b) t :)垢席噸 1-::- 、、たる
応疇亀ィfゾ｀租係介‘ーシかき疹‘ざ札ゐクとt糸りわの 1‘‘ あら。
以箭嗅後の I多成愈、さ叩芍吼政I芥却 lク 97 V‘ て 1が，ク札啄も‘‘V‘ ヽつか孔及者がなざ

・れ1.、ヽみ。 ぶ．年cs らしょ受v柑t‘字→ユ／％。 l-;;. フヽ l 2 ((9 政）， また K.g u 町巨火
ら 1ず釦店も→出→22ユだ2(でク、‘t這り定していゐ。：紅訪羞、知9手がいが札｀な
紅条渓名も滋 I'含'1::-·-::::- ~彩•? tヽヽぐるが，人ぐ 1)-,--/ 1)呟匂ジレく，戸インし‘ぼ Iぎ
称魯d') か•K が，ヽヽ＼鯰波l，ーして、‘るク rぷ条―；叙tの移妥乙／荻しtヽ＼る。を・ぅ‘ヽヽぷ‘八し
の必斜も？bg+(M/e ：ば．クs-)各釦ぷ沃凌して兌岱こ札tヽl る。',K):,, I 条f澄，クぷ
リ｛多 Y -';-,v~シの名露吼？b ，， x yぷシ10Pつも？，ヤた I乱ふ o‘ う {A ぎ少ざ托るク乙ガ‘｀，了、
2 れた。 ep九

•.,~/(}-7Toげ

~/0-6Tor,.«砂

ef厄

/00 

$0  

9
>

/00 

図 l

九 t} / 2 --3 女 S6一ーク》f /0///.2戸 I迄·d /7 I応～砕 厄＿

( 2 
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2B25 
"Internal Pressure Model" に対する批判（本亥プ線知娑の化

沼への淀田・ 29哉）

（印和がK ->z理） i知爵逗黎，菅蹄弘子、 4加藤急子

迫苛ようやく）団胡紅ヽブトア}--ム 1昇の祈況l這＇げるメヌ／1ヽ、ウァ一分鱈の文っ
羽が翌要性心とめかれてき 7 7 ある函， その話里の絡叙 1キがなりずしもナ釦‘‘
l古ない。叫に，七戎 L r=', "な (anomalou. s)’' 緩妙疇がり滋ヵ＼＇辱/-o..よ
ってい壮わ‘こる士0) (いわ w a ホヽ、）トアトム秒稟）がビ＇うか疑恥なわれており．I｝)
ヂニに，それ廿ば、ゾトアトム効果 1喝 7 r」渇合に，紀碍親よりも高I.\縞心態
のものはオ- -::;,;‘ェ挽稟 I＜芥るイオプ化としてふっうに説明される力,',依ぃ編以北｀
態のものについて 1葎年 1戸屯知ぁ 3 。~,3) こババ勿漣明しして，素上 Ha..2.Ony
芦が1-1er如 /,;_ J:'て '’Internal Pressure.. t-1odel" ヵ冴是出うれた。3) これ lむ夕を。
化合均祈 57Fe も EC ナ裏亥て＇佳ずると， ,3、フう／さ Fe がイオン半径か'Co 0 イオン半

径；りも文ざ Il ために”厄 lよ l司困のフ／I］/ /-4じ合物ホズI- d)柿子力 I '7 11I11ナerna/
Pressure をうけ， Pe(III) 1し合物力I凡？ ；、｀外圧＇下 1＂／オ厄（ ll) の竺成、!. rf,すしいう

メス II｀｀ウァ一分光序的祈兒 4) K 椴似の邊蒋左ふ屯‘とす 3 その-Z.’'ある。その祁才池の
一つヒして，i足まヽヽくつかの II仔芯化合物のメヌ／9" ウアーズペク rlレ／すいず｀れも
t, "な＂訊店態を示ざヤぷ力J, T＝ことが ~1ナ，、られ--Z, ¥.I ~。

ー丙，われわれぶ以iu 1-:. 中に念ぷ蕊位和旬の危椅移底が，九Jトアト心心9
韮畔男なし｀’b) ?.,"な穀落］匂知‘るこしを森を'_.- I 巧。の EC 疱帝にあ‘I I l. 
もこの扮愛のあるとと庄子，した。7）このような芳えか;;,, /IわしS孔の兎合も｀亙当な面も
戸紅紐さゼれ 1式＇薯常な’'絃似疇1J)'みとめ豆うるヒ和稔し， K心尋0砧
4H乙 0 を '19唸n 1’' 檬薇した、絣滋~ Ba~n03 唆りダ仔／＝沼して戎！り足したとこら，緯冷
のホスト0/スス｀｀ I# Sn ()V) で＇あるにもかかわウず手穏迪ク /Iぷn (II) の存在がみ~とめら
れた（図t参座）。このしのか｀紐i食合応彦 K ネ純仇？しし Z 桑入してし 1 3 ものて'’な

＼ヽこ．て）も尤度/.jfオ仔お｀ぶサ｀吸収砕＇~ L -z用 11 てメズ ll’＇シアー分む学的令‘祈 I：：：より
托し力）められた（団I,).

この締果 Iむ ”4切＄孔の IT(IC) 嘴紫1" 生す、る ”7邸／オ Ha.zonyらの芳える；うな圧
/}う 1tない苓-i"あゑから，＂ lnt.ern a. 1 Pressure /.1oJeJ'1 Iプその楳拉の一フ之を名に支
，たこしを了，す。9)

さらにわれわれ lおかれらの他の決穀的祁獅であるコ Iゞ lレトのア也ケ Iレア也 r

ン鐸ぽ莉rocaca..c)3 /-:::ついて L らへ｀＇乞 ”Co (ac区） 3 について l＃ヌ＾° 7 }- Iレばかれ
ら(7) 4号た屯の 2) と同虚てあ， T::.。さら 1乞つ I," Jレトお；が伐のア乞ケ Iレア也トン
筑ぽが）司ーの芳玄 1‘'令戎--z‘き，條のなかにフ／9‘` Iレトがグ邊ふくまや”恥 lっぱラ見
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晶が生六するこヒ 2 たしかめt-:;.(1)ち，壷祖ぽ S7Co を鉄に加え-Z.アセt,- Iレアセトシ
卸本を合灰 L た。これ店線冷，ヒしてズテアレスズケー 1レ吸収件に注L てク昂られた
スペクト）レ 11', 57C0Cacac.)3 0 蝸合と同様ーもしく Itうらにいちじ＇るしく—回II)
の存在t示した。この線冷り純梵）ーフ＼ 1 --z.もメス／ ‘11 シアーグ光労約弱雨名がな
\.1 ，すへ、元銑 I キfe(l/1) の競侶状態にあ 3 ことか‘たしかめウれた。

こ碍冶累 1守，寸クト叫紅 l玲矢イオブ召釦＼ 5 れ--z. ¥I (I  1 こに存托する ”Co
か 0E(... t望知‘、 57Fe か在す＂るのずおうかウ、かれウ0)いう｀＇Inナern~I Pressure 11 
”ク噂を 7I ャ r＝し 1 す＼ I え↑ぷ、、こセを予す。
これら0) ：：：とから，’'要席な,,瑕湿状態を生す‘‘る祀因とし7.. Iオ ''Internみ， Pre四re19

ず）がなく他のものを和 3 べきて•ある。われわれ,t これ l：：フ＼ I -z. Iま EC もしく

m:TlI C. )I営芳｝2 し屯なうオづシ効果ぶ励起ぽ筋わくり，そ碩庚祐知過
蒋として釈位子ー念為極守店l のを考鈴管ヵがおこみと考:z, これ以し合物の放射，線

紐屯成物のメズ／げ7 7 ーヌペ 7)- Iレも観痢レた。たしえ lぶ Kばn-z..{Cz0~)74Hz. O
からJt SnCll) clJヒ"-クの存在がみヒめられ，老羞て｀‘Sn (II) は好 l咳紐し'Z Sn(,v) 
OJヒ゜ークカ）、アニー 1レヒしも）吋官大レた。 この隊全竺反既砂 I＃吟•向ししも］：：t智し，
ズズ忍浮か,):!]茫ざれてゆくこしが＇紅づれた。 0翼10'
このようならし）t-,固粗内ホットアトム効果

叶頑睫珪叶位 l喜要な和知らえる。
ざi:-J I 項痴す＾‘》ざこ!::. 1--J., FeCa.ca c.)~ <?>よ
うな化令物lオヌヒ゜ンーネ合各召たはク1:::-"'シ綾

わ力1‘なか’ぃ力）］ （哀，知）｛ac a.c)ぅの EC t男芳ず

屯し‘, t-:: 51Fe -z.̀̀ I＃そうて＂ないことがズ＾゜ク/- IV 

終唸力）いわかった。 これ l以足ます）｀7 /-ア1--し＼
効果 l＝甲 II ゥれ 3 メヌ l ヽ、ウアー固ヱか＇ヒ°- ? 
位薔名‘よサぼれ/-:: /が゜ーク姥笈 1紅移ゥれ-z I I 
ャつ力）‘, さら/-::名lJのあたらしぃ済袈冷とな 3 も

のしして翁目され 3 ずあろう。

E ・

R. 
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／ズバウアー知果 l てよるアセ千/t..アセト ‘9項昔倅逗恙灯ね吻

1て否 lT る EC 魂渋の心学効果

（哩研）宅舒文敬•O宅舒鰈子・苓涼佳房

I ズパウアー効果文年11 用 l だ核嘩要叩心効要違突I1Tてに多教行わりて\ I 
砂1 本荷究てお·I I て 1 江＜ l ：：：ニ早9有這tのミと存る化学苔含 E言でし見で丁

ごとのて＂きるこゃC.Il ）の了之チlI.-ア七卜、／令渚サ苓のサ忌苓ィ寸加初I:::. 否ヴる”こo のビこ秦

笈か化学効果で詞・、いた，逗盟某'!:. L て（ま柔冒々の 21西全屋のアセチ lレ・アセトに詣怪と

宅宝芍付加吻主・っくるごと＾見出てれた（不写度国営逗化学村誼含梵度予定）千，＋＇、
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亨の旦的＿核麟麟尋ほう反薗tエネ Iレやー紅l 用し 1 棟織化も行なう文
疇戯文l応は短命の枝桟左生成する場合に l:t多量の新枝種瓜得られるのて、｀肴刹で
ある． しかし核種ク＼長命の場合、にぱ長叩』衝臀しなければならない l払沼ゃ牲虚准し
ている．一方，物貨心魏線に照射ざれる場合に 1まJ屹の切噸国角(j) G1直に9ーした
がつて放線伽詳以起すから，、叩拇間扇い長ば目的とする化合物の放印彰涌丘
増火と直結する七のt｀、ある．へ有桟物知榜戯しようとすJ場合，特に券慮、しなItれ
ばならない釦＇、い．以上えつの理由に甚ずざ，有桟物の反疵穂咸反尻ば／短命
諷種と生成す b 揚合に 1，ま店刹な加知‘、あふバ長命のアイ｀／トーフ゜古用い T標
閾ようとす 5揚合にはガくの歴墳駅件なうとし 1 うのが通説て｀、あっにこの危命
的な障害を克服して，長命のアイ、／ t -ずによる直蛉棺釣久応左提ィ戻するのが本~
研尻の目的 1｀｀ぁ!). 1, ~回討綸会において，加速粒子l:::して 7゜ロトンと使用し
た場合と報告した1/)て□ 今回はア）レフ 7 ー粒3を使用して衝翌しだ揚命について
報告する． , 

輝の方法屎甕ー／化 / 0k¢/勿／メダ）ール濫汲を W), 兄の／ 3咸
ど SOp1tt辱の純ア）レミ拾窓と有すJ照射容慕に入れ，冷却し，反応液温度と
J s-~ #2 ー  C に 1系将しながら理化学研究灼／ G o c 勿サ,{ 7 ロトロン也（吏用L
加速ア）レファー粒い＇、衝撃すJ.叉 l応洛為照肘枝置全体と電肥的に絶牧し、イ
ンテグレーダーによ虐：電黒量と測定した．これ 1 1‘｀の実験から， I4 c棺厳メタ
｝ールの収量ぼクーロン数に比例す3 こと匂知ってい3 から—I If回(J)'知於iま｝紅、花
叫孫に設入される、社電気量左又斗 mci：：一定し 1` / jJ逗どれるアル 1 7 ー粒子
のエネルギーと逆化さい汀患馘化合、物が生成辛を浬l愛した．
頸慣，短命直繹輝が舷豆待って賤知冷凍星吼：：：ょ虚存尿東く 0. 4-,
吋と見休副成物1 7k 秦，一弱支化戻素， メタン，皇事、なとと除去し，怠 l げ］生
するフ文ルムア lレデハイドと氷克化硼表ずトリウム 1`', 79  1) コール 1ま料留 1`｀，炭一
岐がス 1ま か性ア lレカリf除去した．箱製メタノールー 14 G 1-;t 2 o fv11Jルボワ、ソ
クスカラム付ラジオがスクロと用いて一成令系 1· あること左；；磨言だした 1支，シ炉本シ
ンチレーンョン測定器てロ シンナレーター DoI i.te. D P o, P O P O P トルエン
鑓用して各 10 分間測定した．太照射メタ／ールの目然計紋／ I り． 7 C厄り·
試粁の比放射能の測定炉精製終3 復4 り日 PEl] にわたつて行なわれたバ玲の間
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7゜ロトンと用い-7棟戴と行っ．足己錫合と］同様に1 メfヅ•，一 lゞレ→／4 c の比放射能ぁょ
紅為放射籠がァルファー粒号淳）：エネ汎衣｀‘tーに比ィが1 し 1 婚火し，その上フ゜ロトンた
I 2 ,m_じずっ照身寸した場合の延長綺狂にあることは哭味ぁふ、結果 1いあふ．
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AT P の反跳生於物につ I I て
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（京犬虎、恥jや） 0 北固祥伯，高田実弧 IJ、杖懐江，
J I1 本主造／本曾羨之

森言 A T F (アチ｀＇）シンーダートリリン猿） 9ま屯係内のエネルや'-代甑i口お、，，
てを要な 4⑰l む条ず的哨て＇＇あ＇）／この初貨屯原手炉内 7"照財 I た際、 どのような
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ェぅ，'.?. I 坪和複 Iなイ斤ン｛役復（ここて｀＇

なf),I)1 "I 祀位勾統l二よっても
謬立れぅ托め／ここずI~ 1足亜見：：
杵のや切雌tを／と 1 て相対咆て末し
た。困，J1いのみず＇サ応＇困難な
炉ビ I釘箱街済炭：：：●低希l いが
！蜘謬0 差げ）困 I て豆 IIP
Zれt終街応いも岱釦ぜ柘
杉足全祖ー3 に示した。一牧に I} ン

mmiりず口和喧＂紅疇応
令ォ五砧区 1丸浮枕度l7J但千れ＇＼

みうれう。 、｀ 1l) ｛立下のり］合机、
武り租達冷 l) ン原手の破似噂 1-:: よ

7 7.要な 'I 、~ E, E は弁埠に彩塔t
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ずはキャリヤーの本如 It 1 疇
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知閲とく和す l てみる I沙翠 Pl｀あ

多．g)戸 0) 凶紅和仁叩殊俵
V‘‘暑疼？て） 1 iり疇歩成物心
妍ぁリ，，疫な？たエレクトロ木レクII

ラムを与パうり秀えうか叶｀） （秒屁） tl1 la-r" につ II て疇硝口あ戸り
キャリヤ~ i! l 1 り比蛯祝Jン岐競か‘、い紅ぽもおたり［た力のと考えクわ

g,)...l T r の約合も砲 n リン孫多久デ 1し穀幻司じ｀芥う己翫茨ォ午シ舷か＂芦戸 I交
知豆蒻ずあった。分載呟の杞達も疇朗和差にぷフて／疇い、加心＂
ァて特要片りを滋初疇才：：とが’あ多が9｀，これ Id--守ピ虎全 1母い呼屑達 l てな I)
／綬言うれば‘乎埓虎し屯広え；ポ牲にあ多厄応＇）ン庶今 1全差因ずつ士のと労えう
れ1; 9 

―
―
-
「
-
―
-
「

O

3
0
2
0
I
O
O
3
0
2
0
1
0
0
 

さ
妥
g
j
3
令
，
姦
奴
ヘ

国ー 2.

(
0、
、0
)

―
―
-
「

3
0
2
0
1
0
0
 

臼＝虹0 / J 1'11-J 

|
 

F 1-jニ尻 l ，ク！1W 

|
口

1
 
L
 

|
L

幻
ヽ
ノ

ー

g
 iｭ

ヽ7

ー

P

0
,
(
 

紐
度

9
9
9
，
砧
動

f
‘
泳

0. 
対
3
 目

P

^
5
 

オ

TA
 

2
 

n
5
 

/ 
I
 

T
 n
5
 

゜
l
 

,K 

iA) 西＝冦J I MW  

、
’
ノ

ー

|
」
t
。

L
5ら

3
0
2
0
1
0
0
3
0
3
1
0
0
 

謎
惑
器
蕊
菜

ゆ）

rマ

|

1

 
j
 

|
ー

l

rH ＝冠5 ／ 5HW 

口
f/H ＝豆 5 ， 5 M N 

ー
r

し

L
 
r
 

1 1 | 1,  1 』|, l 
u:1-蛭 c. 6 0.7 (),3 0, f I.o 
i「 I I J i i l I' i'’ 
t『 P 芦 芦 芦合芦
炉尻》 ゃ

相対末初度（＇ ~=1)
圏ー 3. (C),., グやリヤー黍加l ―― --A丁P

0,05 M 畔鮫亜群笛十 0,I t1 3い勇隻

」0,2 0,3 
-2 

- i 15 -



無祷＇りン酸迫iのホットアトムK 弊（オ 5報）
3 B 3 0 (今難の改良ヒ産属イオ，」効果）

欠大，涅り畠永街、中打照正＾大揚衣

lg伶多将＇I},｀、政虹悼紅競すすつミt Iミよ，て生入‘す；；；放和）をりンのオ斗、ノ
殿釦イオン女成、法 K ようり履む仮未 m れわれり‘"そ良て］ず翻巌‘7 つr そニシ
ム這厨l kl て舟維も1了庁フてさた。 しガ＇しこつ歪ず 1す、分翠がナ今 1" なりた6'.),
今囮麟rd.;‘ り'級1 キッ畷立 Iて幻すぅ飯告也も K に分翅：の改哀げ‘み， 全方
析が可焦な厨げぇた．jた企馬i丁ンと')'手の比（序）（：：よ 3 放炉全リンの
オキソ談函直ぶ寺の変灰：ど孜骨した，
（戻験）
思り戻、験
町碕科；
甥豹条件；

鉗籾杭

鱈ro4, KH叫， 怜如
KU'f(,(Ml-3) f:夕 x·/r'z -71_/cヵ.戸ec

ドライアィス湿度ノ 50ウ間翌射 、墜卯伏ド＇ヲイ了』ス温菜
て保存
キャリャーヒして[ f-f, 伍-［， 合綾のナトyウム鬼
ガラス杖ず）リン暖ナトリウム（'n = 45)i 0.1へ 0、 Z 吋仕
含むk培次 k 溶肝。 試糾娑虔 1呵均

oiオン交捩ガ薙

樹粒ノ
港祁剤 ; 

Dowex l x8) 100 ~ 200 X ッ五， a型卵、3 m£ 。
函イtナトリウム／ r1-1 6̀ 5 (acetate. bふ;-)

浮・超 ,9 

達述｀，
汲船弁護J/史

（締果ノ房察）

Exronentia[ f心i ent e! 以ti o YJ/.'Yn l 'X, l il~ bottle. o.o7M, 
re.servior 0、 2 MC I~2 rro 合入Cti on) ノ o. 3 8'M (z?I~ 
タ 7 0 fractl` ヽh), Z J'1（幻／ ～ヽク o fr.a.ct i In~ 

t n切如ctiP I?。
l 叫伍
后 7 ラクツヲシク｀↓`ー皮そ之試料立に取リノ乾涜後倣 I\h 、グ？ 7'’ 
ラウンド放射衰浅II 度装量｀ミ.J:' I' 放船貪とを判足。

履ro4 紅籾tたしさの／各樟リンりオキソ酸麦這苺曲線之四 Iミすす， 的
知襄も放射酸連使 l::: J‘，て戒めた放知全1)ン l~ J:'うもの。てあリ，｀ヒ緑成比色
法によって朱｀fたリン/:.ぷぅt v)であ 3 。 この疹離曲線っ昆念， mixi n1 bottle の
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豆虔度。＿ o75H 噴麺左イ了けつて II 乞しグし m iXlh, bon(e 成虔度左 0、 o r:- M
／ミ叉之百：：：l::. f,お，，て／ とくに}/ f, fか令藩l生が一段と良くな 5 : K がわり＇っ
たのて＂．実際つク雑 lミ幻 l て 1ず rni1,i n,1 bo甘l生の；賞度。｀ o ry M て著慈が可フ
た。 この；輝疇ゥ'J‘隼｀がなよう K 仮来扉象ァ；で＝炉ぽ r" 13 分離t'さな
かった ,-0:rノf-C-f, f-0-fのう社のよ＜薙f以したリ，＞のオキツ酸毒ぁヲ，、 Iす
長戸，戸戸，im d')オキッ畷釘冷斎ガ＇可能て’’ふう・ また reservio凡の遺虔と
環跨 1こむること 1てJ:,て，ク孜違級オキy頭逗ノ・ー運つ六゜リ'J :,,苗複／さ
ｧ lミトり X fリン該呈jて｀』の痔組が可応＇•あ 9 。
こ這炉 1- よフて渭逗炉 Iし卜yン酸カリウろを知里し這要，佑‘オ（

応を樟枚射槌：yシのオキy酸塩の注戎率を表 1- 示す·
料叫 1：：つヽ 9 ては，や一0-F, f-0- fが＇’ウ｀なり生#. I て，9 ;の I対し'r-0-r3 !f 

蒻在しなり． ざたf-o-和戸の存在が英め↓‘乳 トリ／ 〒トラリン酸塩のた坂辛
齊常）：高 I)

遺がオルトリン酸アリウムJ)急呑景℃：定j令的！こ比較す 3 と， K廿Zro4 ず 1す誤であ
§れなり F- 芦のt°- 7 ガ"/J<zHro4, K.3 ro 4 ぞ 1す蒋在すう。 L !J’しに戸 Iす存在
l Tj "• ~ f.-紺的な及砂として， 虎ィ直が増す 1て→れて， } f-0-F, 日か
伶陵it知，ンのオキy致塩ウぢ曾加す 9 。佗 1i I も， h 号のホ・リリン麒釦庄
戎宰サ｀葛［＜浪｀クす 5 ことが訊りj‘れぅ．
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縮令りン蘇浪を棟的ヒす｝刃 P0 反殿t均1じ対す｝
3 B 3 1 妖柑誅効呆

東大紋及 松浦• ::::...クr 琳清杜

私迄す 縮らリン線ずトリウ入を森約と（て熟中性子 l-:: さ 5 mj具八窃 9,"カ
を詞へ｀V-拝呆． 固沐オ象的で· （す的 ID 松杓ば、 9 32 p fe -,)ン敢と l て哀を出 3 ハたが．
こq乎 1-:. vt疇疇のりン、和ち亜リン薇ゃ炎亜りン祓化厚子をに相汝芍｝も0\じ

含ませしていた。但 l ゃ裕合 1) ン派埠q水謀和夜 C 素大房子炉で長酋閏邸J甘 l たみ合，
c;o 尻以.t. 9 }2 pかーリン酸とし Z 検出ざれたか，火昼fi r 線に合」反応に昇矛もか·

［まとんど 5 i愛"J')ンと（て検出ごれ rー．依って計年 l"" もとす＇：、亜りン敢ゃン欠史
リン酸か完全にりン酸iこ殿t.J礼なし＼ャ媒青の投図で、約 10ーユ M0 フジカ）レ将浪
剤と（て 1 亜り｀パi支 火亜りン級叉［す莉柊物を棟的オり災0)三り｀ノ醸ず卜りりム 9
1M 和容淡り加L 庇空気禾で•ヽ束丸原手炉q i虎社町巧只灼 5 分閉照肘(v-哀
呆，昇，炉計の反麗t岸えをも見出された． （空気の函訊炉·、符．や符り討 l
か検池、され埒い。）
倶（固体疇、 p2-p牛と区一応沢i)ン該化号穿をか」を忠されていがいこtかう．

又． Ha i 5S i ns卜yの噂｛遠：心浪平の次リン敢から＇）‘`｀され 3 詞
の研と月うジカ）レの反応裳社かう乃人（も、 丘一区·t p4-pげ直楼涙慕戸り
鬼戌す；可胚性のほか炉、パ泉(=$ 3 緩凡過程のオ屑手であ 3 可能住も↑創這
えられ;i.国照射試料£東尺物注珂の 60Co パ線遺拍 l 、店itmtぅ渭戌度をi周
ベ臼呆，久＾亭史が見ヽ豆れた。

(1) 碍い贔す｝仁つれ，p，1か社妙 l <叙且に (1 消択了i、p:z,- p4 も同じ
であ｝が．p11が存厖｛てい 3 極'p>-—p冨消矢 l すJ //'. 

(2) 図か衷灯~ O')ヒ租反（てげか清加す；． 4旦( p]が消久（た蒋炎応界
も涙少し［すじぬ;J.又． P13 0 裕クキ /1 p]と比べて 4 ヽ 3 い． ・
(3) p4-p4は今迂り戻うない。但 L, P}が消失した咤I遺 P-P朽消沢可｝で
ありう e

(4) p15は最初み 8 り清加（ないか、 P沿戌少していくと（的ち R冴惰戌（た只）
免｀に内加すJ.

以.t. 9 峯史から．久り旅ヰ反応逍叫•名とうれ 3 c 
(1) 反翁埠応り 0 pf /1. 噂の灼象により P且 rJ, 1. 屹の反応として、応 Pt
2 Pi• P?+ pら印路で中間沐かで• 3 ）と可れ¢•` p4-p％朽匂か肴知叩 3 :. 
(2) 反房直戌物の P][1 バ泉がわ卑で•叶とな~.'t 0 反応槻払 l池ぷ線也界的 lて
未万克であうが、 P11 → p註，tt,グ・そtて斤十 Pi→ z pぢ反応が名とうれ，中間
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炉（てp2- p蛎将たが店えらかる。

(.3) (Z) /-:.よつて生成ざれたp詞）の過直つてP,s-1 -:z. t/ }. 
(4) (I)と（叩疇概構からか清加か・tも 0月？れ~.又． P1"II) -i;ゎ。が長初それ｛3
と｝コくばいこしも 3 梓出来}.

(5) R' が消失（た使，（2) 0 及応が力‘こらヰいので．
紅· l1(1) だけとなり｀ 計が必t閣す 3 。

以.t.. q ¢i床｛，もとす‘?. "炉P 化学程 1さ店， P13 と R5であり、p2ー尻とげ戸
11反脱屯成切でもあ｝が、 む（うパ線〇涌文化逸耗の中f印本として＾可tも枯が入3
し‘•
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8 B8 2 
和臼·照柘によ 3 ヨウ素鼓塩ぁ•よが過ョウ素酸
塩 9杖豹樟効果

脊吹杖的研 長谷｝1| 囲考

目的 序紅炉和｀｀、Li "'J中桂う捕獲 1= ともなう及諾d粒がかい‘及配 H (=よ
かヨウ素酸リチウ A 叫戸ゥ奇滓イオ｀／の分袢埠固らべ r＝とこう こ中ぅ刃澤
り：：ょ 5 ヨウ青酌紐叶澤叶Ia, CT(-Iぶ）＝ 2．8ダ Z`· ヽを。のか釦碍
汗丘｛直よ＇）も約3 ｛紐疫大之＂あフ~. <l vi.,ョウ令酸ァンモ：：：ウ勺む産う炉
の頃砧｀い喝逗叩幻など＂砂昂によ）非常 l-:::: 大 3 ぃ杖’辛ともたう可：：とがゥ
P‘ フたリ．今回 1ささう 1＝ヨウ和戻虚（ヨウ寺酪ヨウ令釈↑ウ生ヨウ和知
クウ＾，ョウ素酸ァ乞e ＝た）謬森子として 1司ヽヽ 1 アド‘ミが知｀｀包んて＂ノド
ライアイス温度澤紅料湿炉｀‘照射した嗚合 9オ建渭錆卸卑を諏サベ‘h.3 た
過ョウ中装嘩蝸ョゥ輝，場ョウ告蝦リヶウ々，喝ョゥ輝戸王ニウA) に
が 1 マヨゥ輝晶0)印り、照伽ょ注碑鑓犠釦囀蓋，鑓碕
婢汀輯戸蜘べ‘ち．

ナ去 ヨゥ和yナウ心•よび過ョゥ素酸yヶウ~,汲決し仄もっこ｀｀他造
呼□紐疇 I＼之｛子フ厄．中幻蜘lェ KUR疇気転送偕（胴‘I叩

1 ふ•□` 2HW) 釦同ヽ\ z行フi:z..中的畔ク条戸啜Tすよ石勾f::I t担
カ r ミゥ遷（ 4．ぎ憎 l …勺て｀ ｀，ドぅイアイ遺．度いなが梧｝炉翫悽
逗豹を行 7 区酌｀［屑鳴よふ疇訊｀物（エュ，エ―,I肘， IO千~)ぅ定
和，直疇知町汲麒骨法と／汀疇戸yウ 4落凌四邊踪
這疇 I92 行い，そq分渚号註｀み匡

門るわ9l:3霊；t:：唸戸互zl.9: 工工―
ウドミゥ砂知｀｀包生砂位戯亨、 日
射心~,.")、n．互身呻応令喝り l刃 う.2.0
渇昇しい［匂D` シアト‘｀ミゥ弧応セ と

``(;、、コ虚字庄『゜
中（さ，＂天4 （叫b-)"兌＾反応の O IO 20  30 

囀ym:-入, P) 矢筵っ 回 l. ヨ晶瓢悶Sぶ年
！）長和l,B（ヒ，知（ユ） 11,uqけ？）
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庫7゜ロトンおよび｀紐臼戸＊素および誘呑殆戸藩彗よざ非率嘩知
ょ 3 ｛っと知うり．拐釣要 l：：：とがむヨウ詞t盈4大和貯噌和青（ぁ乞
1 澤豆こ 34消fとフぎ'")よシに同科遠過釦 L'-方号中 3 ．すな巾ち／ヨウ
げ1 オンに吸収さ中五エキ Iv ギ｀ーがナーぼ紐：：Ji• `̀ 2, 1f,1J足巳とイオン瓜詞
咲年）， （ 1 ）式‘q Jうになる． I03--＾→エ〇7, エ03 ナe.- (1) 

5/ =!万｀｀ 3, 砂起幻吐ョウ告装イオシあ•よび・次吃ヨウ令ィオンとつ反応平
て1 (2) 弐｀の占う（＝ョウ苓イオン戸町 3. IO3ー＊→ I— +O+Oュ （ユ）
狂，ヨウ素っ句戎也如t e―反底達｝心辮晶中り誌戸怜（遠•I, <ー: I 
証ppecl electゃn とな凡呑砂鱈イオンおよ唸釦ウ含,(オン凸缶
ヨウ舌豆這す 3 と汚ぇシれふ
過巧苓落虚燭ョゥ鱈，渇ョウ全翌ぅ炉，過ョウ素酸ァンモ＝伝）
につヽ'< I 梧切芦類が拐巧，呟翡丁し只lz. 3 っ腟和蒻］と疇こ遠（王遥1 .2,
, 31＝示しi-v.囮 z 0｀ゥ熙射頓と
ともに土（コ凸ば曲仝怠こして示さ土る

•お孔，コウ呑諮溢這祥l-z.9 過ヨ
ゥ鱈イオン（＝サ合してし1 り睾汀
ンによ＇）呈 7 v'--注や遺k. I到 3
Iさ，｀的ョウ古敢ィオンかシつヨウ令
蒜ィオ V今呵砕いすが年平
ぁ 3 ． ：：ニて、特：：ラ罪しi--,. "}（エ／

過砂令訊ヶゥ……湯紅｀ウ 3 0ゞ
，（か屯叩豆，lヽさいi直研転．
こり：：：と{;}:/'逗ョウ舌函溢ったわ涅
賛詞姜楊とヨウ圭函溢それと隼戸
泊壱す 3 と/ID;~I年， ID+.,.e―

( 3) （ぐ：もn,..rr忍 e i ectY心）

IOご→—,.IO3- t-0 (_4) 

巧→T―+30 （夕）巧→エ＋io （ヽ）j ¥.0 

乞 c n,d)3 H 試／芯によふ恙ェネ『し§ o.g 
ヤー諄国匂 1-::& ~砂起湯釦 '.I 弓 0.6
屯、し｝イオン（西用がf参知的（連戸 さ。．4
つ乙｀（さないァ‘と思中心．戸，窄 密。．2
人豆届につ＼＼之 1 ドラ,(アイ衿軌 忠
乙＂、畔心晶合母紅戸芦が）と 3
l= t.t:..べ侮デp‘I：：小さいイ品を得t.,.
I'登四渇”1-:::- つ，、 1 も検古む炉,.$.

、
(
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•一•一
IO Z0 30 40  
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過ヲウ舌酸逗炉分l袢
Liエャー • ：エ... 0: 工―
N HがIO4 ―•: Iュ，△ :工―
H エ04 ー● ：エ:2'口： I―
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ロ
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3B33 

イオン交埃街脂令の木ッ lーアトム化学（オ 1 7 雑） CrO'fーーイ
オンがらの及訊 Cド(][)化学棧ゥ生戎の可筍も It生

立叙大陰研r 広紋知環
o t這‘い男，松涌忠危板戌優学，和す喬集野久輝

邸和 Cr（江）化合物 5 和と”"すするとJ J'ICr でうべ‘＇レされた G ([j[)必｀mer ぷ
できるミと 1キ定肢的に雄認されて、｀らか", i慮菟らば CrO,-ーのれダ及訊 1-::. ;. ~ネf)判

訊枷1 Fi 3'1 のスキームのキ嘉t-=. o- ぷ 7 うク••I ;,,トと｛てとれて Cr(I!)が＇士成
今と！てでき／ こ"'- v,ｷ Cr （江）ヒ及応 l '"t.二次的に Cr(III) 必池がクを仁ぇぅ，，であう

うと捨ぇて｀｀る。 し F が｀ってもし斑汀ミ炉 Cr(1[）と及応 L やす，，キ勿僕たとえば｀
棧乏つキレート希jぶ力在すれ（氏巧｀ 2 <7)キ;(< cr (I[)+Crrn:)→必｀一匹→ 9k躙g勿
5 上え 3 前 1= Cド（土L • [Crば）＋ LJt"否土し＂ （｀｀のものばすぐに畷＜k :tれてに応］対
さ上ぇ 3 で•あらうが")こ<1')もつば Go¢ーと店＇電 c 黒にす｝つて‘‘I L," らっ常法で
ぁ 3 /rオ｀／対匹m をも古いたし、たをJJ§棘砥 l二よ，｝幻跳生成吻ク効果的今維が＇昧
て••あ＇） I ミの 5 ぃ滞離液心 l -t_キしート脊）の狂総濃度苓パ争件をネを乏屯えたと
きの、井果'<" Cr[1[)とこんらキしー1--角リとり及たf生乏炊卑浪討することによ＇）ノ Cr
（正）の打在で殖認でさ b て．、あ 3 うと角えて本｝干究をす、あている。

”jJ｀吐射輝嗅束と同揉，使溢印疇置を↓ら 1＇て名‘：なった。i輝液~ l 
1 心直向TA1 手、食 7゜ロヒ゜わ咬盆蔽；豆ゥ成がもちい）きど射溢笈ノ
沿因 p卜I }柱キ昨 9 メ‘'} :/ ::z寸イス→効果手をしらべ｀ （,:, 0 その咋忍

l) 虚菰如想につ II -Z... 1 よ I ~ ~',j:.での、さげ阜tまヒめると rICr 奴辛ほ
CH3 CobH> 比 so<f/ HCOOH) CH,CH.,_C..001-f) ~c.qc.) (COOH)'2,.) EPTA') 必汗3

>。 -Pken ァャ戸4'ne> 訓03 〉出 O の IIl免序 Iュなっ在．ミ→這江戸 1卑
因と（～ ！丸 i)及訊全放初 (C嘩）？）ヒキし一卜市）の疇逢度ノ ii)生成屁応
ィず｀／と！ての荷ぎ iii)出脂祖凡（こり及羞ざれたキしート考11 っ濃度...,三つ.,知果
が’芳えられう 3
入）照知琴耐蔽這離液'<=- l たが合従来t異')i彗度上早ととんに閲疇
這少し｝一方麟疇叫ヒともに土噌加した 9.3）．ミゥ厚国ば目下茨封
中でm 式i)叶磁と及恥ィ吟社囀知枚｀鯰廷笈ぶ の lも及⑤和をキ手っ丸 I..J
l- iii）の勅知諄知昇とと.:l 1遠｀りす：ちめがのいすーれがであ 3 ぅ。更l=EDTA
の夕騎合~ stふ疇履の［紅ぽ文名手し／千与I~ 1っ H ぷ皮’｀ヽ巧、 4 I-:. ;f、 T おう/~
令＆疇;(,負叶砂江 L r:. 。ミ")1い lb l '1-向 TA d')釈雌ぶ温度J p H の瑾加とと
も這兄 1-11) ぅェ里由で生戌籾和冦イオン，「土にわたも＂ ：平年('Z. I I a 。

3)~/ ~翫液が席度謬ヵ阜 rょ研祓について Fiを｀ 5 の 1阜な、さ告阜を仁丸
~,}\,{ S- ICr と全 Cr r;面成今d)化学ぇ座が同ーでないミとを o告示し°Z I'~ • 
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3B34 ク 7゜、ソニウムイオ‘／の光（［学化1 和f究

懇大工 大音此

ネfヽ＇／ニウムイオ・／のi容存朕i』はi塔液 0 闊嬰世柱，i象i夜J)組戒保存d)條｛十な
t｀ヽ I：：t •), •ざらに放肘線，知［約環境/;よる差嬰叫iをめられる． 叱ヽト生｝兼村 l t 
h ラニ lレi各i花がら U 紙脅孔；水勅法 lこよ＇）ネデ，1 ::.ウムを分紐すらとき，移動度，
馴輝tょt•'fウラ：：：： lレイオ‘/, F. P.と比較してネァッニウムのi票打 lま Nf:ー 
じして存在すると堆定tれるが， 日紙をタングスデンテン 70 7.·｀姉熟乾•奸． l たのぢ
惰雑した名1" '1 ニウムは抽出法， 梵i化i去ほ r l一｀かける争りりがうtJ/+1..·•ガ’J I 希鼓
麟t l て保行するとぎ Np吋への変化が認められる。 0 紙をf遣．することな〈
渇離 l t輝i紅i夜t‘・は Np o/, [1紙t麟§戟瑾紆 L て n r: iふi夜叱て＇は Nr°22.+
t L て n 挙動を示す。本研虎はi奇i夜キで府桟蘇と焚存する本フ゜＇］ニウムイオンの
穀化朕穂、の変化を光化序的に抵ばする： t t月的として行われ，t。
実絞 l ネ 1·''/::. クム試料i吝i夜 a) no2 t JRR-2 で 20 分煎討し，雌岐i象i夜
t l tのち，i訊，t品化ナ|')り A ーtL 戟f` I'、よる〇紙を気泳勅 1'、よ，｝ Zう9Np t 
分雌し 9 [J紙を乾樟することなく， 0, 5 H 世塩素蘇i吝i夜て洛雌 L, /00 ゜t t'9 分韮
抑熟 l た 4 のt試料とした， h). 布 l反の研蘇ネ 19,、I ：ウムを世t羞索醍/: l,1 妍，執
分絆 L f乙の力， 0.02 H Nfの l 叩麟りも＇苓；夜t暉 L た。
2. 蟄置 光源．として夕00 可？アクバステン捲お・よが" 250 下水鉗幻性を牛 lじ根度，
4 x ID 5" Lux. 1.~·使用レ，寓 n r杖身廿も！まりエル型 2‘‘x 299 加 I (Ti)ーシンチ L -
シ 1 ン計杖琵置 K ょリ 吸収スベクトルはg tt分光々度計/:よりig促 L た。
3 , 方法 、麟彗 lこした寄 0~り扉□瓢応請を屯て置券な｀i晨度の有桟酸i釦役を
姉え，｛の一定量を氷；令したい IO-3 帽庫ぅンダンi容浪由に注ざ， 7'1/化ァン
毛:::.ウム洛i夜の冷， ¢O t'•生成したフッ化ランク·/t逹心分誰役， J:..i登i夜の一定f中
以『右測定し，［賃-e··a f:,おける Nf°z.ナをとした。度 1釣筏蓮釘紅 l f:拭粁／こ
っ、1 て｛同枯叫f乍t行いI Np °：の変化骨を芝甜、した． Z3'7 Npにつ I ヽ z Iま反応附
伶前復 l’ーおけるi麟の吸収スペクト lレがら， Npば（紅7 叫こ）， Nfぶ (6/ 7 叫り·
N『 4-t（り 43 呼だ）の吸牧ピー 7 の経特定化を観哀した。
終艮 1 有杓酸と共存する Np 0：の光化季的還元の逹度 1よ雌もの稚藷 l：よフて異な
るもゞ濃度ヒ共/:夕魯ガリする (F,•3• 1)-O H 甚ヌは •N恥甚を令t蒲桟暇の場合/:'ょ
一絞に反応昆度が大ぎいことが判った． (G-. A.: グ／ 1-ル酸， LA. :乳酸r. A:・クェ羞）
2 的 022十→ Np 03_+の反応はクエ｀／釦i奈加/-:より雌窒釘；7お·ぃて、し追行するが，
Npが→ Np4+ の反応はほとんと＂追行しない。 F,t 2-A は Npの造湿予綾砂厄
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とんビ＇追行 l な（，（ Fij .3 A). i各i府を的
/00 ゜ C I：力1J熟しだ場合 l:. :L 変化が見られ
ないが（ B) ，光牲討/:よリ著るしく追行
する (c)。この反応の追行にはダングス
デ‘／煙/:よるf紅tの方が効足的で名るご
とが判硝した。

。 20 40 

(min.) 

A
 

o. ✓ 

ヽ
ー
ー
·

> ( 
p
ー

.. 
ー
，
．
i
．
"
息

ー
・
・

T

,

.

1

.

 

ヽ
'
-
`
‘

‘ 
... ,
 
.. ‘g
.
”
§
ぺ

k

g
、
i
*
f
.
t
t

:
I
l
.
.
.
t
"
.
t
'

.. I・

ヽ
ー
、
i

'
l

」
一
●
―
―-
1
-
U

ぃ
．J
 

こ
~
＼
．

.̂I. 

;'‘ 
一
~
、
．
ー
：

1

．1
.
1
.
I

f

（
へ

..... 

』

P
4
.
1
.
 

};' f~'-

三
．
ー
・
ー
・

1
.
I

' 

•1 

.

.

.

.

.

.

.
 
,
 

.. 

ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・

.

.

.

 

,
 ..... .
 

ー
・

ヘ
＞
9
0
 2 。 O

c
 

. r
|
 

国
:
:
r
n
v
m
r
o
s

t
iv
,

V
Ii
i
i
i

.
4・3

ヽ
ヽ
・
‘

.
`
&
?
 

.ì
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ホットアトム効果を利用し I：：：晶比放射能鉄 RI の般造：： I釘する
3B35 基礎的検討―その 3 （忍—rfipy r i d孔欽の東げ、照射にお IT 碑！効果）

序、大東手炉 0 面"|佐太評 店田忠蘭ゃ

1 、且虹
比放射能の高ぃ n厄（各 r::.(が仔ん）を製造する目的で、今舌て｀｀に程々0)オー鉄化合物も
し＼ろいろの条件のもとで桑手炉照和を行なフて検討して未f::.fJ＼その紡泉、惑、射寸
叫釘が長くなると比孜射籠が低下iるという多哀がわかっ「：：。これに（不彙手炉内
噂射する限り、 r 線その他疇：射線による試料疇、町影響尋、きいことも一
ぃ多とめ［：：。しかし今まて‘‘ぼ外的条件ハみを変化させてその効果を見ていたの
であうが、今回（＄ターゲ，｀／卜自身の状籠包‘変えて｀すなわち固休状・液知犬、お
ぶ叩農笈の臭なった氷結試料について、子の相の影平があなかど｀うかを戻験的 I ：：
検討すうことを目的とし、あわせて放打線化学的効果にも検討を加えようとした。
Z 、実験奇広
以この目的の［こあダーゲ、’l 卜として犀臼碕I 扶（厄(dipぷ），てつき史療を行牙｀っ T又
こグもの（か約足度が高く、ガ‘っ F.[1°との文狭反応も認められず、 しドがって｛也(1\
ナー鉄化合約のナ易合のぶう Tぷぅ容解度t7) ;戸！窄操、｛乍を l\<2字としぴ｀ぃ初哀，ぶぁ?.
］）厄Mipy)芦精製 扇011. ·lH2C0 一定量を蒸留心＇溶所俊、当量＄りやゃ過剰

9ヵ忍仇｀py崎I を＇l` 晋の工夕）ールに；疇しにものを:::.水に加えて、ア：毛ニアで｀
叫～夕[::.調畏して厄(4ipy):+{7)錯り（オンを作')、こ紅如3 をスガベ ‘I ぅ‘'ャー
として加えて PH?~ ]で‘、4i (OH)3 0)ぅだ澱［こ F名3ヤを共沈させて箇法陵、炭娩して
F尋‘py)3SO"' ど調隠しこt\を一...,の照鼻寸載料とし「こ．一方この落翠を貧イオ：文峡
耐脂柱（恥ex/x？知れ虚）を通して so~ーわ‘ぶlJ'’C［ーを床ぃ［碍史、卑濠して厄叫が3(CH汝
を調繋し、 こ収t叡諄弐粁の一っヒしf:。)尺［ここれら試‘料g蒸留1Krこ；容絆し→、裡
壼の濃交の溶食を作り、 ンれを直拌の照昇寸試‘斜（文知仄）にするヒヒもに、それら
種之{l)濃支のものをドライマ 1 ズて急パ汀て米結沃の照附拭洋厄乍灰しに召に
こ瓜‘ウ＾ぅ豆訊‘料 I ：竜手樹捉；脊として/l)が必イオン左含も NHlfM()3 ャ Kが必を穂々,•7)
濃足て｀＇条相しfこもグも照射試料としf-::..

}i)照射 照肘ぽ KU R ニューマテ、‘J 7 キュー7‘‘ て｀、東手炉出力／J1W( 熱才性子
束奴／尻疇ヅ必ン）から『H下｀ 4 ）旬で出力包変化させ、かっ各出ガにあ‘ける誤射fJ{l l旬
を愛化さゼて行なっfこ．固知樗灼料について（す東子炉過度方ぶ 1/ ドライア［ス羞
文て｀‘照射を行り、い、ぅ夜添伏試料につ V\ て 1］象手炉了品文で照村を行なっ T-;:., 火結試｀
料了ドライア（て Z‘‘ 急冷しfこものもドライ 1 fス囁文ず照射し［こ
加）化可分謎ぉ‘ざび測足 照射寸俊試‘料 ,1直うに F：吋 □ F<3｀分離操作も行’ヤd` うか、

- 126 -



厄~---- /‘J • - r 

氾1 ／応 r坪

rt わゃ
iJ: T這ドラf 7 fスラ品足で之～／汀腫1 床呑し'T可笈分麓操作を行店った．すびわち
衷卑1 試‘科 3 あらか l'‘ が少曼クん忍的y6dy/曲t Af十を落叶牙させてあぅ蒸留心塁絣
し、直ちに団を》～グに詞繋して八(oH)jを戎互殿させ、 シ小に石戸を決成さゼる。
：、力＝虎殷涙昧庵哨再呪殴を玖国くり返し、，骰応：：況殿を Hcfに溶絡してりアく3+ グ
撃試｀料＇とし「こ． 笞f:_ J:_奢夫を濃稲して rfF；ャのう屁I足訊｀料ヒし［::.こいらの試‘料：：
ついて Hァゃの Iふ丸心戸麟恥k を兎l 定して収来5 決定し、柔 Tミ厄3ナフラクシヲ
ン中の全鉄量をを雹比色宕凸｀項l 定することにぶり切fr),＋の比放吋能を求めに
3 、差

訊状試料 Iこついて 1す桑手炉喝度照射パ易合、巧望十の収争湛照射時1叩増1J月とと
もに ;~'IT して来3 。 ド‘み{ 7 {ズ釜．足煕射 A 楊易合、あぅ時 1旬ずで 11 収字が増ヵりす
っが、でi＼を過ぎ、るt戎少―し給め7ii. しかしいず｀い場合も試料”(/'介箔 I& 少ーがく、
この戒＇い直マニー 1) シゲか戒射練マニーリングにかるものヒ忽わいう．？皮体成
疇1:. ついて l1 タi1 W 、j ~/¢が器樽長‘も斜訃斗の分徘ぶ足激に起こって、叱放
鱈 li着しく恵くがう。氷点も試料について 11 、 E竺(dipy）；ナ A 業皮 E 愛化させ［コ易
合、：農文が成yす? 11 ビ｀ ff長3十り尺率／t上昇す 3 が、 rt奴射能ば一定但に立す 3 （回
1 、)i] z). _:, 0)條旬 11 厄（dipy)3(OH)2 t/)燭ぷ‘｀も長（初）3SO4 17)叡合も同叫‘、ある。
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囲 3 ， がO3 イオン濃度ヒ収2f'(7))釘床

04 肛5 0.5 —- 10 

頭嘴once.ntntion

釦、長(dipy訊棗度戌獄濯切肉係

和直々の濃度{l)J/H紐03 吝 r-::.
11 爛らさ叩えて米約し［こ試‘

蒋について E犀ro九 1r四ter の
”ll す 3 初果がしあるがどうか

を拾炉fくが、砂3 イオンの
ぁう一皮濃知‘‘収辛が巌大値
にザう亭が見出さかに（囮 3).

200 
この時の収皐で同じ9 E百農、支の
fe(ctipy)3SCI/.のヤ恥合,l)禾9 /¢イ音程
支であ-, 1こ。
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希土親金届キレート化合初にお Itる中心全属IT)IB 喋変にとも
3B36 なう化掌的効果の斥『究

釦紆扱ヤ研 0 朝脅式失 ti] 1!1 塊 谷Iコ節月 令刃 皮矢

枝戌度の化白的効果の研究において、一般 I：嗅愛 1-:. と毛なう化学変化I~ よって

得う戒る生戌物について夜叶さ札ているが、毛し生成吻に至ゐ莉の后が起やり体 I ：：
ついての知見が｀碍ぅ水水 l企栽虔愛とィヒ牛麦の 11[)ィi濱立らに見体的なものになる
であらう。我々 1に水よて水痔液中あよび氷桔収態での¢嗅変にともなう希土繰
全局キレートィヒ令物の梯合綺袋パついて研究して芝fく．その終果、全贔貌位ヶ
叩雑令叩碑の大ささ ,s紐で項禿埓I釘の長短，こか＼ッわらず一定であるが、
反た虹氷釦這 (-78 t)にすると表麦秒判で，ょt/Jg.(T卒ば夜系で碍 5 水る値より
毛欠乏くな 9 ｀ぅ皇変使苅で 1;t.切断辛 1;! 液系で得 5 水る他よりも小之くな＇｝ンたオべ
一足1直に近ずくことが｀筒った。い：：ク裏変崎 1釘を翠：がヤするとt}}断辛ヵ＼｀｀I oo %,こ
なること”., ↑く。放l':: /3虔変 1::. ともない一祉すべてか姉令篠乱を起しー、水待
収態．ては生じた励起全届庁の知合述度が遅く、複度fJ1期で 1ま企嘉清，よまだ厖起し
てし 1 るため秘得し生成物と介＄りするさいに再終合と起2 ないが、桑愛夜廂 I~ なる
と企属庁ヵ＼・失冶するれめ私糾直使 1-::: その一秤がすみやか l：：再締合する毛のと推翁
した。こ1!)推飾 1: 茎乏今国 Iょ 61釦枝移這 l：：と）雌,-:.して切断年の全碕愛化，
としうべ｀珈起令痴片の弄命色求め屹の寿命t.tJJ秤卒の I釘係と校討した。
虔岐 もち \9 tくんし合物 lょ咤e ，霞，!¥；；メククんの DTrA 寺レートイt..令杓およ仄·/7IEr,

/97Yb の Cy OTA キレート化令物である。／叫Ce さ除くすべての放射性枝種は原テ炉 K
UR 't.も 5 いて製逹した。放射I也 I吋位体と含寸、全払キしートィヒ合物ti 2X 10-~ M 

(l呼Ce 系のみ l X lo-5M), pH 6.5 の 50 弘ァ Iしコーに紐とし． ー 78 ゜C で米
綽と七た。一知町汎、緋裂して生じt：：紀位戸「とナ履｀複するために琲、改対性の親
枝性の履体令属イオンと錢羞のモ lし数ょ）や、少め l□1D え危速、 1：：紅得し、 F易イ
オン交捩法 lいよ＇）全贔イオンと介維した。全驀］イオンの放射能の紀対兎暖ことあ.::..
な lヽ昼交綬反応 1::. よる放射能色差弓I さ耗ぷ切断卒と求めた。
紙果 壊変時 lれ I t i::.対する七JJ断卒， B•R とフ゜iコットすると図 I,-.; 6 ばなる。
l`0 い。 I I.O~ 1.0 

5
 
oｷ 

3
、

8

。。←-3
•寄•5

／ダ3CeDTPA 呆

心Ce OTPA 示

、~―――I ~o、5 ;fl- 7心： OTfA 糸

12¥ I 
O I I I I I I I I I I O 
20 • 60 印 I~ 120 Iや 160002. 0 

七， Kr ゜20 • 60 SO lOO !2.0 釦゜口や 60 的 lco i如⇔ 1‘゜
t、 m迅七J hr 
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団4 t, hr 図 5 t，ぃ． l団 6 七， K＂

考紫 ¢壌変によ＇）水釦£態下で脩炭して庄じた娘企屁 C Mi.)、よ、その壊変定数／
俎州小さく（ l＋“Ce と除く化の枝校のこ•, t.く）反た•中の甜点が全視でさるならば‘`

浚のような過程とた乙＂るであろう。

叫x~ーロ(MtI)キ:m,
(M rJ.l)キ—M c1.2.

ここで励起全届片の種類t 2種経とし役I I 也，よその失浩迷度定敷．f，よ再姥令の
可能性ともっている卸今．（ l - f) Iiーキ且切断これれら再私系彦合しなt l 苛介、

Mが 11 親の手しート4ヒ令物 入r‘＄在の夕桑変定数とする<>痢述り惟蜂広とく叫
り四疇のさい紐合するかう｀恭令切既孝ば (I) 式で表叩れる。 ぷ I1 氷
絡さセた時にお Iナる叫X の数。西e 矛、の痛令 Iょ入r が非帝 I：小さく．よた及虎·ヤ l ：：

入げ＇無キ見てきな＼ヽため ーニにぷナ (e-が- e- が）
切町年 1 ,t (2) 氏となる。 8,R ＝合、一入r
こ水うの氏ょ）各々の N; (l - e 一人？七
系のて，（＝.e..2.／~,) 入p .,o (, . ~-'"'パ）七

儀おより虹求める 8R ＝入4+ 使 I
― N月 (1 -e)  

｀のようになる。 立心 (I -e -入d t)
図 l ~ 6 吠伶よ項 Ad 

：2：言言：：f 1f1言□言言旦
をいここに置芝ク‘ね水る。例え I1哀桔茶でかり紆］としらべ I；斥を果ばよる
｀斧 Iよ 3C)%, 17IEふ lょ so災叫ば，ゴ 107o, /77'(6 ／｀改 7/) ／となつてあ'} ( 

迫の大さ 2 し：：ヒヒ炉1 している。し力‘し液柑禾の切析卒の大さ之も兎9起金属庁の
迄度t.. l扉係しているだろう。なせな 5 ，よa, 食相系の史治速度が逹I↑水，ま再病
斥が2 まfて 1「シれるかう。そ水ヤえ．液柑系の切軒平ば百憧，こも比例して I l 

-t I -f 

+ I -チ

(I) 

(2.) 
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3B37 
顔源手叶特力におよぼ｀す危¢ムロんよが必必；•7 の効累
一ーフタ 0 シアニ以渚楊について一一

原妍 〇~1 矢野梵‘

1 、 フタロシアニン化合的についての反約噂的研究のづ記して鯰斜を中
叫頸寸が前に成熟いた場合媛加畏について検討した。照身酌吻卓（ r心と一
…—心しい訊）心響嘉手“/)と、諸勘叫欠尉、羞＇つけて
解す筍厨ーつの手 と「よるてとが真徐与される。今回の実験で'ti，イオン緒今
型フタロシアニンであるカドミウム、フ？ 0 シア：：：：ぅ共肴結今型フタロシアニ

ンであ如銅フタロシア：：：：ンを対象として I Pんじわか～しんなが Kんヮ贔ヵ呆を
訊べ，合手）主極晶にお 1戸汲邸冷、丘肴勧 r こついて検彦寸を加えた。

之、 実験

中惇手照身寸； 銅フタロシアニン／1 JR尺ーえの気送管（熱中＇）生手束、' bX/013 
3/ em:-• see,)を用い 10 秒閏カドミウム，フタロシアニン 1よ双尺ー 3 の気送管
ぽ臼、「生手束：2,x ;o'3 '1)／伍レ2,5ee) ち用いてぇ加札いず汎口紗令にもドライ
アイス麟已頓寸した。

麟…臼←伍了J• 石灸毛細鶯追ね、した試丹を回的渇支て＇刀D
熟した抜、衰砕窒来で渇戸令し、 ＂ライアイス遥度に係涛したものを中性壬榮酎 Iこ
戌レた。

叩瓢離およ疇睫； 飼つタロシアニンにフ I I ては常法にしたが'7 て，滉砥
醍：：苓秤レ、再匹支さセるこてによって分碕位した．カド＇ミウム、フタロシア：：：ー
にフし）てば、必メ互沈也勺99 戌＊によって今した。、4-区、あ＇よ1f.'
“兌よ ”5”In の祝珠剣足I：：より恐鰭、サ魯動を追蹟レた。
3、 カドミウム、フタロシアニンにお lfらp心ダ込久4心m 佑辺序の効果
ヵドミウム｀フタロシアニン(&↓Pc) を、オ）土令R勁寸斎］に /90℃ t·ぇ胡背｝nO

熱レた喝、初期リテンシ 3 ン 11 召，は土ス，07o となり，未叩釦試料について
屠ら瓜ている1直より、訳］秤颯くなフた。iた｝この試料について照町勘魏アニ
ーリング邊程を追蹟したと、｀ら、ぶ咳ん工およ仏'’“咳ぇJlとも、そ呵認ッの
終麦月においてアニーリング'1杜卯丁ちとなり， リテンションのフ゜ラトー1直（均）
が和疇の試料より図礁とは‘った．レがレ、各以召£の生免点、とは‘ら温度にお
いてば、可唸や吟パ直が＇ー多文可るこ℃が＇糾明レた。この、崚果を后99,1 に示すo
さら I::_..,食必与戸 o進行を一次反応として叩斤したとこら、アニーリング反免がる
性化エネ）レギーとして、そf I （こついて［i o,.z.｢:t:. o,05 ev J心デJ[. l ：：：
ついてばク， I¢ :t: 0,0S e という1直が掲られた。こ刃直 11 ，未久氾哩鶯弐料の各

一1•3 9 -



ぬについて得ら孔ている 2/ ス:t: 0.9と
eV ふ｀よが'l)、＃ク土 0, t)タ eV という1直と

愛 rふるばかりでな ~I →エと“][
とで活性：1とエネルギ'- (/)火小が＇逆転してい

る。矮性北ニナ）レギーの大きい反沢ぶ）］ヽ

3 ぃ反忍速打するという現象が見、、出さ
れたことにはうが＇｀ この戎少合歩凡度蛮手が喧了 ^60 
尺汀意味をもってくるものと考えられふ 合
4、鈴］フタロシアニン（らPc) 叫↑ C: 

珈呆おげ｀以？c t C7)雌史 虐 40
戸―乙Pc についてpば—ふ～凶戌ゎ／ 息
伝を担した乙こら｀疇リテンシ0:::
3 ンの 加が＇見、出された（ T砂ふ I 参 20 

照）。 この、緒果 1! Col Pc 0\クあ合とば全く
逆叫叔向を示すものである。熱ァニーリン
？＂遥程1-::: ついても、乙びc としPc とで（i
犬さな差応＇葛知のらいており、こ＞でも中
心ふぃ羹麟這：いがり可らガ況疇
豆入ていると房んらいる。）琳恥倉うl空
鯵晶であり百＇ら、 UPc とG.tPc t:-で＇鵡碍伍脊加＇このよう（こ皮 rJ’？てく
ること (1非掌 I＜頚長未兼いことである。
詞心lげ鵡原戸舒ヵを珀□ 澤、峠誓 I：：印在する往々パ嘩（特
に以簡）叶い効果が重字ri匹戸 rよってくる。 P心9-々むんん＇辺わ’丞も砂
げは、結晶中（：：：屁4:Lりう欠釦知、を変也させる一つの手杖であるが＇，砕 lこ
よって足簡；JM'..IJ'’＇肴油すうのが，あうし ‘Iか吹少するのかー概I~ 'Z\い切るこ r li t99 
、久ない。 Cん Pc t &｢c ℃ t'反朗屑，伍芍勧が、農 r』うことがら反碍知靡

.I'able I 玄f) I導渭＇を手える足 n加穏類砂
lni tial retention o全 P-l!迂C heated for uPc ヒe« Pc こに以 I て覧なっ
4 hr before the neutron irradiation ていうとも力えら収ゐ． pルし一

…心¢払五伝な了の勅呆
に恙目して、フタロシア:::;:V.:..,化今吻
におげる反紐秤、手り和劾を秀象ずる。

100 

80 

untreated)(,シ炉
ダ

ー

ん
ヽ

I 

ダ／文heated

／ぷ
..,__ initial retention of 
untreated sample 

——initial retention of 
heated sample 

゜゜ 50 
100 150 200 250 

Annealing temp.(ーC) 
FIG. 1 

Temperature Initial retention 

untreated 
l95 cー 

13.5±.0.2 茄

300 

330 

350 

13.7 土°・ 2

14.6ｱ0,4 

16.0±o. ぅ

17.2 土°・ 5

※ k，沙如ん也 ~cl H、 K心ク
/lfa:tw..L I 竿， I砂o (I ？釘）
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コパルト雑虚I)ボ，リトアトム化学（オ Z3 孝:fl)
3B38 ::Jバルi-アンミン 1昔滋L 1-: おける nBr n i'f、ットアトム化学

（魚大、理） 祈蘇 1多房 ·O 虚永低· 石叶正店

旦ーコバルトi豹釦‘複t1釘酋クトの外国厄ィズン 1ごぢ 11h 枝、釘憾がら庄
じた1f、 ’'I f--アトムが配位．｝ t翌 I虔し（クベル 11 名昔ば(:i疫召’オ放｀切） t #成 1 み
Z ど L1, iん倍ら (N、 S. J T T“) にi 7 1 ／？叫 1,:,, 森初 I< 争反筈 1 れた。／） そ n 1支， 乙
の 5 うfJ、1、｀ソトアトム K £み酋ti立ナ"“< L1，コバルトアフミフ鉗羞n 見ィヒカ'JJ
h̀ J ¢‘湛化 1ll) 2-d ！ が‘ルト， 0 ラ‘｀ウムノイ 1/ ジウムのアシミー／針和紅1 8) fJ 2｀につ
l 1 t胡＇元 1 れてぃみか、 l れらの反応を｛両tする 1綬｀f青につレ1 て l1 不睛 n 点が｝心
“らf1 1眉々 rJ直貧註(X) を含しコバルトアフ三ン鋒直見化痛［Co(N/-13)が1Br2,3

に，，，いて、 衝J立ナピして晋 1要し 1 入る良桑、ポットアI-ムの比季（函t 1｝ナ収応）こ
l れら雑か恥 "TIU里切、化和7 柱噴，たピえば視f委パヲメーダーや仔かぷ印
“そえ戻/·-3) 、和田印町るそえ月，，目ぐずどして /)G1、] tの相J1] I月 1§ を系
此 Iこ伐訂した 3 ォ戻ず検の輝lこ，，，いても， 79Br (n, r) tom er り 3唸r(l口゜Br?
疇（”1 2n)73Br 3) 反応の場合をこれ 1 1｀に移告した＂¢オ殺i` (1 知i-:. g/Br 
(nI Y) わimBr (J. T.)'i2 Br に 1石ぅホットアトム反応を朴忍訂し、 1在系＾岳澤't 1弁ゼ 1
”におり五‘ルト 9和虚n 1、ットアトム化浮 n ．系絃：り 1 fJげたに一絞痣£ /) 1 1'み
l tを目的t 1 み．

虔 緩—愛 Iこ斤、 1 811,1) ;1./\‘ルトアフ三ン鋒t画（印）令紅 /Omg.'f立
叙か乎原｝ヵ匹所の TRl 釦A 原｝炉回む該材棚i｀ドライアィスぅ品Jf t‘、 4 分同
中叫！＂＂すしたぼ律祇虹て 7K玲系tし，陽ィオフ左痩 :WR者（ Dowex SOW) 17 ラ
ムと陰 4 オ 9 鑓組廂（ DoweパJ) n ラムと且列｛くつ 1Jいt、グ維tィ和，iZB,- rt)陽
廂ィ;(/ 1 ラクラぅフヘの勺石1)‘5 82Br 道1幻収亨t釆 n fこ。
葬果― 1われたll'2Brの配凶収砂 1直＆ズ表に元 1、 表のf一釦 1且
l1, "'Br(”1) 四Br(l.T.戸Br h｀ょじ、g;BY(n, fJ fi"2Br (f)条依了嗅tわれゼf：：：

oveね l i fJ 3ZBr のケ和（虔理l みの 3 3 の直）と示していゐ、 嘆茂（：： ／ふ (1) 11Br 
がら (n/ y)“c lこより輝｀すみそのの-cf 90 % i1 8.2が Br を経由わ~ ; (;Z)—旦
庄成した[& (NHj)5 3””Br] 2ナ 1、 /1, 1、 T(: fij西r のズ窄pljj 11 記直叶に広み
り [G (NHj}戸Br] がピ L tを走化すろそf) t-1そ n 中／2ー／4% ピ 1註び幻； 10)
(3) 冷： t`: 怠考灼的に [Co (NH必t2Br]丘'l L て祖ば1-rれるi2Br ;r;、ットアトムのス
郭グ l1, 3 1̀ g/Br(n/ y) g2mBr 孜［ぐて｀、複t 1立国外にt t̀ 3 み 82か Br (おそら〈 r3
如Br 一） t fJり， 汲t1 如Br (l ⇒ T.) 52Br の許盾 13鑓 n dt 1立} t L て罹 1愈 L t
入みピいう，磋玲t直みごtが 1釦を 1 れみ。 '{1 って，、直差 1J 1及足£該 l1 れば，｀衷
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の T 慣I)直をもピiこしてがg2吋r(l/T,} 328r 反広だ（す l：：よみ 32Br "匝t位拉又
亨の直を 1且豆 1 んこ乙{)\‘可it ì tゐ. ';f:;:.棚の di (1、このよう lくして 1身られた
釦”8;-(I 、 T J 82Br 反応に［み画白立・がは争 e 系す。 3 た比穀のたの Iこ 90mBr(l.T)
80Br 反広の』tiB-iヌ年t矛、して佐ふ

タゲ‘ツト蹄塩
配 位 ナ 収： 4 一•ヤ (o/o) 

eIBr(n, Y)9血BrCI、 T9.2)窃Brr g2m8;(I.T)82B;, 釦m和(9,T.)eoBr2)
ぉ11,1" 8'Bdn, YJ 

[Co(NH3)6 J Br.3 6.2 土 0.2 、 5.4 土 04 7. 6 士i,7 

[Cc(Ntl沿 NCS1Br2 7, 0 土 0. I 6. 3 :t: 0 3 6. I 土 09

[Co(NH必 N~JBr2 74 土 0、 0 6.6:;t:0.3 6.1 士t,3

[Co(NH必ONら］ Br2 76 土 o.6 6.9 土 0.7 8,0 士 l,2

[~(NH必 OH2JBr3 7.4 土 0、 2 6.6 土 0.4 J 0. 9:t:2. i 
[Co(Nfl必 CI J Bt2 i 6.l 士 0,8 15.~ 士 0.9 f 2, 3 士 3.0

[Co(N~必 6r] Bら I 5.5 エ 0. I t 5, i土 0、 5 r l, 7 士 1,4

[CD(N/-1希 I 1Br2 9 0. I 士 02 9. I ::t o.4- IL 3 士 L4

ごの場夕 lて 1あ 32mBr 9ヽ、充行 1 る (n I) 反応のホ，ソトアトム勅阜•l=;. h 舌l れの
影年が 3 E 残•、 9 ているぷ甜晶中 I：ぉ，、ポtりるから 上i‘1且えした 32町3r( f. T、 )•32.Br

“"の釈位．｝収孝の 4直ピ、往忽五t^ [Co(NH戎XJ982111Br2,3 :』f号乍成して 13 られみ
t｀｀あろう 4直t此穀すみこピ l1 穏吐ゎん向是ピ尼われる。
巧2Br の記紆収李t，既紐n 1か該和知 1易合ピ（和3厖l1、下に 19f委パラメー 1-ノク

幻I::庁訂f戌え度fJピ‘｀ピ l、す‘れそ｝訊 I紆 1ゑp ‘ヽh と n られ、団雄におげる、f、ットア
トム月応の核項J')牧雑 ItI t h LPL ている• l れらの反広、の祁0月t g11 iィるたのに
名豹牙の 7和夜阜 (DHSo, pMFノ項扱｀テ呑涅系） i‘n 爪ットアトム反広の雑虎．屯言1鼠中
て·‘ゎみ、9

1) 肴條・ 1パ野嘉永， 日ィヒプ／2 弟俣f青冷（I959 取み月）; N. Saito、T. Tcmina9a,. 
H. S.i厄． Bull. Chem. Soc Jap批拉、 120 0960) ; i bid,，，必； 63 (/962). 
2.) N'. Sa i ro、 S.lto. T Tomina9a, Bull. Chem. Soc. Japan、経、 504 C/ ?65)ロ

.3) N. Saito, M. Ta.Keda, T, Tc:iminaga., i b i d．，蛭， 690 (J 967). 

4-). K Yosh i harみ G Harbottleノ Radi och;m 、 Acra, .l、 6g (l9｢.3). 
5) N. I Ked a, K. Yoshihara, 5. Ya magi sh{、 BuIf. Chem Soc. Japan, 廷, 140 
(I 96U; RJidiochim. Acrぇ立， I3 C/964-). 

6) 肴藷富永，舌田ノオJO 回双打化学訂循目名刊t疱 (1966 手JO 月）、
•7) G B 5chmidt, W Herr, z NaTUrforsch．ノ旦主 505 (/963). 

9) GB  5ch,n ,d t，，応d,och i'm. Ac ta..立／ 64 (1966). 

9) N 5a iてO， T Temmaga, Bul(Chem. 5砂．Japan, 謡、 50 !5 (1965). 

tOJ A. W. Adamson., J, /11. Grun/and、J. Am. Chern. Socッ乙!J 5508 (l95i). 
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3B39 

57 N し標識八キサアシミシニ、、Jケル (I) 錯体
にお lする 57 Co のアニー＇）ン？挙勤

東北大理 屈） I I 考信， 0 呉紹起，大森義

57NI の EC およびが虔変に件ぅ化営的匁］果に関し，八キ寸アシミシニ｀｀｝ケ
）し(JI)餌体 E 用いて検言「した結果、を， 日本化営会沖 22 年会 (I 9 6 9 年東克）

において華告した。 固イ本無機·化合物のホットアトム化位で 1迂，親化合物J: I) 高ぃ

酸化状態にあ 3 狼原-3-{J)生叙 I~ 困難であリ， また生成しても熟アニーリシゲ反応

によフてぜの化笞狸I配肖迅、し， 元の化合判］に戻· 3 現象が‘夕qくの系 1 ー、あし）て言だめら

リ＼ている。 しかしばから 57N; (NH3)ご関 EC 、9 57Co 系で lij,かはリ0) 57Co/NH ぅ）ら3t

/J)生汎か‘‘壮 S,l L, さらに熱アニーリシ＇'.F lこよフてその収率が窟加す 3 。この番実

I志，飴体の化営的仔定）＇生が結晶笞的守定性 Iミ打勝ってアニーリシつ｀反応が進行す

ること E 示す屯のであリ， その涅度踪的解杓 I迂無廃化合物系 l'Cあ‘17 3 アニー＇）シ
')雙象 E 解明する上 Iミ柚めて有意表であ 3 と君えら Ul 3 。今国 1迂ー連/fl ST N i標

猷I\キサアシミシニ、ッケ）し（ 11) I \ロワシ化物にあり口る力良）戸吾 51 Co (j)熟アニー＇）

シゲ等勤 IC つ 1 l て詳細 Iミ検罰寸した。
実験

免北大営雫令ライナッり最大 40 Me V t線に.J. I) 暇射し尺酸化二、‘1 ケ）しをぅ農
慮蒙iこ：容かし，陰イオシ交1臭相脂去によリ 57 Co を分雄しに夜， 常翠 1こよリ•57NL
標諏ニッケ）L錯体を合‘'席しだ。ニヅ'T Iし錯虚 l可， ドライアイス這度 I~ '.2 0 日以上
杖直して 57N しを環変でせた。 57 C. o 桃諏化営種 I迂， Co2t, Co (N 也） 5x2+
(X :日口冗）戻3-)あ｀ふび Co (N H 3) /t-1'- つ 11 て嶋イオこ交換祁「月目芸 (Dowex
sow-xi, 100~ :2 o o I 、‘Jこュ， 8 mm｢  x 20  mm) にふリ介舟住し， せリ l

吃'l1 l の収率を来めた。

結果あ｀よび君喫
57 N; 標緻八キサアシミンニ、ッケ）し（ II) J\口ゲン化物l ―、おいて， EC J:,｀よぴが

環変にJ.って生じ尺 57 Co 化翌裡の初胆収率を表 1 lZ まとめて示す。 ;17 I 図 I迂慈
アニーリシ？ミの代表例として， 臭化物 1てついて得ら ~I l た結果を示してし＼ 3 ．tt彰：

的晶温度（之 I 00ー  C) で 1寸、 Co<NHりら 3十の収率 1出速やか lこアラトー直 I-、運する。
アニーリシゲ遭度がイ衣ぃ（乏c> 0ー  C) 揖合‘. Co(N 出）6,3十の生取反応図度ほ袖め

て渥 I l 。 こ U しらのアニーリシグ反I応＇の結果、をまとめたのが表 2 であふ
低 I I 邁度 1ておけるアニーリこゲ反応 I こJ. 3 Co (N H3) ら3＋の生応星度ほ，逗度に

依仔す 3 が、 サの 7゜ラトー収率 1記岳）麦尺依召 L ~ I l 一定（直を示す。 ―直のI\キサ

アシミンニ、‘)ケ 1 し（ II) l \ロゲシ化物にあ 11 て， 一定混度で Co (NH3)6汁の収率が

— ',.34 -



フ゜ラトー儘 Iミ運する浬度ぼ，

> I {T)悟 Iて渥·くばるが．，

トー直と初専雑又率の差 1 '1:,

〉 Cしの領に,\ I さくなってし）る。

このよう I\ Co C N H3)/十の生灰反
庇涅度が遅＜， まだサ0) 7゜ラトー

収率い＇サ vll 程嘉< gぃ0),~,通尼

のアニー 1) シグ反応と異ぱリ，祀

晶翌的 I て 1可』リ不庁定ば化苫種へ

の秒行反応に足困するものと芳え

ら出 3 。

比較的忠ぃ温度のアニー＇）ング‘
反応て Iij, Co (N H 3) b 3十のフ゜ラトー

奴率 I<]: 遭度 1ミ侠仔するようになる

が， こけ ll~ 二、‘Jケ IL 儲虚¢＼惹分解

反応が 1司膵に起る匠めと尼ゎ vl1 3 。
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表 2

ィヒ 合 物

40  ~50  t-7. 2 

[ N i (NH3)ら） Cら

穂アニー＇）こ冗こ1 よる 57 こo 標箆化＇笞裡の広又平の変化
アニー＇）シ？｀ アラトー｛直べ湮戸 ! 収率の変化（％）
|'1  遇度 (°C ） 弓での活固 (hr) • Co CNH3)sX苫i Co (NH3)63+ 

{ + 0, 2 

I 
60  

I 00  

[ Ni (N 由）£〕 Br2

40  

60  

100 

[Ni C N ら）ら） I2 40  

bo  

~30  

~90  
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0
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飼オぎ冗ネートのポットアトム効果/"'吋すぅ
3B40 . J者晶形の影増

東北大浮 樟末雄 吉辰賢ニ

フタロジアニン倉『溢心ソトアトム効果 I：：かで国釦戸易堪ヮ＼•井学応害レ
し‘ことが知五）シ鱈りも各種全応 77 ロシア＝償応繹，；切繹（＝つ
ぎ和詞）ア幻／ 3 巧熱アニーリング｀など一湮＾研’化を古‘二庁っ尺 フ 7 ロシl
ニン釦知／、外の鐸心 Iづよ｀ヽ、マ l打点晶形の影堪，ば I子とんと‘、知らキてい『ーし‘• そミ 7·
::-叶孜吉 Iニギいて 1t飼オキシネー/- ")準宅定（り杉古｀よび字走（ l(3）忍麟 l：：オ‘I t
3 六ットアトム効果、コ検討レ， 7 グロシアニン釦釦·'見忠、ヤれた上う冗麟形の
”が見出ざ卜 3 かどう b ヽと言I~ へ宝．

促束各1を合むオキンン鉗吐しの幻トアトム効果I= フ、、 7 （填老烹吉原ら以
証究があ 3. しかし、、っ当峙子た註晶形注渭 I-=- ついて＂知見II なく，多呼っ証
炉 li終晶形の I司交からi桑レて木ソトアf--ム効果の研克をオ‘こなつ l \ヽ斤かっ
た こっ研炉• 1ま尺讀叫や止□ I可足l士もちう夕照侶条和ドライアイス
温訂規し，介雌り、ヤぃの交蚊反応 I＝よる影的袖‘王と ‘7ムトレーサーを 1司、，

てお｀：：「I う「r と・｀叩矛房げ伯っ＃．
銅オキシネートヘ必彩，臼古・げ相当ず 32 這今必形六‘よが戸形 It関芦ら

か去（＝上）言製レノ x 社 1印皇 1-= よっ-Z I可足レた． 束l•生ナ烈情戸日本そチカ研究
応JRR- J気送喩 7 ／今間 ド 7 イアイス這度(-6炉C) てオ‘こり～った東l‘叶
フラックス 1Ut~ 2) メ／ 0 JJ，，， /c心・年 7· あった． 胚、『すし噂｀f'tぱ玲まr した 7 ロロ
士 IV ム (~o •C) I 疇舒レ，；訊 I蹟噂ナトリウム汀詞定に 3 ¥, 1土アン全ァ
心J｀りナぜ‘}朗ィオンを氷湘 lサ抄虫レ巳 ::: q ̀ ャい）引疇交荏反応（こよ直差
を村i.iEす 3 仁めあと 7述べ 3 ょぅ rI 予｛扇様封を古｀こなっ1=.有在担戸ひ、水和っ
疇尚紅 Tt1 C 2ばfャネ，レ叫スペクト o メーター（クリスタ Iレ心 Iノ喜
X 3 v) I 二上って洪｝芝した． 可• 1 ．手「of西K可ゎ•ne
詞l冷鍵知牛疇知キをぢ：：なった． 姦
姓＠樟絨した飼オキンネート名ン令卸レ
仁クロロt' 1v ム 1二洛かレ，落液を／戸
M の乙叫炉合も叫吐遣f屁溶表
戸りチせ｀；釣ィオンフラJンヨゾ（水
祖）叫戸げ灼汁い詞べた，珪星シ
巧. _I I ：：示す． ふ') 1 辻｀‘J E 手fa平 b9030秒‘
7｀・ち的 S 尻の委採、和ご· b\••あ 3 ことがわ

ミ
さ 20
入、

。

匂

o
nぶ
く
、

0ク

゜
// 

/ ゜
/ 

戸゜
1 2. 3 4 
sha-k心？む｀me

5m(.n 
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かる． ミのようりーオ丘疇内の交授反応を科‘正す 3 たd>)/ ~佑ム反誂全-3-' I：：対し？
67依のトレーサーを加え交楼反応のtnd,'c且―or とした．

繹3 て、かげ経貯した以士‘t ]‘戸瑾オ干ンネート→生ぽ戸が2.っkか
叱んの 4しや玲布と詞へ凡 bu応 o{ -7口直用しへ← Iぐークロマ／｀グラ 7ィー
噴べ七とこう｀吋古‘よが‘公(Ox)ュ以外の化学犯のわつ（土サとめらが rr t:1ヽっ

f：：゜
照肘レた試科をン碕したクロロナ，レム I"~者勺‘ど ? H ¢戸．f紅虞成（IO―”っ

c“ 2.十才旦凸 I含む） 7‘栢出しI ')デンシつンを求わただ知Ta..凶 I I二末す． こっ
さい 67c“ のトレーザーに Te,.•le l, Ini因碕nt'onS of‘な reC/)LL“る
F ｷ, -Z交俣疇 I ：：よ 3 衣 I`nn砕on irra4し＾丘4 必が3¢-- C?ffer ou`n甚
差｝精正し zm. (3釘
む犯t?芍リデソショ
ンが大ぎ、＇． オり立k

の知幻疇 7`' が．
っず l二茫ァニー｀）ンJ‘’

（：：ついて検討を才‘こ弓~フ

だ、俄釉 I 二 ljァ:::..—ぅプ｀ Iしな 7 ラ l

ションに対して紅ドア＝ー，しし下フ

ラ 7 ションの西知辛こ示す．棧弓ゆ Iす
アニーリング呼 1旬であi. ~.,.,よう
ほ戎柊J、い方｀こけっ r：：予里由 1バ釣オヤ

注ートの和f)i,')デンシヨンが言＜
現砕ピしケ＼、デー 7 を 1"~ 、I 卜した

0)て 1tメ 1 /8 担互つ炊軟1二和もにか
らであ~. !!1 \：：見 3 とずり怪速嘔 7"
そなわ盈？｀も） 以形｝りも 9形'^ナ
ゥ喝とf平ァ＝ーリング反応 Z 示す。
これI，iフグロシアニン飼のク易合ヒも

顎似斤人考足 7`' か緊昧深ぃ．
l）；訊空、吉祭，今和噂ヱ，~/..)

(/ 1‘°) 
ぇ） E Sekido ，ぷ ChenSoc, J呼心底
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中性う照射し尺トリスアセ午）しアセトナト 7 ロム(1lI)の

3B41 八゜シセロシ；容浚にお IT .3 51 Cr の化営的等籾

東北大理 塩J Il君 1言 0大森穂，葉有財

翫目）こお lt 3 ホ、ットアトム化学が句題点、の一つ）寸，誅料の完華）こあ 3 L 考えう
¥J1 3 。 すばわぢ反跳化労埋 I団試料の芳等 I i:. cf.り完液屯こち 1丁る守定ィじり種へこ
変化する 1喜め，呻目 1こお）丁ふ真の令亮を求めること）寸困難さある。本研究で 1可，
固停試料を遥きむ約慕に溶かし，反跳｛じ5種が存足は｛じ号種＾変戊す豆1合を逗
度論的に追求するこ'l. I~ J'), I固相にあ 1tる反跳疇謹の介布を求め 3 ここの可
熊性）てついて， トリスアセ今）しアセトナトワロム（皿） ( Cr (AA)3) をダーゲ、‘J卜，

ペシセ＇シを充暴｝［送んで検討し r: 。
実験

C,(AA)3 を， KUR. PN-3)てて 15 分）更う炉喝度~て超射し 7こ．殿射位置
冗お l了る熟中性う束 KL 4. 1 x I O 1 2 n / c.m2 • sec) 力：シマ掠量）コ l,5 x 107 
r / h. r であっ Tこ。詔約試料ぼ，介結酌ドライアイス彊度さ放直し「こ。
＇）テンこョシぽ溶媒抽出去 lこよリ求め 7こ．照鮒誤料を吋定喝度のペシて‘シま

応迂アセ午）しアセトシーI\こシセこ.$夜 1C 完、かし， 一定時）固匂 I ＜取，）出し I 0-'). M 
Cr3十を担体こして含も· 0.3M.:.-ュウ酸身院夜と 30 秒罪 I) ませ’7 こ。水相JC抽出さ

山 7 ミ 51Cr 1,、ついて I~ てら 1て喝イオシ交1臭謝歴宏 (Dowex 50W-Xl?, 100~ 
200 1 ̀‘｝シュ， H 形、 'S mm  cf:, x.'.2 0 mm) JC J'＇）各化芍種尺令鎚し応
s-r Cr の放射能 l寸， Well-t'/pe. N o.. ICT.Q)シシ T)し今ャンネ）レゎ線ス八゜？トロ
j - 9 ーを用いてう則］戻し 7 こ。

純果ま‘ふぴ汚祟
理々 m令朗条件にあ）1 ~ 5 1 Cr 挑諏化り挫の分布を，表 l)てまとめて示す。照

町し TC藍椅斗を有機落媒｝□ 溶賠してすぐオ田出し 7こ喝合に 1迂， リテシこョ.:,_.. Iば令碓粂
件 1 一氣頃直 l ［一定である．水相 IZ 抽出さりし 7 叩｛じ労穂のう万， 0. 1 N 虚酸で落離さ
山し 3 フラ 7 こョシ）st, シュウ酸を含疋虎合オ 7 ずラト錯煤辺芳えう汁 l る。 この実

験粂｛牛で 1可， Cr 呼3十とシュウ酸イオシとの錯形成反応）彰起らはし I b" う，才＇］サ‘

ラト錯件）迂 Cr (lI) イオシが渓l与してし I~ ものど考えうi)し 3 。 4N 虚酸で芳離で以
るフラグこョ.:., l~ Cr3十であるか｀．，担溶と 5l Cr 標識化翌漣の老離脊宦恥相逗が

う，Jむすしも単純,;t Cr (H10)/十こして）刃存在してし 1 gいものど思わ印ふ

リテシこョン I~, 結晶を有救方裾、 1ミ溶華し 7ミf支IJ)す文重持 l引と共心翫□ す 3 。 オ

I l図尺示で出ている』う）て， リテシこョシ 1迂落努もヵ湿度 1;: 依存す 3 ：恥‘， ^: : t' 
シ溶衰中のアセ午）しアセトシ濃度 1ても 1夜仔す 3 こ‘乙が蟄めう且 LI く。洛夜囚 IZ お 1ナ

- l ? 8 -



3 反跳 51Cr の再絶合反応曲嘉こ，慈アニー＇）こ 7凹腺（オ 2 図） L柚めて酷似
してお＇），初期の詭めて早い反応とそ乱＼に引弱いて直総的J口叡口する反）記ヽ仄令I丁
らリ＼ 3 。 このこ‘{..)可，茉 1 1て社ら U1 3 よう l （リテシションの噌加ぼ溶、；夜肉反応
および熱アニー＇）シグ反舟いず飢の苅合でも，主、乙して 4N 虚酸て溶避戸J.Jl 3 フ
ラ 7 ションが伐少 I~ 対応しているこ‘乙かうも堺加未あるJ見象である。

表 1 中性寺照射し 7 ミ Cr(AA)3 にあ汀~ 51 Cr 様識代ざ漣！の分布（ 24゜ c)

有様溶媒 拍出条件
SI Cr の分歴 （゜ム）

イオシ交梗分紐
中の放濯

時向 有栴相 水相 リテシショシ ゜鳳 IN 協醸 4N 直酸 栴朋層

(min 2 7 ラ 7 ション 7 ラクショシ

Bz A I 3.'7 7.2 らl". q ! !. 2 

~ 0 Bi B I 2. 9 29.9 4 g. g ff. 5 

~0  0.5 M HAA-B:l B I 3. I 3 I. 3 4 T. 6 8. 0 

6 0 Bz B I 9. 7 2 9.4 43. r 7.3 
6 0 0.1 MHAAｷBz 13 3 了． 6 2 5. 0 3 2. I 5.4 

~ o*) BZ 13 23. 5 2 9. 5 3 7. g 9. I 

60*) 0 、 I M HAA-Bi 8 3 9. 5 2 T. 2 2 6. 6 6.6 

抽出条件 A: 10-2 M 塩酸； B : o. 3M こュウ酸
*) 

を 0° C 5 膵固熟アニー＇）ニゲし尺言式料

）
凶^ ゜

6
 

:/~[_ 

゜
rv 

8弄 l荀（ hr)

~1 図 中性令額灼し 7 こ Cr(AA)3 の
溶液 1刀反応

(O 、 I M H AA -Bi) 

。 2 3 lj.. 

時 1旬（ hr)

5
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インジウム E P TA 鉗体にかり(i,'(勺励起 I: よ：ホット

3B42 ァトム効果一一閉ィオンの影本六‘よがア＝—')ング‘

東北に移 吉原賢二 稽末碓 塩"/孝f言

昨午">孜術化栄ネ召命今ば',て”勺石汀泉ドよ｝才亥裏仕体励え邁程叶ットァ
トム効果と砕究し，インジクム ED TA 鍔砕庫吐印釦•た反峡否守噸跳ェ
ネ IV や｀｀ーと In3十イオンの収年との間位 I= ついてオ知レに．1) そへ話茉 I討ャイオン牧
叩反誂二え IVギー疇這以J::.."')とこ 3 て 0 より立J;:...るミとを見出し1 ：：臼
可1l().mnce ene1J” と名け I「た．本報告で 1すびぎつず｀ぎインジ・クム錨む心，

K, H けと‘の心珈ニフいてホットアトム房泉をtk較し1 (･/ Y')彫起以外 l汀可呼
遠る尼遣鯰ー（い）＇（rn,~)反たなどの木ットアトム知果と吋戸疇tず
こばい／ アニー＇）ンク｀‘'"ついてオ令討レ戸
輝ぅのかf、2）により心［ In Y （出D)J 2 出 0, K[InY（邸）］出0J

H[I可（出0)] を言翡製レ亨ぶ未十と L 't（打、、f=. 照財心東北大学 3OMeV ／ばか直
繹叫谷 1~ より吋定グエネ IVや一叶危璃渇生レ／ ニギ E タンタサ疇⑰ふり

1：：よ, 7.料□虚、し乍．照位訊 Itド‘7 イアイズ温度(- 6た）とし角烈沿し
旦喝雌磯I｀尋滋浪(+.2. ·c.)にとがし／峙イオン知細詣 Do凶双ft> ((00 -1心メ
ッンユ）のカラム（／2m^[ X 叫,..,)這し，錯釦虞ゎヽウ＼”い In3十社匹

.J:._ 1：：吠着鐸王叩5 と涌直した浣液速f昨泣窃記げ心L/(J0 チャえ，ン Y
鐸スヘ゜クトロメーダー RAH- 403(Na 「クリス 9 ，ピ井 1合型＾ I 2‘'ダ X 2" ＇＝捻船
によって刃'l,Xレ匡
＼ナし‘｀め 1 ：：山[Ir.沢ゆ）］ 2出0, KCIn'((H..o)」出0, H[[nY(H必0)] 遺々

0)ニ茅 lV ギーの Y応咋 L て（り）麟漆し下と~-, In3ヤっ牧率を才量

芦差を果を巧• 1 1 ＝示す． o NAComt o叫
旦：：見 3 よう 1叫疇 % Tbh 。に Unと．

□星：］7：t.2] :、:一-／ど；こAti.
鯰と K4 ヒ今砂マ＂（汰ほとん l/.゜ x--下五・心eo"『゜しnd

か‘・いず卜のt易含そげ 1r· 一
霰し仁傾向 2 示しで 1ヽら．

高ヽ‘m.:/k ェネ IV ャ‘‘-Tlナ

¥00 200 300 400 eV 
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疇It鈴診這I江戸ーオ 14 江今砂7" 1がゆ人や粁化令斗h l:::比較してか斤り｛言、｀
収辛を束す． 7feV よう 1~ い夜誂二牙,.....キーのと：：：うではオ対応•少后

噌心r幻Ce enerjJの叫叫tもっヤ‘レ Pヽったが 1紐這知て知
砂のが叫~心吟正湯合と 1可オいかものと考えられ（～¢心 V), ｼ'-:rｭ
I:!- 吋しt由ヒ令粉で 1-t祷ヂ6 g 1二い可もl•生px•あ 3.
っ 3・に LIMAC っ Y年泉を煎肘レ臼騎 I"(¥, 'i')麟叶 I= II伝（い） ll4”I汲

応応｀よび（い）反応により淫生した中’/、生ナがt+,erM a.. L 炉オギて”伝("11:y)'1t ... I" 
虹疇3 の 1‘•I こ卜ら 3者＂週程 I= よって士し‘.る//fi;.,ェ＾ I H心‘I入 1 /I6"'-I入反
跳希ナの末、l トアトム効果こ比阜灸レた． こわら 1t手つ下< l司ー汰孝わ和‘.l司ー感

射約やあと 1：：士し｀．に反班密戸‘店 3 "'>て‘; 3者叫か叫圧I斗ーア｀あ 3 か否
かを言目へ‘｝ ：：：と l 「重専マ‘ある．下~,._ z(如 Itドライアイス遥度汀げすした
心[In Y（い）J・ 2出0 ぅ和肛リテンシヨン太｀よ伏／PぶC lニズ＇t戸ァ＝ーリン
7`'が示ざギ< II } • 図 7晃 3 』り IIr”In I /14m In よ‘よび＂6mrn とも（牙（ク祠杖ヘイし
学的行和臼示すことか・わ P\ 3. ”r”Iんi;· J !J｀、 II6… r1 の反狭ェネ I..... f- It叩

“i'F ひ｀・ 2()3eV7―あJ -, I こ吋し？，／ l佑‘In ＾反埓ェネ Iレギー 1丸杓tfo 和v'と
いう大ぎい｛むぁ l ("-もがかわられ＼=r I r-1可オ!"'>)、し名的惰戸矛すニヒ 1 が貌吐あ

3 亨吏 T• おる． グ．
I) 吉ぞ，二栢，{f- 12. I司枚 ゎ
知口玄圧鯰要配菜p, 2/0 
(I r6い
2) K. 5叫~C 炉of 1-/. Terr:ゾ
J̀ Ch研品c. 厚，仁70/
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